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    プロローグ


    



    　どうしたら月を蹴けり飛ばせるのだろうか。


    　月が雲に隠れた夜空を見上げながら、『彼』はふとそんなことを思った。


    　風が吹きすさぶ高層ビルの屋上はひときわよく冷える。


    『彼』は無人のヘリポートの縁へりに座り込み、眼下の街を覗のぞき込んだ。


    　ネオンに煌かがやく夜の街々。フルフェイスマスクの透過バイザー越しに見える景色には幾つもの情報がレイヤーとなって重ね合わされる。


    『本日未明より月つき杜もり市で続発しているシンボルマークの落書きは怪人グループによるものと断定、グループは〝禍か嶽がく社しやリヴァイアサン〟を名乗っており、現在、特殊警察機動隊が出動、怪人グループの追跡を──』『ヘルヴェノム卿きよう復活ってマジ？』『また怪人ネタ？　ガセでしょ』『月杜市は本当にヤバイ、あそこは日本の秘境』『怪人は差別用語、オルタと呼べ』『←ガチ怪人降臨』『近頃ほんとにシャレになってない』


    　ネットニュース、ＳＮＳ、掲示板。バイザーに表示されるのはすべて、この街に住む人々が発信している情報だった。


    『彼』が生まれ、育ったこの街。那な佐さ県月杜市。人口一二〇万人、非県庁所在地の政令指定都市。日本ならどこの地域にもある、地方都市だ。


    　だがこの街には、この街だけのファンタジーが存在する。


    　月杜市にのみ許された、希望と悪夢のファンタジーが。


    　背後で重い着地音が聞こえた。


    『彼』は振り返らなかった。振り返る必要もなかった。


    「……わたしを呼び出したのはお前だな？」


    　にごりのないクリスタルのように透き通った声で問いかけられる。


    　答える代わりに、『彼』はゆっくりと立ち上がった。風が鴉からす羽ば色のコートをひょうひょうと煽あおる。どこともしれぬ虚こ空くうを眺めながら、想起した。


    　──ＡＣＭシステム、起動。


    　途端に『彼』の脊せき髄ずいを電撃のような力が貫いていった。


    　搔かき回される扁へん桃とう体、興奮したニューロンの伝播、視床と海馬から放たれた濃度の濃い恐怖の記憶が体中を駆け巡っていく。


    　ベッドに横たわる少女、三人の子鬼、白しろ兎うさぎ、赤い髑髏どくろ、燃えるビル、累るい々るいと転がる骸むくろ、白兎、マスクの呪のろい、リノリウムの床に広がる血溜だまり、アルケマルス、白兎。


    　恐怖の記憶はマスクを経由し電気信号に変換、コートの下に身につけたボディスーツの機能を覚かく醒せいさせる。展開されるボディスーツ内部のチタン製外骨格。コートの下で膨ぼう張ちようする身体からだ。


    　それに伴ともない、マスクに象かたどられた悪の貌かおが覚かく醒せいする。


    　肉も血も削そがれた虚無の髑髏どくろにも似た貌が。


    　湧き上がる吐き気を堪こらえながら、『彼』は口を開いた。


    「我々は一種の共生関係にあるとは思わないか？」


    　声帯から発せられる嗄しわがれた声。


    　熱も、情も感じられない。まるで屍し人びとの声だ。


    「私も君も、戦う相手がいなければ生きられない。互いに憎み合い、戦い合い、依存し合うことでこの世界に存在していられる。それが私と君の関係の正体だ。この宿命を、果たして君はどう考える？」


    　ひと筋の風が吹く。しばしの静寂の後、そいつは静かに答える。


    「わたしはお前に依存なんてしていない。わたしとお前では在あり方が違う。──だから、」


    　雲がゆっくり流れる。欠けたることのない満月が顔を覗のぞかせる。


    「いまここで、お前を止める」


    　その言葉を聞き、『彼』は後ろを振り返る。初めて、そこにいる来訪者の顔を見る。


    　来訪者はまるで白しろ兎うさぎのような姿をしていた。


    　表面を覆おおう純白の全身は陶器のように滑らかで、皮ひ膚ふか鎧よろいか区別がつかない。身体からだのあちこちに巻いたベルト状の装しよう束ぞくは皮膚と完全に同化している。表情のないマスクには、あの満月とおなじ黄金色の双そう眸ぼうが宿っていた。頭頂についた二つの飾りは兎の耳そのものだ。


    　兎は月の使者。


    　いまから彼が蹴けるべき、正義を照らす月光の使者である。


    　黒髑髏は呼びかける。


    「こんばんは、ガイムーン。ずっと待っていたよ、我が親愛なる正義のヒーロー」


    　白兎は呼びかける。


    「こんばんは、ヘルヴェノム卿きよう。ずっと捜していた、わたしの倒すべき悪の根源」


    



    　白き正義と黒き悪。


    　どちらも月つき杜もり市にのみ存在を許された、希望と悪夢のファンタジー。


    　まだどうやって月を蹴り飛ばせばいいかはわからない。


    　だが、やり遂げなければならない。


    　いままで失ってきたもののために。これから失われてゆくもののために。


    



    「さぁ、共に行こうか、ガイムーン。正き義みと悪わたしの、あるべき結末に向けて」

  


  
    



    第一章　ヒーローのいる街


    



    　月つき杜もり市がどんな街かと聞かれれば、住民の八割は「普通の街だ」と答える。


    　たとえ街のローカルニュースでヒーローや怪人のことが流れても、それを少しも不思議とは思わない。たとえおなじ街で起きている事件でも、それがすぐ身近なところで起きない限り、人はなかなかその実感を持ちにくい。


    　だからこそ、普通の街。ヒーローや怪人のいる、普通の街。


    　それが月杜市という街だ。
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    「ヒーローの条件ってなんだと思いますか、沖おき名な先輩」


    　問いかけに、沖名武尊たけるはスマートフォンの画面から顔を上げた。


    　閑散とした月杜第一高校の図書室。図書委員の仕事でカウンター番をする武尊の隣で、後輩の都つ筑づき希のぞ美みはやたら器用にペンを回し続けていた。


    「ヒーローの条件？」


    「六月の特集本のリストですよ。ほら、ヒーロー特集でいくって言ってたじゃないですか。今週の会議までにみんなで案を出してまとめるって。もう候補、考えてますよね？」


    「特集……候補……ああ、そういえば……あったね、そんな話」


    「……さては先輩、完全に忘れてましたね」


    　希美は呆あきれたように首を振った。


    　二年生の武尊と一年生の希美、まだ五月の中旬。知り合って一か月ほどしかたっていないのだが、早くも希美の中では武尊の格づけが決まっているようだ。もちろん高いはずがない。


    「今年の目標は『図書室の貸し出し利用者月間一〇〇〇人』なんですよ？　我々がびしっとやらないでどうするのです。やろうとしない目標は目標じゃなくてただの妄想です」


    「達成できない目標もただの妄想だと思うけど」


    　武尊は常連しかいない人寂しい放課後の図書室を見渡した。


    「もう出版不況も長引いてるわけだし、読書人口の減少は俺たちの努力でどうこうできる問題じゃなくなりつつあるよね。それこそ、いまの出版業界を救えるヒーローが現れないとどうにもできないレベルじゃないの」


    「そういう英雄待望論には興味ないです。あと出版不況で図書館の利用者数はむしろ増えてるんですからね。ああ、まったく相談しがいがないですよ……。セレクションに悩んだから、まずコンセプトから決めちゃわないとと思ったのに……」


    「そんなややこしく考えなくても、この街にはちゃんといるだろ。正義のヒーローが」


    「いるだろって言われても、私は実際に見たことないですし」


    　希のぞ美みはあっさりと一いつ蹴しゆうした。


    「そりゃー、怪人は怖いですけど、警察でも手こずってる怪人を倒す人間なんてありえなくないですか？　あの話って絶対に盛ってますって。それにもうほら、倒されたっていうじゃないですか。あの、なんでしたっけ、怪人たちの組織。ＲＰＧに出てきそうな名前の……」


    「リヴァイアサン？」


    「それ！　〝禍か嶽がく社しやリヴァイアサン〟！」


    　答えが出てすっきりしたのか希美はうんうんと頷うなずく。


    「そのリヴァイアサンの総そう帥すい？　首しゆ領りよう？　も倒されて、組織も壊滅状態だって前にテレビでやってましたよ。だったらもう、そのヒーローさんが出る幕もないんじゃないですかね」


    「手厳しいね、都つ筑づきさんは」


    「現実的なだけです」


    　肩を竦すくめて、希美は答えた。


    「だいたい、ヒーローっていうのは他人が勝手に捏ねつ造ぞうしたイメージなんですよね。単純に願望の押しつけであって、押しつけられたほうはたまったもんじゃないと思うんです。ヒーローとは他者の願望の象徴である、みたいな。お、これ名言じゃないですか？　ふむふむ、ならばこのコンセプトに基づいて本を選んでいけば──」


    「あの、」


    　希美が一人で盛り上がっていたそのとき、カウンター越しに『アルジャーノンに花束を』の文庫本が差し出される。


    「これ、借りられます？」


    　紺こん碧ぺきの瞳をした女子生徒がこちらを覗のぞき込んでいた。


    　透きとおった白い肌にすらりとした上背、色素の薄いブラウンの髪を肩元で揃そろえている。半袖の水色シャツには肩からかけられた大きめのスポーツバッグ。きっちり締められた臙えん脂じ色のストライプのネクタイは女子生徒の規律正しさを控えめに主張している。


    　希美は目を見開きながら、急に慌て始めた。


    「す、すいません。こちらで手続きしますので！　あの、貸し出しカード、お願いします！」


    　女子生徒から貸し出しカードを受け取る希美を横目に、武尊たけるは文房具類の整理を始めようとする。だが、「あ、あれ？」と慌てる希美の声に気づいた。


    「どうしたの？」


    「すいません、先輩……貸し出しカードのバーコードが読み取れなくて……」


    「あ……ちょっと待って、都筑さん」


    　武尊は非常時に使う手書きの貸出票を取り出すと、女子生徒にペンと紙を差し出した。


    　ちらりと女子生徒の目がこちらを一いち瞥べつする。


    「あ──」


    　彼女が武尊たけるになにか言いかけるが、その前に武尊は事務的な口調で答えた。


    「ここにあなたの名前と学年、あと出席番号を記入してください。借りる本はこの一冊だけですね？　あとはこちらで手続きを済ませておきますので。都つ筑づきさん、先に本のバーコードを読み取って」


    　女子生徒はしばらく武尊を見つめてから、諦あきらめたようにペンと紙を受け取り、記入し始めた。


    　２‐Ｅ　天羽あもうミア。


    『２』と『Ｅ』の文字は歪いびつだが、書き慣れているらしい名前だけは端正に整っている。


    「お待たせしました……返却は二週間以内に、えっと、お願い致します……」


    「ありがと」


    　天羽ミアは希美から本を受け取ると、静かに図書室を出ていった。凜りんとした佇たたずまいの背中を、希美はいつまでも見送ってから、緊張が解けたように深々と息を吐いた。


    　そのあいだに武尊は受け取った貸出票の名前と、本のデータの紐ひも付づけを行う。


    「お騒がせして、すいませんでした……沖おき名な先輩……」


    「どういたしまして」


    「……けど、なんで天羽先輩が、ここに」


    「三〇分前からずっといたけど」


    「な、知ってたなら早く教えてくださいよ！　完全に油断しちゃったじゃないですか！　うわ、やだ、私、完全にテンパっちゃって……」


    「テンパる？　なんで？」


    「だって、あの、天羽先輩ですよ！　リアル天羽先輩ですよ！」


    　希美は目を輝かせて断言する。


    「運動神経バツグン、成績も常に上位、綺き麗れいだし、カッコいいし、そのくせ意外と気さくだし……うちのクラスにだって天羽先輩ファン、たくさんいるんですから！　知ってます？　校内で天羽先輩を見かけると、その日一日、とてつもない幸運に見舞われるそうですよ」


    「なんで信仰対象みたいな扱いになってるの……」


    「仕方ないですよ。なんたって、〝月高のヒーロー〟じゃないですか！　そういうエピソードに事欠かないお方ですし。ほら、木から降りられなくなった子猫を助けたとか、車に轢ひかれかけた子供を助けたとか、こないだなんか引ったくりを捕まえたって。ホントにいるんですねー、あんな二次元ヒロインなスペックの人。っていうか、珍しいですね、天羽先輩が放課後、本を借りに来るなんて。誰かと待ち合わせしてたわけでもなさそうですし」


    「さぁ、どうしても借りたい本があったんじゃない？」


    「いやー、でも緊張しましたよぉ。もう、あれです。相対的ってゆーんじゃなくて絶対的なオーラがビンビンって感じがしまして。しまった、また一つ名言が生まれてしまった」


    「絶対的、ねぇ」


    「おや、沖おき名な先輩。なにか思うところでも？」


    「そうだな、都つ筑づきさん。俺からも一つ、名言を送ろう」


    　武尊たけるはキーボードのエンターキーを押した。これで『アルジャーノンに花束を』の貸し出し手続きを完了すると同時に、言った。


    「この世には絶対なんてものはなにひとつないのだよ、都筑さん」


    「すいません。ドヤ顔で京きよう極ごく堂どうをパクるのはやめてください」


    



    
      ＊

    


    



    　下校時間になり、武尊と希のぞ美みは図書室の本を整理して帰路についた。


    　希美と別れた武尊はクロスバイクに跨またがり、まっすぐ校門を出ていく。緩ゆるやかな坂道を下りきった武尊は川の土手に出た。


    　汀てい子こ川。月つき杜もり市を隣の街から隔てる、この街の境界の川だ。


    　しばらく川の土手沿いに走っていると、遠くから子供たちの掛け声が聞こえ始める。


    「ほらー！　俊しゆん介すけぇ、もっと走れ、走れぇ！　最後までボールを追っかけろ！」


    　川の土手にあるグラウンドで、お揃そろいのサッカーユニホームを着た子供たちが走り回っている。地元の少年少女サッカークラブ、汀子ＦＣの練習風景だ。


    　グラウンドのベンチでは、名物女コーチが怒鳴り声をあげている。


    「ほらほら、パスで繫つなぐ！　スペースに走り込むの、スペースに！　恐れずチャンスを取れ！　ちゃんと相手の動きを見てなさいって！　頭使わないと勝利は摑つかめないわよ！」


    　片手にはメガホン、下は紺色のジャージ、上はＦＣバルセロナ10番のユニホーム。昔から変わらないコーチのスタイルだ。


    　武尊はクロスバイクを止めると、ベンチのほうへ歩いていった。


    「まだそのメガホン使ってるの、佐さ和わちゃん」


    　メガホンを握ったコーチ、水みず町まち佐和子が振り返る。武尊の顔を見て、嬉うれしそうにニヤリと笑った。豪快さと快活さを掛け合わせた笑顔は昔となにも変わらない。まるで家族のように接することのできる、気易い関係も。


    「おう、武尊。よく来たわね。ネクタイくらいもちっときっちり締めたら？　そんなんじゃモテないわよ～」


    「はい、頼まれていたもの」


    　佐和子の言葉を無視して、武尊はバッグから袋を取り出す。


    「俺たちの代の試合を録画したＤＶＤのディスク。三年分はあるから。試合ごとにチャプター分けはしてあるし、パソコンでも再生できるはず」


    「サンキュー。わざわざ悪かったわね。着払いで送ってくれてもよかったのに」


    「いいよ。練習場所、学校からも近いし」


    「ん？　ちょっと待て。なんかほかにも入ってる？」


    　佐さ和わ子こは袋に入っているものを確認して、プッと吹き出す。


    「うわあ、懐かしい！　これうさぎ神社の〝厄やく除よけうさぎ〟じゃん。どうしたのよ」


    「うちにずっと眠ってた。診察室になにか飾りたいって言ってたから、ちょうどいいかなって。机のとこにでも置いといたら？」


    「へー、いいじゃん。オッケー、ありがたく飾らせてもらうわ」


    　武尊たけるはちらりとグラウンドを一いち瞥べつした。


    　六対六の紅白戦が行われている中で、やけに背の高い選手が一人混ざっている。柔らかくも華麗な身のこなし、あまりに見覚えのあるジャージ姿。


    「……それじゃあ、俺はお役御免ということで」


    「こらこら、ストーップ。生き急ぐな若わこ人うどよ」


    　クロスバイクに跨またがろうとした武尊は襟えり元もとを摑つかまれる。乱暴なくせにどこか温かい、佐和子の手にぐいと引き戻された。


    「ひっさしぶりなんだから練習くらい見学していきなさいよ。クールなフリしちゃって、内心では懐かしくなってるんでしょ？」


    「これでも忙しいんだけど」


    「こんなとこに寄れる程度には暇ひまなんでしょ。どーせそのうちもっと忙しくなるんだから。ほら、とにかく座んなさいって」


    　佐和子が自分の隣をバンバンと叩たたく。武尊は気まずく思いながら、仕方なくベンチに腰掛けた。老朽化が進んでいるのか、ベンチはわずかにきしみ音を立てる。


    「それで、どうなの。高校生活は楽しくやれてんの？」


    「青春が楽しくあらねばならないっていうのは大人の勝手な偏見だと思います」


    「うわ、かわいくねー返事。そういう屁理屈ばかりこねてるから、そんな老け顔になんのよ」


    「顔をけなされるのは傷つくのでやめてください」


    「だって、ほら」


    　いきなり佐和子の手が武尊の顔にあてがわれる。人差し指で下した瞼まぶたをめくられ、首や喉のどぼとけ付近にも指が押し当てられる。


    「赤みが足りない、貧血気味なんじゃないの？　医者の目はごまかせないわよ。そんなにお疲れでなにをしてるんだか」


    「……ただの勉強。これでも来年は受験生なんだから」


    「まったく色気のない子ねぇ。高校生なんだから、ちょっとくらいラブコメイベント楽しんでもバチは当たらないんじゃないの？」


    「イベントフラグが立たないのでたぶん無理かと」


    「へし折ってるだけでしょ。いまだって、逃げたくてうずうずしてくるくせに」


    　佐さ和わ子こがなにもかも見透かしたような口調で告げる。


    　武尊たけるが反論する前に、ボールを軽快に弾く音が聞こえた。砲弾みたいに宙へ上がったボールはやがてコートを飛び越え、地面を跳ねる。


    　そのまま吸い寄せられるように、武尊の足元へ転がってきた。


    「すいません！　蹴けり上げすぎちゃって……」


    　長身の選手が駆け寄ってくる。選手が着ているのはあまりに馴な染じみ深い、月つき杜もり第一高校の指定ジャージだった。近づく長身の選手は武尊の姿に気づき、立ち止まる。


    　武尊は静かにため息をついた。


    　図書室では切り抜けられたが、こっちはそうもいかないようだ。


    　ジャージ姿の女子高生──天羽あもうミアはしばらく武尊を見てから、意外そうに呟つぶやいた。


    「タケちゃん？」
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    　夕闇に閉ざされた土手道にカラスの鳴き声が響き渡る。


    　まもなく夜の時間が訪れようとしていた。


    「それじゃあな、二人とも気をつけて。ミア、あとでうちの病院にも寄れよ」


    　子供たちを途中まで送るために、別方向へ行く佐和子と別れて、武尊はクロスバイクを押して土手道を歩く。砂利だらけの道で、タイヤがボコボコと跳ねた。


    「ほい、タケちゃん」


    　いきなり武尊の頰ほおに冷たいものが押し当てられる。


    　隣を並んで歩くミアが未開封のペットボトルを片手で振ってみせた。


    「昔からアクエリ好きだったよね。今日の分、余ったから」


    「……べつに頼んでないけど」


    「いいから、いいから。人の厚意は素直に受け取っておくものだよ」


    　ミアに押し切られ、武尊は無愛想にスポーツ飲料のペットボトルを受け取った。ミアのほうも自分の分に口をつける。


    　学校で見かける凜りんとした雰囲気とはずいぶん違う。いまのミアは少し子供っぽい。つかず離れずの距離で歩き続ける二人、ミアのほうからはほのかに爽さわやかな柑かん橘きつ系の匂においが香った。


    　天羽ミア。月杜第一高校の生徒から憧れられる、ヒーロー的存在。


    　そして高校に入って再会した、武尊の幼なじみ。


    「二人でこうやって帰るの、何年ぶりだろうね」


    　前もって準備していた台詞せりふを切り出すかのような口ぶりで、ミアは話す。


    　上機嫌な彼女の表情はどこか緊張しているようにも見える。


    「ずーっと話す機会窺うかがってたけどさ……なかなかゆっくり話す機会なかったもんね」


    「仕方ないよ。お互い、いろいろやることがあるし」


    「……ああ、うん。まぁ、そうなんだけどさ」


    　ちらちらとミアは横目で武尊たけるの表情を窺う。まるでとっくに油が切れて錆さびついた会話の歯車をどうやって回そうか、その手がかりを探るみたいに。


    「……いつも参加してんの？　汀てい子こＦＣの練習」


    「うん！　週一だけね！」


    　武尊から話を振ると、ミアは勢いよく反応する。


    「練習できる人数が少ないみたいだからさ、いろいろ大変なんだよね。そだ、タケちゃんも参加すれば？　きっとみんな大歓迎だよ？」


    「……途中で辞めた人間がＯＢ面づらして参加なんかできないでしょ」


    「平気だよー。わたしだって途中で辞めた人間だし」


    　道の先に、建物の明かりが見えてくる。もうすぐ国道に差し掛かるらしい。


    「今日もこのあと、佐さ和わちゃんとこに？」


    「そうなんだよ。いまわたしが住んでいるとこ、佐和ちゃんの病院のすぐ近くだから。ゴハン作りに行ったり、いろいろとね」


    「……オヤジさんはどうしてるの？」


    「父さんは……海外出張中。フリージャーナリストだから、あちこち飛び回ってるみたいで全然帰ってこないんだよねー。タケちゃんもこの辺から引っ越したんだっけ？」


    「母さんが単身赴任したから。いまは飯めし江え区にいる親戚の家に居候してる」


    「そっか。もう全然お隣さんじゃなくなっちゃったね」


    　懐かしそうに、ミアは目を細める。


    「この街を離れたのが六年前……戻ってきたのが三年前で、月高の入学式で久しぶりにタケちゃんと再会して……ほんと、いろいろあったなぁ……」


    「大変なのはこれからだろ。受験だってあるし」


    「……あー、そっかぁ、そうだねぇ」


    　なにがおかしいのか、ミアは顔をほころばせてくすくす笑い出す。屈託のないミアの笑い声が、武尊の鼓こ膜まくを優しく震ふるわせた。


    「……案外、普通に喋しやべれるもんだね。さっきも図書室で無視されたから、もう嫌われたかと思っちゃったよ。去年もさ、何度も会いに行ったのに、全然目を合わせてくれなかったし」


    「無視したつもりはない」


    　武尊たけるはわざと強調して言った。


    「ちゃんと対応はしただろ、天羽さん」


    　ミアの顔が一瞬動揺したように強こわばる。だが、それを振り切るようにミアは駆け出し、道ばたに転がっていた石ころを蹴け飛とばした。


    　蹴られた石は地面を跳ね、明後日あさつての方向へ転がっていく。


    「……ありゃ、もっと遠くへ行くと思ったのに」


    　たはは、とミアは笑いながら、こちらを振り返った。


    　取り繕つくろった笑顔で、武尊をまっすぐに見つめる。


    「わたしがこっち帰ってきてから、ずーっとその呼び方だよね」


    「……もう高校生だし。昔みたいにはいかないだろ」


    「それがいっつも学校でわたしを避けている理由なのかな？」


    　彼女の声に、わずかな怒りと失望が滲にじむ。


    　武尊は平静な態度で答えた。


    「変わらないものなんてない。世の中に絶対なんてものはない。幼なじみだからって、無理に付き合う必要はないでしょ？」


    「だったら無理に避ける必要だってないよね？」


    　ミアは強い決意を伴ともなって言った。


    「……あのさ、タケちゃんが汀てい子こＦＣ辞めたのって、あの事件があったから？」


    　武尊は答えない。さらにミアは言葉を重ねた。


    「……だとしたら、そんなの筋違いだよ。わたしはもうあの事件を乗り越えた。タケちゃんが気に病やむ理由になんてならない」


    「……気に病んでなんかない」


    「だったら、どうして！」


    　問いが続く前に、ミアのスマートフォンの着信音が鳴った。


    　スマートフォンを確認したミアの目つきが鋭く光る。


    「ごめん、急用ができた。先に行くね」


    「……ああ、そっか」


    「ほんとにごめん。……あの、また、学校で」


    　躊躇ためらいがちに言い残すと、先に土手道を駆け出していった。幼なじみの足音が消えてゆくのを聞きながら、一人取り残された武尊はおもむろに自転車を漕こぎ出す。


    　国道へ差し掛かり、ようやく人通りの多い場所へ出たそのとき、すれ違う通行人の会話が耳に入った。


    「なあ、このリヴァイアサンの動画ってマジなの？」


    「ああ、いまニュースでやってるぞ。高速道路のほうで警察とドンパチやってるって」


    　武尊たけるは一度、クロスバイクを停とめる。それからスマートフォンを取り出し、素早く画面をタップする。『リヴァイアサン　動画』のキーワードで検索するとすぐに当該の動画を発見した。投稿時間は三〇分前。すでに再生回数は一〇万件を突破している。


    　動画タイトルは『禍か嶽がく社しやリヴァイアサン・犯行声明』。


    　画面に表示されているのは三日月に巻きつく龍の紋章だった。


    　髑髏どくろの歯で嗤わらう月を、手足のない二匹の龍が締めつけている。二重螺ら旋せんを形成する二匹の龍は、反目するかのように頭を背そむけ合っていた。


    　双そう龍りゆうの絵を表示したまま、音声合成ソフトによる抑揚のない音声が喋しやべり続ける。


    「これは宣戦である。我々オルタを怪人と蔑さげすむ、ネイティブたちよ。いまこそ我らの恐怖を思い出せ。我々は〝禍嶽社リヴァイアサン〟、すべてのオルタの希望であり、力である」


    　低音のトーンで繰り出される演説はどこか間が抜けており、底知れぬ不気味さを漂わせる。


    「ネイティブたちよ。我々の悲しみを知れ、怒りを知れ。本日、〇時までにネイティブたちは海上刑務所に閉じ込めた同胞を解放せよ。要求が呑のまれない場合、人質の命はないと思え。繰り返す、これは宣戦である──」


    　武尊はスマートフォンをしまい、ペットボトルに初めて口をつける。


    　沁しみるような冷たさが口の中に広がってゆく。


    　しばらく空にかかる下か弦げんの月を見上げた後、勢いよくクロスバイクを漕こぎ出した。


    　まるで、ずっと止まっていた歯車をフル回転させるかのように。
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    　事の始まりは一時間前、月つき杜もり市西側の鹿か賀が里り区にある郵便局前のバス停留所からだ。


    　この停留所に循環してくるのは、区が運営しているコミュニティバスである。小型の黄色い車両で、バスにしては珍しくボンネットを備えている。


    　そのとき停留所に並んでいたのは中学生や親子、小学生など、地元の利用者たちだった。


    　やがて到着したバスの前方席にはすでに一人の女性客が座っていた。


    　自然と乗客たちは空いている後方へと座る。いつもどおりに出発するバス。乗客たちもいつもどおり外の景色になど気にも留めていなかった。


    　最初の異変に気づいたのは、小学生たちだった。


    「駅前の道、今日通ってなくない？」


    「あれ、ほんとだね」


    　その言葉をきっかけに、ほかの乗客たちもいつもと走っているルートが違うことに気づく。次に到着すべき停留所からどんどん遠ざかっていた。


    「あの、すいません。走ってる道が違うようなんですけど」


    　主婦が声をあげたそのときだ。


    　いきなりバスのスピードが上がった。


    　予期せぬ慣性を受けた乗客たちは悲鳴をあげ、窓や前のシートにしがみつく。


    「なんなの、なんなの！」「ちょっと、危ないでしょうが！」「こわいよ、ママ！」


    　乗客たちはパニックに陥るが、運転手はこちらを振り向こうともしない。


    「みなさん、お静かに願いします」


    　バスの前方に座っていた女性客が突然口を開いた。


    　目ま深ぶかに帽子を被かぶり、ヘッドホンを着けた若い女性が立ち上がる。年の頃はわからない。胸の膨ふくらみが目立つ無地のパーカに色褪あせたデニムを穿はいている。


    「少しだけ私たちに、付き合ってもらいます……」


    　女性がヘッドホンを外す。


    　瞬間、彼女の身体が変身した。


    　みるみるうちに女性の身体からだを別の細胞が包み込んでいく。異質な生体組織によって着ている服ごと覆おおわれる彼女はまったく違う姿へと変へん貌ぼうした。


    　肥大化した耳、口から生えた牙、翼のような皮ひ膜まくがついた腕。コウモリを彷ほう彿ふつとさせる異形の人体、その姿は紛れもない──。


    「怪人……！」


    「怪人ではありません。私たちは、オルタです」


    「私、たち……？」


    　そこで乗客たちは気づく。ハンドルを握った運転手の腕には異様なウロコが生え揃そろっていることに。


    　乗客たちは恐怖に顔を引きつらせる。小学生たちはしゃくりあげるように泣き続けた。


    　怪人たちの姿は人々に理由のない恐怖心を呼び込む。


    　その恐怖心に、ほとんどの人は耐えられない。


    　顔を強こわばらせた男子中学生が咄とつ嗟さに手を後ろに隠す。スマートフォンを開き、この事態を知らせようとした。


    　コウモリ怪人がぴくぴくと耳を動かす。


    　ふいにキンとした甲かん高だかい耳鳴りが襲いかかった。


    　平衡感覚を失った男子中学生はスマートフォンを取り落とすと、シートに倒れこんだ。


    　乗客たちはもはや悲鳴をあげることすらできない。


    「無駄ですよ、私にはすべて『視』えていますから……」


    　広音域を拾うコウモリ怪人の耳は音響によって世界を『視認』できる。


    　さらに二〇万ヘルツの超音波を凝縮した〝超音波の弾丸〟を発射することで、相手の三半規管をノックアウトすることもできた。その汎はん用よう性の高い能力は、こと暴力と隣り合わせの現場では絶大な威力を発揮する。


    「さーて、スリリングな地獄の月つき杜もりバスツアーにようこそ、人間ネイテイブども！　運転は本日より就任となりましたこのオレ、レミオ様が務めさせていただきまーす！」


    　バカに陽気な声で、運転手は告げる。カメレオンのような異形の舌をくねらせた。


    「それでは乗客のみなさま、最後までごゆっくりお楽しみくださーい。ただし、命の安全は保証できねーのでご注意くださいませー！」


    



    　バスジャック発生から二〇分後、ネットにアップロードされた犯行声明の動画を受けて、月杜市警察本部はただちに特殊警察機動隊を出動させた。


    　事件発生から四〇分後。


    　捜査本部は所轄署に連絡し、小型バスを止めるためのバリケードを進行方向先に設営した。


    　交通規制がかけられ、複数のパトカーが道を塞ふさぎ、ジェラルミン製の盾たてを持った機動隊が列を組んで待機する。


    　暴走を続ける小型バスの前方には、先導するように走るハーレーの姿があった。


    　フルフェイスのヘルメットに、黒革のライダースーツ。顔までは確認できない。


    「そこのハーレー、ただちに停車しなさい。これは警告である。従わない場合、ただちに発砲する。繰り返す、ただちに発砲する」


    　しかしハーレーはまるで小馬鹿にするように、機動隊の警告を無視する。


    　次の警告はなかった。代わりに機動隊の撃った弾丸がライダースーツに穴を開ける。


    　だがライダーは体勢を崩さない。


    　それどころか、おかしそうに身体からだを揺すった。


    「火カッ火カッ火カッ!!　しゃらくさいぞ、人間ネイテイブ！　貴様らの攻撃はそんなものか!!」


    　ライダーがフルフェイスのヘルメットを捨て去る。


    　現れたのは燃えるような紅あか毛げの虎の頭──トラ怪人オルタだ。


    　歴戦をくぐり抜けた傷だらけの容よう貌ぼうで、左目には眼帯を着用している。


    　盾を構える機動隊を前にし、ハーレーはスピードを緩ゆるめない。


    　トラ怪人の胸がみるみる膨ふくれ上がる。


    「道ぃ、開けさせてもらうぜぇ！」


    　身を乗り出したトラ怪人は咆ほう哮こうするように牙を剝むいた。


    　咆哮の代わりに飛び出したのは、灼しやく熱ねつの炎だ。


    　可燃性の体液と共に撒まき散らされた炎は盾に移り、たちまち燃え広がっていった。


    　バリケードのパトカーは爆発、炎上。


    　強引にこじ開けられた市道を小型バスとハーレーが通過していく。


    　事件発生から一時間後。


    　小型バスとハーレーは月つき杜もり環状線へ進行する。まだ開通したばかりの月杜環状線は未開通の区間も多く、通行量も少ない。そのため、怪人たちの走行を阻はばめるものは存在しなかった。


    　警察と怪人の交戦の模様は報道ヘリによって映像に収められ、月杜市中のローカル局に放送される。早くも捜査本部には非難の声が殺到し、月杜市民に大きな不安が広がった。


    　怪人たちの凶行に街中が恐怖で震ふるえ始めていた。
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    『作戦伝達、こちらバスチーム班。現在バスは月杜─小こ平だいら間を走行中。目標の有あり須すトンネルまでは残り一〇分ほどで到着予定』


    



    「こちら、アラクネ。了解。私のほうも、掃討は完了したわ」


    　インカム越しに答えるのは、蜘く蛛もに似た姿の怪人オルタである。


    　女性らしい柔らかな肢し体たいをしているが全身は節足動物を思わせる甲殻に包まれている。背中からは三対の節足が生はえており、貌かおはすっぽり巨大な蜘蛛の頭に覆おおわれていた。


    　クモ怪人が佇たたずむのはとあるビルの一室。


    　紅い複眼で、一いつ蹴しゆうしたばかりの機動隊のスナイパー隊員たちを見下ろす。小型バスを撃ち抜く予定だった彼らはクモ怪人オルタの吐き出した糸によって拘こう束そくされていた。


    「ほかのみんなはどう？」


    



    「イカルガだ。万事順調、パトカーも強奪、っと」


    　パトカーを運転しながら、イカに似た姿の怪人オルタが答えた。


    　濡ぬれた触手を顎あごから生やし、ハンドルを握る。周囲にはほかの車も走っているが、誰もイカ怪人には気づかない。体表の色素を変化させ、警官の姿を纏まとっていたからだ。


    　何万という色素細胞を変化させて生み出した精巧なホログラムを見破れる者はいない。


    　パトカーに搭載された警察無線は、作戦の指令が次々と発せられて来る。


    「警察の指揮系統は混乱中。またなにかあれば連絡する。こちらは以上だ。ほかはどうだ？」


    



    「はいはーい、ハトルだよー！　ハトルも、マトルも異常なし！」


    　ビルの屋上に立ち、やかましくわめくのはネコの怪人オルタだ。


    　中学生くらいの背丈に全身を覆う柔らかい体毛、腰から生えた長い尾、手足に生え揃そろった鉤かぎ爪づめ、頭についたトライアングルの耳に、頰ほおからピンと生え揃ったヒゲ、蒼と紅のオッドアイが蠱こ惑わく的に輝く。


    「とりあえず予定のポイントで監視を続行中だよー！　いま、マトルにも代わりまーす！」


    　インカムに答えるネコの怪人オルタのそばには、もう一人、そっくりな貌かおのネコ怪人オルタが双眼鏡を覗のぞいている。その手には、ライフル銃が握りしめられていた。


    　二人の眼下には、交通の途絶えた月つき杜もり環状線が見える。


    　ライフル銃を構えたもう一人のネコ怪人オルタが、インカム越しに淡々と答えた。


    「……マトルです。ヘリの姿はなし、障害物もなし。このまま、進んでも問題は──」


    　いきなりネコ怪人オルタ・マトルは言葉を切った。月杜環状線から、向かいのビルのほうへ視線を映す。そばにいたネコ怪人オルタ・ハトルのヒゲがぴくりと動いた。


    　双子の怪人オルタが感じ取る気流の変化、それは警告のサインだった。


    「……みんなに報告」


    　マトルは緊張した声で告げた。


    「〝ラビット〟の接近を確認……繰り返す……〝ラビット〟の接近を確認。……たぶん高速道路のほうに移動中……みんな、警戒を」


    



    
      ＊

    


    



    　コウモリ怪人オルタ、エコールは片耳につけたインカム無線からの報告に息を呑のんだ。


    　コードネーム、〝ラビット〟。初めから想定されていた脅威にして、最悪の障害。


    　それが間もなく、こちらに近づこうとしている。


    「そんなビビってんじゃねーよ、エコール」


    　ハンドルを握る怪人オルタのレミオが強気に答える。ウロコだらけの顔に肥大化した目をぎょろっと動かし、周囲を見渡している。


    「いくら奴でもこんだけ飛ばしてるバスには追いつけねーよ。万が一追いつかれてもコッチには三人いんだ、気にすんな。フレイガのおっさんだっているし」


    「わかっていますけど……」


    　バスの前をハーレーで走るトラ怪人オルタ、フレイガは嬉うれしそうに牙を剝むき出しにしている。


    　フレイガはもともと、いまは亡き怪人オルタたちの組織〝リヴァイアサン〟の元幹部である。人間ネイテイブ社会に紛れて暮らしていたエコールやレミオたちと違い、荒事には慣れていた。


    　運転しながらレミオは傍かたわらに置いたミネラルウォーターのペットボトルに舌を伸ばした。長大な舌を器用に動かし、ペットボトルの蓋ふたを開けると、そのまま喉のどに水を流し込む。


    「どっちにしろ有あり須すトンネルに入っちまえば、こっちのもんだ。あとはイカルガさんと合流して、こいつらを拉ら致ちしちまえば、〝ラビット〟でも追跡はできねーよ」


    「拉致って……私たちをどうする気なの……」


    　幼い我が子を抱きしめながら、母親が怯おびえた顔を見せる。


    　レミオは皮肉げに笑い、答えない。


    　エコールは心を殺し、後方のほうへ詰め寄った。


    「おとなしくしていてください。身の安全を確保したいのでしたら」


    　母親は憎々しげに睨にらみながら、それ以上は口を開かなかった。


    　実際に殺すとは聞いていない。リーダーであるアラクネも、死人は出さない方向で動いていた。あくまでこれは人質へのプレッシャー。本当に手をかけるわけではない。そのはずだ。


    　小型バスが標識の下を通りぬける。有あり須すトンネルまであと一〇〇ｍ。


    「……レミオさん、この先は急カーブです。安全運転で」


    「ああ、わかってるよ」


    　徐々に小型バスのスピードが緩ゆるまり、湾曲したカーブを進む。道路の脇には防音壁越しに幾つもの商業ビルがせりだすように隣接している。


    　異様に輝く満月の一部がビルに遮さえぎられている。


    　綺き麗れいな満月だな、と場違いなことを考えながら夜空に目をやったエコールは、ビルの屋上に立つ人影に気づいた。


    　直後、人影が屋上から跳躍する。


    「えっ？」


    　エコールは声を漏もらした。


    　重力を無視した軽やかな足取りで人影は道路に着地、バスの正面に立ちはだかる。


    　ヘッドライトが、人影のフォルムを照らしだす。


    　曇くもりなき純白の身体からだ。頭に揺れる二つの長い突起物、表情のない白いマスク、皮ひ膚ふに紛れる形で、身体のあちこちに純白のベルト状の防具を装着している。


    　まるで白しろ兎うさぎのような姿。


    　人質の幼い子供が人影の正体に気づき、叫んだ。


    『月つき杜もり市の正義のヒーロー』の名前を──。


    



    「ガイムーン!!」


    



    〝ラビット〟──ガイムーンは脚を振り上げた。


    　瞬間、重い衝撃が小型バスを揺らす。


    　レミオは前につんのめり、エコールも体勢を崩した。人質たちから悲鳴が漏れる。バスのフロントガラスにも亀裂が走った。


    　ガイムーンの放った一発のキック。たった一発のキックでボンネットが貫かれ、中に詰まっていたエンジンが完かん膚ぷなきまでに破壊された。


    　動力を失ったバスが慣性で滑走する。だがガイムーンはまったく退ひこうとはしない。


    　重量八〇〇〇㎏、時速六〇㎞の運動量を片足だけで受け止めているのだ。


    　バスを押し止とどめるガイムーン。凄すさまじい黒煙を撒まき散らしながら、やがて慣性を失ったバスが完全に動きを停止した。ふたたび走行することはもう不可能である。


    　ガイムーンの背後から、唸うなるようにハーレーのエンジン音が鳴らされる。


    「会いたかったぜええぇぇぇえええええ、ガイムウゥゥウウウウウンンッ!!」


    　コードネームを無視し、フレイガは憤ふん怒ぬと憎悪を込めて、相手の名を呼んだ。


    　立ち直ったエコールは状況を確認する。


    　うずくまっている人質たちはみな、ひどい興奮状態にある。だがそれはさっきまでの恐怖心という意味ではない。


    　ガイムーンが来た。


    　その事実が人質たちの希望となっているのだ。


    「こちら、バスチーム！　有あり須すトンネル手前のカーブにて、〝ラビット〟に遭遇！　バスは大破、走行は不可能！　指示を乞こいます！」


    『アラクネ、了解。すぐイカルガ、ハトル、マトルを向かわせる。私も急ぐから、それまで持ちこたえて』


    　アラクネが冷静に答えるが、その声は緊張していた。


    　すかさず無線越しにフレイガが叫ぶ。


    『レミオぉ！　お前は手ぇ出すなぁ！　コイツぁ、オレの獲物だぜ！』


    「……怒鳴らなくても聞こえてるっつーの、おっさん」


    　ハーレーに乗ったフレイガがふたたび息を吸い込み、胸を膨ぼう張ちようさせた。いまフレイガの体内ではガイムーンを焼き炭と化すための炎が燃えあがっている。


    　ガイムーンはボンネットから足を引き抜き、後ろから迫るフレイガの様子を窺うかがった。


    　一拍の刹せつ那なの後。


    　体勢を低く構えたフレイガが灼しやく熱ねつの炎を吐き出す。


    　ガイムーンは跳躍し、炎を避けた。


    「ぬがああああああああああああああああああっ!!」


    　それを見計らったようにフレイガはハーレーを発進させた。


    　猛スピードで突撃する黒いハーレー。


    　だがガイムーンは両手を地面に着けると、勢いよくフレイガに向けて体を押し上げた。


    　強烈なドロップキックが搭乗しているフレイガの胸元へ炸さく裂れつ。


    　フレイガは目を白黒させるが、そこは歴戦のベテランだ。技を受ける直前に、後方に飛びのき、ハーレーから離脱した。ライダーを失ったハーレーが横倒しになり、大破したボンネットに衝突。受け身を取ったフレイガは素早く起き上がり、ガイムーンもまた、キックの体勢から、軽やかに両足で着地を決める。


    　ふたたび戦闘態勢に戻る両者、その間合いはごくわずか。


    　すかさずフレイガは二度目の火炎放射を繰り出した。


    　今度は避けられず、ガイムーンの白い身体からだが一気に燃えあがった。


    　さらにフレイガは爪を構える。


    　回復する間も与えない。畳み込むような連撃を繰り出そうとする。


    　だが、次の瞬間──。


    　ガイムーンの全身が落雷のような閃せん光こうを放った。


    「……んだよ、あれ」


    　レミオが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。エコールにもなにが起きたのかわからない。


    　あれほど燃えあがっていた炎が一瞬で鎮ちん火かしていた。


    　ガイムーンが消えた炎の中から現れる。純白の身体には傷ひとつついていなかった。


    　対たい峙じしているフレイガが驚きよう愕がくで目を見開く。


    　それが隙となった。気がつけば、フレイガの懐にガイムーンが飛び込んでいた。


    「フレイガさん！」


    　エコールの叫びは届かない。


    　そのままガイムーンはフレイガの右太ふと腿ももをローキック、さらに足場が崩れて仰向けになったフレイガの腹めがけて、ストレートの拳を叩たたきこんだ。


    　息もできなくなったフレイガは呻うめき声を発した後、ぐったりと動かなくなった。


    　歴戦の怪人がまったく歯が立たず、瞬殺された。


    「……こちら、バスチームのレミオ。フレイガのおっさんがやられた。応援、急いでくれ。あとどれくらいかかる？」


    　応答はない。さざ波のようなノイズ音ばかりが反響する。


    「……おい、聞こえてんだろ。誰か応答してくれ。なぁ、おいっ、おいっ！」


    　レミオがどれだけ叫んでも、仲間からの応答はない。


    　絶望、という言葉の意味をエコールはいまほど実感したことはなかった。


    　ついにレミオは諦あきらめ、ガイムーンを見据える。


    　報道ヘリのライトがガイムーンと倒れるフレイガを照らし出していた。


    「……仕方ねえ」


    　レミオが呟いたかと思うと、いきなり異形の舌を伸ばす。


    　舌が摑つかんだのは、人質の幼い子供だった。


    「やめて！　お願い！　その子は！　その子だけは！」


    「レミオさん！」


    　母親が半狂乱になって叫ぶ。エコールも止めようとするが、レミオは一いつ顧こだにしない。


    　子供の首に舌を巻きつけたまま、自分のもとへ引き寄せていく。子供はただ黙って身を縮こまらせていた。人質を目の当たりにし、ガイムーンは無言で立ち尽くす。動き方を間違えれば、どうなるか。向こうもよくわかっているようだ。


    　果たしてこの状況で、月つき杜もり市の正義のヒーローはどう動くつもりなのか。


    　そのとき、エコールの耳にかすかな呟つぶやきが聞こえた。


    　まるで純粋なクリスタルのように、透明な響きの声。


    「──ヒーローの条件、それは……」


    　エコールはハッと顔を上げた。


    　声の主、ガイムーンが右手で手刀を構えながら呟く。


    　まるで自分に言い聞かせるように。


    「どんなときも諦あきらめず、泣いている誰かを見捨てないことっ」


    　ガイムーンは右手でつくった手刀をその場で振り下ろした。


    　次の刹せつ那な、バスのフロントガラスに弾だん痕こんが穿うがたれた。


    「なっ……ガッ……！」


    　後方へ吹き飛ばされるレミオ。舌の拘こう束そくが緩ゆるみ、子供が解放される。


    　バスの床に、親指大の球体が転がった。相当の熱を持っているのか、煙を立ち上らせている。それを見て、ようやくエコールはこの球体がレミオを攻撃した手段であることに気づく。


    　レミオは呻うめきながら一向に起き上がろうとしない。身体からだが痙けい攣れんし、動けないようだ。


    　もはや耐えきれなくなったように崩れるフロントガラス。


    　外気が流れ込む中、ガイムーンが車内へ飛び込む。


    「ガイムーン！」


    　人質になっていた子供が嬉うれしそうにガイムーンに駆け寄った。ガイムーンは優しく子供の頭を撫でながら、油断なくエコールに目を光らせる。


    　後方へ退がるエコールは必死に呼吸を整えた。


    　レミオがやられた。フレイガがやられた。


    　外からヘリのロータリー音が聞こえる。報道ヘリではない。これは警察のヘリ。退しりぞけていたはずの警察隊が続々と集結しつつある。いまやエコールたちは完全に包囲されていた。


    　どこにも逃げ場などない。


    　エコールは咄とつ嗟さに〝超音波の弾丸〟を発射した。


    　いくらガイムーンでもこの超音波を感知することなどできない、そう思っていた。


    　すかさずガイムーンは左腕を顔の前に掲げる。瞬く間に左前腕に円状の器官が生成される。生体組織で創られたシールドが、超音波の塊をすべて弾く。


    「……そんな」


    　エコールは呆ぼう然ぜんと呟いた。


    　いまのシールドはなんなのか。そもそもガイムーンは自分が発した攻撃を感知できたのか。いったいどんな力を秘めた怪物だというのか。


    「……もしもし、エコールです。誰か、応答を願います、もしもし……」


    　もはやすがるような気持ちで、エコールはインカムに呼びかけ続ける。


    　ガイムーンはゆっくり歩み寄る。


    　正義のヒーロー？　違う。いま目の前にいるのは、怪人オルタにとっての悪夢だ。


    「お願いです……誰か……誰か、返事を……！」


    　呼びかけながらエコールはひたすら念じ続けた。


    　死にたくない、死にたくない、死にたくない！　だから、お願い。


    　──誰か、助けて。


    　するとエコールのインカムにぶつりとノイズ音が入った。


    　誰かがインカム無線のチャンネルに割り込んでくる。


    



    『諸君に問いかける。地獄の生か、安住の死か。どちらを選ぶ？』


    



    　聞き覚えのない声だ。ノイズ混じりで声質もはっきりしない。


    　だが、不気味なほど抑揚がなく、熱のない声に心がざわつく。


    　まるで地獄の底から語りかけているかのように。


    



    『もしも地獄の生を選ぶなら、私の言うとおりに動け。この状況から諸君を脱出させられる。私にはそれができる』


    



    　声の主が何者か。そんなことはどうでもよかった。


    　エコールがいま望んでいる答えを相手は知っていると言った。


    　それだけでいまのエコールには充分だった。


    「地獄でもいい。お願いです、助けてくださいっ」


    　相手はインカム越しにすぐ指令を下した。


    　だが冗談みたいな内容に、エコールはどう反応すればいいかわからなかった。


    　ガイムーンの距離まであとわずか。もう迷っている時間はない。


    　エコールは意を決した。


    



    『まずは知恵のあるハツカネズミについてどう思うか、尋ねろ』


    



    「……知恵のあるハツカネズミって、どう思います？」


    　戸惑いながらエコールは尋ねる。


    　口にしてからこの状況で自分はなにをしているのかと恥ずかしくなる。だが次の瞬間、それは驚きよう愕がくに変わった。


    　いきなりガイムーンの歩みが止まったのだ。


    　まるで動揺しているかのように。


    



    『相手が隙を見せたら、超音波を水に向けて発射しろ。ガイムーンの背後にある水を狙ねらえ』


    



    　エコールが見つけたのは、レミオの飲みかけのペットボトルだ。


    　飲みかけのペットボトルは運転席のドリンクホルダーに納まったまま、半分ほど水を残している。位置はちょうどガイムーンの真後ろ。


    　その水めがけてエコールは〝超音波の弾丸〟を発射した。


    　ガイムーンの反応がわずかに遅れる。もともとガイムーンを狙ったものでもない。だから発射された超音波はガイムーンのそばを通りぬけ、水と衝突した。


    　空気と水の境界では、超音波は全反射する。


    　そっくり跳ね返った音の塊はガイムーンの警戒をすり抜け、直撃した。


    「──っ！」


    　不意を突かれたガイムーンが膝ひざを崩す。平衡感覚が喪失したらしい。


    　初めてヒーローが膝をついた姿を目の当たりにし、エコールはさらに驚愕を隠せなかった。


    



    『ガイムーンが崩れている時間はほんのわずかだ。そのあいだに諸君がバスに仕掛けた煙幕装置のスイッチを押せ。そして仲間を起こして一気に離脱しろ。まもなく迎えが来る』


    



    　すかさずエコールはインカム無線に仕込まれていたスイッチを押す。


    　直後、バスの車内に、そして車外にピンク色の煙が噴出した。


    　人質たちが悲鳴をあげる。外にいる警察からも怒号が飛び交うのが聞こえた。もっともエコールには関係がない。彼女は音で世界を『視み』ることができるのだから。


    　煙幕をものともせず、エコールはバスの車内を進む。


    「レミオさん、早く！　ここから脱出を！」


    「……な、なにが起きてやがんだ？」


    　だいぶしびれが取れてきたのか、レミオはかろうじて自分で立つことができた。エコールはレミオの肩を抱いて起こすと、割れた窓からバスの外へ進み出る。


    「フレイガさん、フレイガさんはどこですか!?」


    「オレはここだ……」


    　ピンクの霧に包まれながら、フレイガがよろよろと起き上がる。


    　フレイガの身体からだじゅうに傷が走っている。満まん身しん創そう痍いの様よう態たいでありながらフレイガは退ひこうとはしない。


    「お前らだけ先に行け。オレはガイムーンと最後まで戦う……」


    「そんな……ダメですよ！　作戦は失敗しました、ここは撤退しないと……！」


    「うるせぇ！　オレたち第一種フアースト世代は闘争こそが命なんだよ！　いいから黙ってオレをここで燃え尽きさせろぉ！」


    　フレイガの剣幕に、エコールはなにも言えなかった。


    　そのとき、エコールたちのもとにパトカーが走り寄る。一瞬身構えるエコールだが、パトカーの窓から伸びる触手を見て、目を見開いた。


    「よぉ、迎えに来てやったよぉ」


    「イカルガさん！」


    　仲間が無事だったことを受け、エコールは安あん堵どの息を漏もらした。警官の姿に変身しているイカルガはいつものようにひょうひょうとした様子で答える。


    「話はあと。ポリ公どもに気づかれる前にずらかるぞ。フレイガも……」


    　イカルガの扮する警官がぼろぼろのフレイガを見て、じっと目を細める。


    　するとフレイガは貌かおに似合わない穏やかな笑みを浮かべた。


    「双子のチビとドクモルの娘によろしく伝えてくれ。オレは残らせてもらう」


    「……あっそ。じゃあ二人とも。乗んな」


    　あまりにあっさりとしたイカルガの態度に、エコールは抗議しかけるが、近づいてくる警官隊に気づき口を閉ざす。


    　フレイガはもうエコールたちを振り返ろうとしない。


    　死地に赴おもむく戦士の背中がそこにはあった。


    「……それがお前の良き闘争ってことかよぉ、フレイガ」


    　イカルガは低い声で呟つぶやく。エコールとレミオが後部座席に乗り込んだのを確認すると、すぐにパトカーを発進させる。


    　地獄の生か、安住の死か。


    　どちらの未来も見えぬまま、パトカーは煙幕の薄れた道路を走りだしていった。


    



    
      ＊

    


    



    「ガイムーン……ねえ、ガイムーン……」


    　揺り動かされるガイムーンはぼやけた視界の焦点がだんだんと合い始める。


    　先ほど助けた子供とその母親が心配そうな顔でガイムーンを覗のぞき込んでいた。


    「平気？　イタイところはない？」


    　ガイムーンは大きく頷うなずき、自分は大丈夫だと精一杯に伝える。


    　煙幕はもう晴れ始めている。怪人たちはどうやら逃げたらしい。


    　起き上がりつつ、ガイムーンは人質の様子を確認した。みな、特に大きなケガもないようだ。


    「──ガイムーンだな？」


    　物々しい足音がバスを取り囲む。ガイムーンを照らし出すライト、ボディアーマーに包んだ警官たちが拳銃をこちらに向けている。


    「お前を拘こう束そくする。日本の法律は『正義のヒーロー』の存在を認めてはいない」


    　拳銃を向けられ、ガイムーンは静かに両手を上げた。慌ただしくほかの警官たちがガイムーンの横をすり抜けていき、人質たちを保護する。


    「ガイムーンはぼくをたすけてくれたよ！　わるいひとじゃないよ！」


    「大丈夫だよ、僕。さぁ、こっちへ」


    　人質が全員連れ出され、ガイムーンはひとまず肩を下ろす。


    　あとはどうやってこの状況を切り抜けるか思案していた、そのときだ。


    　全身の感覚が告げる、悪の気配。


    　いきなりガイムーンは跳躍し、拳銃を向けていた警官を押し倒す。


    　警官がアクションを取る間もなく、車内へ火炎が流れ込んできた。


    　すかさずガイムーンは拳で炎を殴りつける。


    　青白い電流が体表から迸ほとばしり、まるで手品のように摂氏三〇〇〇度の炎が消え失うせた。


    「なーるほど、放電による鎮火かぁ……」


    　いつの間にか煙幕の代わりに、紅ぐ蓮れんの業ごう火かがバスの周りを取り囲んでいた。


    　業火を背にし、隻せき眼がんのトラ怪人が吠ほえる。


    「炎の中のイオンや煤すすの粒子は電界に反応するからな。理屈じゃ可能だが……火カッ火カッ火カッ、炎を操るのはオレの専売特許かと思っていたのによぉ、こいつは一杯喰くわされたぜ……」


    　トラ怪人は牙を剝むき、凶暴な笑みを浮かべた。


    　警官隊は炎に阻はばまれ近寄ることはできない。ガイムーンは後ろを振り返った。先ほど突き飛ばした警官が頰ほおを緊張させて、事態を見守っている。


    「怪人の相手はわたしが務める。おまわりさんはみんなの保護を」


    　警官は一瞬の逡しゆん巡じゆんの後、重々しく頷うなずいた。


    「……頼む」


    　ガイムーンはバスのフロントから飛び出し、路面に着地する。


    　バスに襲いかかる炎を身体からだの電気で振り払いながら、トラ怪人へ歩いていった。


    「オレはガイムーンを昔から知っている。ずっと昔から、ガイムーンはオレたちの敵だった」


    　トラ怪人はほぼ燃えかけたジャケットのポケットから太い葉巻を取り出した。


    　くわえられた葉巻の先はひとりでに点火される。


    「だからどうしても引っかかるんだ……かつてのお前はとても執念深く厄やつ介かいな敵だったが……すくなくとも、いまのお前のような化け物じゃなかった。三年前のあの日、オレたちの前に姿を現したお前は、それまで戦ってきたガイムーンじゃなかった」


    　トラの怪人は煙を吐き出す。それから眼帯を摑つかみ、炎の中へ放り捨てた。


    　眼球は潰つぶれ、縦に走った一文字の傷が露あらわとなる。


    「答えろ、お前は誰だ？　三年前、オレの左目を潰し、リヴァイアサンを潰し、あの方を倒したお前は、いったい何者なんだ？」


    　するとガイムーンは一拍置いた後。


    　いきなり夜空にかかる満月を高々と指差した。


    「──心が悲しみで濡ぬれたとき、正義を照らす白き月光ッ」


    「……あっ？」


    　呆あつ気けにとられるトラ怪人をよそに、ガイムーンはさらに拳法に似た構えを取る。


    　自らを鼓舞するような舞いと共に、ガイムーンは啖たん呵かを切った。


    「悪の天敵ガイムーン、ここに見参ッ！」


    　それはまるで歌舞伎の芝居にも似た、大おお仰ぎような名乗りだった。


    　トラの怪人の唇くちびるがひくひくと動き、やがて大笑いをあげた。


    「火カッ火カッ火カッ！　そうか、そうか！　ガイムーン以外の何者でもないってことか！　ならオレのほうからも名乗らせてもらおうか……」


    　やがてトラ怪人の笑みは怒りの凶相へと変わった。


    「原初フアーストたる怪人オルタの兄弟が一人。禍か嶽がく社しやリヴァイアサンの特化第参隊隊長フレイガ！　ヘルヴェノム卿きようから賜たまわりしわが命に懸かけて、てめーの皮の下をいまこそ白日に晒さらす！　いくぜッ！　完ッ・全ッ・燃ッ・焼ッオオオオオオオオオオオオオオッ!!」


    　トラ──怪人フレイガの怒号と共に、命と魂たましいを燃焼させるような炎が吹き荒れた。


    　自らを熱の塊へと凝縮したフレイガは理性もなにもかも捨て去り、路面のアスファルトを溶かしながら駆けだす。


    　ガイムーンは大きく右足を引いた。


    　右足に青白い火花が散る。強化された肉という肉が収しゆう斂れんし、力が凝縮されていく。


    　フレイガが飛びかかってきた。


    　牙を唸うならせ、全身の毛を逆立たせる猛獣に、ガイムーンは凝縮した力を解放した。


    　左足を軸に放たれる竜巻のような回転蹴げり。


    　ガイムーンを中心に突風が吹きすさぶ。


    　一瞬で炎を吹き消し、周りにいた警官たちすらも退けさせる。もろに蹴りを首に叩たたきこまれたフレイガはそのまま横倒しに弾き飛ばされ、防音壁に衝突した。


    「へ……ヘルヴェノム卿……」


    　フレイガの炎が消える。いきなり虎の貌かおに亀き裂れつが走った。急激に崩壊していく己おのれの肉体を、フレイガは絶望の眼まな差ざしで見つめる。


    「……オルタ細胞の壊え死し現象。いまあなたの外装器官が急速に崩壊を始めている」


    　ガイムーンはフレイガのもとへ歩みながら言った。


    　命までは取っていない。だが、『怪人』としてのフレイガはまもなく消滅する。


    「まもなくあなたはその変身能力を失う」


    　オルタ細胞で形成された外装器官は怪人オルタ態と呼ばれるものの要かなめだから。


    「……殺せ。燃えカスを晒さらすのはまっぴらごめんだ」


    「あなたには聞きたいことがある」


    　ガイムーンは静かに尋ねる。


    「ヘルヴェノム卿きようは本当に倒されたのか？」


    「……なにを言ってやがる？　だって三年前にお前自身の手であの方を……」


    　途中でフレイガは言葉を切った。死にかけの虎の目に狂気の炎が灯った。


    「そうか……そうか、そうか、そういうことか……」


    　フレイガが痙けい攣れんしたように笑い続ける。笑うたびに、結晶となった皮ひ膚ふがぼろぼろと崩れだす。それでもフレイガの哄こう笑しようは止まらない。


    「あの噂うわさは本当だったんだな……！　黒いヘルヴェノム卿……お前は実際に会ったんだな……！」


    「ヘルヴェノム卿は赤髑髏どくろのはずだ。答えろ、フレイガ！　黒とはなんのことだっ」


    　ガイムーンの脳裏にフラッシュバックする、夢とも現うつつともつかない記憶の光景。


    　焼けたビル、倒れるたくさんの人々、流される血、そこに立つ黒い髑髏。


    「聞いているか、人間ネイテイブのクソども！　お前たちの悪夢はまだ終わっていない！　リヴァイアサンは生きている！　もうすぐこの街に嵐が吹き荒れる！　覚悟していろ、ガイムーン！」


    　そう言って、フレイガはなにかのカプセルを口に放りこむ。


    「やめろっ！」


    　ガイムーンは止めようとするが、もうフレイガはカプセルを嚥えん下げしていた。


    「……我は忘れぬ、我は許さぬ、我の来るのを震ふるえて待て」


    　恍こう惚こつとした表情のまま、フレイガは脳のう髄ずいを揺さぶる声で轟とどろき叫んだ。


    「ヘルヴェノム卿ばんざああああああい！　リヴァイアサンに栄光あれええええええええ!!」


    　フレイガの身体からだが火柱を上げて爆散する。


    　間一髪、後ろに下がっていたガイムーンは黙って爆発した炎を見つめていた。


    　警官たちは慌ただしく連絡を取る。どうやらフレイガの自爆と怪人たちの撤退を受け、次の標的をガイムーンに定めようとしているらしい。


    　ガイムーンは警官隊の制止を振り切り、道路から跳躍した。


    　まるで疾風のようにガイムーンの姿は夜の月つき杜もり市に消えていった。


    



    
      ＊

    


    



    　エコールたちを乗せたパトカーは、月つき杜もり市にある港に到着する。


    　タンカーによって運ばれたコンテナが陳列した区画に進入し、まったく人の気配が見えなくなったあたりでパトカーを停車させた。


    　イカルガは警官からもとの怪人オルタ態へと姿を戻す。


    　イカの姿をした頭部から伸びた触手を気持ちよさそうにうねらせた。


    「しんどかったぁ。変身を維持すんのも疲れんのよね。年なのに、おじさん参っちゃうよ。二人も、お疲れさん」


    　後部座席で毛布をかけて身を隠していたエコール、レミオもようやく顔を出した。


    「……ここに紡つむ生ぎさんたちも集められてるんですか？」


    「嬢ちゃん。紡生じゃなくて、アラクネ。怪人オルタ態のとき人間ネイテイブの名前を呼ぶのは御ご法はつ度とよ？」


    「あ、ご、ごめんなさい……」


    　怪人オルタはみな、人間ネイテイブ態と怪人オルタ態の二つの名前を持つ。


    　エコールが怪人オルタのコミュニティと関わりを持つようになったのは四年ほど前から。まだ怪人オルタの文化に馴な染じみきれてはいない。


    　縮こまるエコールを見やりながら、イカルガは答えた。


    「向こうの言葉を信じるならそのはずだ。全員の端末にここの地図が送られてるらしいからね。まったく、準備のよろしいことで」


    「……さっきの話、本当なんすか？　通信が誰かに妨害されていたって話」


    「ああ、俺たちの使ってた通信チャンネルが何者かに遮断されちまったのよぉ。おかげでみーんな孤立する羽目になっちまってねぇ。もうダメかと思ったときに、別のチャンネルから誰かが呼びかけてきて、ここまで見つからずに逃げてこられたってわけさぁ」


    「私たちを逃がしてくれた声の人は、味方と思っていいのでしょうか？」


    「いまのところ無事だから、そう思いたいところだねぇ」


    　イカルガは肩を竦すくめて言った。


    「それにしても、三年前に総帥がやられた時よりさらに強くなってた気がするねぇ、ガイムーンは……」


    　この計画が始まる前から、ガイムーンの脅威性については語られていた。


    　甘く見ていたつもりはなかった。対策もしていたはずだった。だが、すべてはガイムーンの到来によって打ち砕かれてしまった。


    　初めからエコールたちに打つ手などなかったのだ。


    　そのとき、コンコンとパトカーのドアの窓が叩たたかれた。


    　蜘く蛛もの頭をした怪人オルタ、アラクネだった。急いでエコールはパトカーのドアを開ける。


    「イカルガさん、エコール、レミオ……よかった、無事だったのね……」


    「アラクネさん……。あの、でもフレイガさんが……」


    　言いかけたエコールは、アラクネの後ろにハトルとマトル、双子のネコ怪人オルタがいることに気づく。二人とも俯うつむいたまま、啜すすり泣いている。


    「……もう聞いてるわ。そっとしといてあげて。フレイガさんは、あの子たちの親代わりだったから」


    「とにかく、これで全員揃そろったってことだな」


    　パトカーから降りたレミオとイカルガは油断なく視線を巡らせる。


    　エコールも耳を澄ますが、仲間の鼓動が聞こえるだけで、人の気配は感じられない。


    「……ハン、なんだ。指示に従ってやって来たのになんにもねーじゃねえか」


    　なんの気配も感じ取れず、ほっとレミオは息を漏もらした。


    　アラクネも警戒を続けながら答える。


    「周りに糸は張り巡らせたから、誰かがいればわかるはずよ。ここにいないということは、初めから姿を見せる気はなかったということかしら？」


    「罠わなじゃなけりゃー、なんでもいいよぉ、俺は。ま、無駄足だったのは癪しやくだけどねぇ……」


    　そう、みなの空気が弛し緩かんしかけたそのとき、


    



    　怖おぞ気けも震ふるう『圧』が襲いかかった。


    



    「ガッ……グハ……！」


    　エコールは喉のどが締めつけられたように苦しくなり、その場に膝ひざをつく。


    　声も出せない。なにが起きているのか理解がまったく追いつかない。


    　理由もわからず湧き上がる恐怖の感情。


    　まるで脳細胞を他人に搔かき回されるように、強制的に恐怖の感情が想起される。この恐怖に逆らえない、抗あらがえない。


    　ほかのみなも胸を押さえて苦しげに呻うめき声を出している。


    　唯一、膝をつけていないイカルガも、身体からだを痙けい攣れんさせて立ち尽くしていた。


    「どういうことだよぉ、この重圧……まさか、あの方の……！」


    



    「そう、〝恐怖支配テルール〟だ」


    



    　エコールは絶句した。


    　先ほどまでなんの気配も感じなかったのに。


    　いまこの瞬間、たしかに誰かの気配がこちらに近づいてきている。


    　鼓動は聞こえない。響くのは感情のない声──たとえるなら、屍し人びとの声だ。


    　声の主は姿を見せず、語り続ける。


    



    「諸君が深しん淵えんを覗のぞくとき、深淵もまた諸君を見返している。私はその深淵だ。諸君は私に、決して抗あらがえはしない」


    



    「なにを……わけのわかんねーことを……！」


    　レミオが凄すごもうとしているが、舌が回らない。エコールとおなじく、のしかかるような重圧プレツシヤーに襲われている。イカルガだけはこの重圧に抵抗していた。いつもひょうひょうとしているイカルガらしくない焦あせった様子で、周囲に視線を巡らしている。


    「なんで、〝恐怖支配テルール〟を使える……。お前、いったいなにもんだよぉ……！」


    〝恐怖支配テルール〟。


    　その言葉を聞き、エコールの頭に浮かんだのは、とある神話だった。


    　かつて自分たちに怪人オルタとしての生き方を説いた恩師が教えてくれた、この街の伝説。


    　怪人オルタたちに伝わる、【アルケマルス神話】。


    



    　──この世に命を授かった怪人オルタたちはか弱くバラバラだった、


    　　　ひとたび鉈なたを振るわれればたちまち散りゆく命だった。


    　　　彼らは生きるために、団結せねばならなかった──


    



    　足音が近づいてくる。


    　重々しく、すべてを踏みつぶすような死の足音が。


    　息苦しさをこらえながら、エコールは足音の主を見上げた。


    



    　──だから怪人オルタたちは集つどった。


    　　　闘争と死に魅入られた髑髏どくろのもとに。


    　　　恐怖で万人を支配する髑髏のもとに──


    



    　最初に目に入ったのは、血肉を削そがれた漆黒の髑髏だった。


    　髑髏を象かたどったフルフェイスのマスク。


    　まるで生者を呪のろう、虚無に満ちた悪の貌かおだ。


    　鴉からす羽ば色のコートを翻ひるがえした、その姿はまさに死神そのもの。


    　もしも恐怖というものが具現化されるなら、きっとこんな姿をしているに違いない。


    　エコールは知っている。この髑どく髏ろの名前を知っている。


    



    　──彼かの髑髏の名前は、ヘルヴェノム卿きよう。


    　　　月をも呑のみ込む螺ら旋せんの双そう龍りゆうを統すべし者。


    　　　異形と死を束ねる、怪人オルタのための絶対悪アルケマルスなり──


    



    　ヘルヴェノム卿。怪人オルタたちの神話に伝わる、恐怖と支配の象徴。


    　だが、語られているものとすこしだけ違う。


    　だってヘルヴェノム卿は赤い髑髏のはずだ。


    「初めまして、諸君。私は、初代の意志を継承せし二代目のヘルヴェノム卿である」


    「二代目、だと……!?」


    　黒い髑髏──二代目ヘルヴェノム卿は超然と立ちながら、軽やかに両手を振った。


    　オーケストラの指揮者のような手振りに合わせて、いきなりエコールたちの身体からだが軽くなる。激しく咳せき込みながら深呼吸を繰り返す仲間たちは依然として動くことができない。


    「……思い出した」呟つぶやいたのはアラクネである。「三年前、初代ヘルヴェノム卿が倒されたとき、噂うわさが流れたことがあったわ……。ヘルヴェノム卿には後継者がいて、しかもその人はガイムーンと交戦し、生還したって……」


    「おいおい、なに言ってんだよ。んな話、聞いたことがな──」


    「……三年前に起きた、古こ辺へ流る区流星ゼミナール火災事件」


    　レミオの言葉を、イカルガが遮さえぎる。


    「当時、予備校があったビルで起きた火災事件さぁ。死亡者は八名、いずれも塾の子供と講師だった。遺体のひどい状況から怪人オルタの関与が疑われている……」


    　エコールも思い出す。被害者たちが自分と同年代だったため、印象に残っていた。


    「……あの事件にはもうひとつ、妙な噂があったねぇ。あの事件の現場で二体の怪人オルタらしき奴が戦っていたって話。一体は兎うさぎに似た赤い奴」


    「赤い兎、ですか……？」


    「おそらくガイムーンだろってことになってる。色はきっと見間違いだろう。そしてもう一人、そのガイムーンと互角に戦っていた奴。そいつはたしか黒い髑髏だったって話だぁ」


    　誰かが生なま唾つばを飲み込んだ。


    　好奇心からだろう、ハトルが恐る恐るといった様子で尋ねた。


    「殺したの？　八人？　あなたが？」


    　ヘルヴェノム卿は答える代わりに、コートを翻ひるがえした。


    　黒い髑髏が陰のなかに埋没していく。足音は遠ざかる。


    　まるで幽界へ還かえる悪あく霊りようのように。


    「おい！　待て！　まだ話は終わってねーぞ！」


    「……一週間後、また諸君の前に現れる。新たな同胞たちよ……」


    　屍し人びとの声がこだまする。


    　忘れることも許さないとばかりに、声が頭の中で反響し続けた。


    「選択はなされた。定められた滅びの運命に抗あらがいたまえ。正義の月を屠ほふるために、ふたたび双そう龍りゆうが目覚めるときが来た……」


    　それっきり声は途絶えた。もう周りには、あのヘルヴェノム卿きようの気配は感じ取れない。


    　エコールも、ほかの仲間も心臓を激しく鼓動させながら立ち尽くす。


    　恐怖の残り香が、いつまでも呪のろいのように残り続けた。


    「新たな同胞……双龍が目覚めるとき……」


    　二代目ヘルヴェノム卿の言葉を繰り返すアラクネはなぜか驚いたように顔を上げた。


    「まさか、いまの言葉の意味って……」


    「ああ、ふざけた話だ……」


    　イカルガは冷たい怒りを湛たたえながら、言った。


    「禍か嶽がく社しやリヴァイアサンを再結成するってことだろ、いまの話はよぉ……」
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    「うん、うん、大丈夫。こっちは心配いらないから。大したケガもしてないし。ありがとね、いろいろとサポートしてくれて」


    　ガイムーンはビルの給水塔の上にひとり腰掛けていた。


    「……わかってる、ちょっと無茶したなぁとは思ってるよ。けど、ほかに方法が思いつかなくて……。さすがに三人も相手にやりあったのは久しぶりだったし。まさかあんな不意打ちを喰くらうとは思わなくてさ……」


    　通信で相手がガイムーンの戦い方を揶や揄ゆする。ガイムーンと怪人の戦いは一部始終がテレビカメラに収められていた。


    「油断してたわけじゃないよ。いきなり怪人に変な質問されちゃって。ちょうど借りてた本のこと、聞かれたからさ。前に話したでしょ？　お父さんが薦めてくれた本」


    　ガイムーンは傍かたわらに置いていたスポーツバッグを取り出した。


    　バッグの中から取り出したのは一冊の文庫本である。


    　月つき杜もり第一高校のシールが貼られた『アルジャーノンに花束を』。脳手術を受けて超知能を得た青年とネズミの物語。


    「おかげで取り逃がしたし……それに怪人が死ぬとこ、また止められなかった……」


    　お前のせいじゃない。電話の相手は慰なぐさめる。


    　正義の味方として戦う限り、守れた命もある。それは誇るべきだ。


    「……うん、ありがと。またあとでそっちに寄るから。それじゃあね」


    　ガイムーンは通信を切り、月を見上げながら、マスクを外した。


    　結晶化した外装器官が崩れ、風に舞ってこぼれ落ちる。


    『ヒーローの条件はなにか』


    　今日の夕方、耳にした会話を思い出す。幼なじみが後輩の女子と繰り広げていた問答を。


    「たとえばさ、私はこう考えるのですよ」


    　そう言って、彼女はまっすぐ拳を掲げた。


    「ヒーローとは、どんなに苦しい状況に遭っても『絶対』に諦あきらめない人のこと！　って答えたら、また『絶対』なんてないって言うのかな？　──タケちゃんは」


    　彼女──天羽あもうミアはそう言って、大きく息を吐く。


    「……でもね、私はなにがあっても諦めないよ。タケちゃんも、ガイムーンも。先代ガイムーンお父さんから託されたこの街の平和を」


    　腕にガイムーンのマスクを抱き、月を見上げる。


    　街は変わったけれども、月つき杜もり市の夜空はなにも変わらない。


    　武尊たけると分け隔へだてなく話せていた、あの頃から。少しも。
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    「どこも交通規制で渋じゆう滞たいしてますね。どうなさいます、千ち代よ様、別の道に迂う回かいします？」


    「そのままでいい。安全運転を続けてくれれば、私はそれで構わん」


    「はいはい、承知しましたぁ」


    　運転席に座る和服の女性、不ふ破わ朱あけ美みはアクセルを踏み込んでいく。和装姿にもかかわらず、そのハンドルさばきは軽快だった。ワゴン車は月杜市の国道を静かに走っていく。


    　後部座席に座る『彼』は窓の外へ目を向けた。


    　おなじ市内であれほどの騒ぎがあったのに、ここから見える街の様子はなにも変わらない。


    「……フレイガも馬鹿な子だ。まだアポトニトロを隠し持っていたなんて。消滅した組織のルールを後生大事にする必要なんざなかったのに」


    　後部にいる車椅い子すの老婆、阿あ久く津つ千代は抑揚のない声で言った。


    　それで、と千代は続ける。


    「どうだったんだい？　初めて、〝恐怖支配テルール〟を怪人オルタに使った感想は」


    『彼』は手にした漆黒のマスクを眺める。起動していないマスクに表情はない。どんな技術で創られようと人が被かぶらぬ限り、マスクは力を発揮することはない。


    「……次種ネクストには効いてたけど、イカルガは抵抗していた。まだ俺の〝恐怖支配テルール〟は第一種フアーストの怪人オルタに使うには完全じゃないらしい」


    「恐怖を与えし者、まずは己おのれの恐怖を知るべし。もしもすべての怪人オルタを統すべるつもりなら、お前はまず、お前自身の恐怖を飼い慣らさなければならない。いつも言ってるじゃないか」


    「初代のあなたがそうしてきたように？」


    「初代なんかじゃない。ここにいるのは、報むくいを受けたただの抜け殻がらさね」


    　なんの光も映さない白色に染まった眼で千ち代よは言った。


    「正義の手によって悪は必ず裁かれる。三年前の戦いで、私がそうなったように。それでもお前さんはやるっていうのかね？」


    「もちろん。そのために俺はヘルヴェノム卿きようの力を手に入れたのだから。そんなこと、とっくに知ってるでしょ、祖ば母あさん」


    「ふん。愚かな孫を持ってしまったよ、私は」


    　そこで『彼』はふと思いついて尋ねる。


    「……なあ、祖母さん。ヒーローの条件って、いったいなんだと思う？」


    「そいつは心理テストかなにかかい？」


    「いいや、ただの質問だよ」


    「ヒーローなんてものは、時代によって生み出される悪性の腫しゆ瘍ようだ。それ以外の何者でもない。そういうお前さんはどう思うんだい？」


    「たぶんだけど、勝ち続ける人のことだと思うんだ」


    「勝ち続ける？」


    「そう。戦って、戦って、戦って、勝利を積み重ねていく。だからヒーローには戦う相手が必要なんだよ。戦うべき悪が必要なんだ」


    「……それが、すべての怪人オルタとこの街を巻き込んでお前さんが戦う理由か」


    　千代は呆あきれとも、悲しみと取れぬ声で呟つぶやいた。


    「きっとお前さんは私以上の悪になれるよ。絶対悪アルケマルスを継ぐ者にね──武尊たける」


    『彼』──沖おき名な武尊はヘルヴェノム卿のマスクを見つめる。


    　アルケマルス。


    　すべての怪人オルタから恐れられ、畏おそれられる、神とも概念ともつかない『絶対』の言葉。


    　この世に絶対なんて事象はありえない。


    　ありえるとすれば、それは人の心のうちにのみ存在し得る。


    　だから武尊はならなければならない。


    　正義の仮面を被かぶって生きる天羽あもうミアを救うために。


    　ヒーローに拮抗する『悪』に、ならなければならない。


    「さぁ、始めようか、ミア」武尊は言った。「正義と悪おれたちの良き闘争ってやつを……」
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    第二章　悪の天敵


    



    　昔からミアはよく泣く子供だった。


    　哀しいときも、怒っているときも、嬉うれしいときも、いつもミアは泣いていた。


    　だから武尊たけるはべそをかいているミアと家路につくことが多かった。


    「……いつまでないてんだよ、ミア」


    「うんっ……ヒック………」


    「からかわれたくらいでなくな。あいつら、それで面白がって調子にのんだから」


    「わかってる……けど……」


    　ミアがしゃくりあげるたびに、リボンを結んだおさげの髪が揺れた。


    　武尊も洟はなを啜すすりながら、わざと声を張り上げた。


    「気にすることねーよ。あいつらのパンチなんてぜんぜんイタくないし。見てろ、つぎにまたちょっかい出したら、そのときこそボコボコにして……」


    「だ、ダメだよっ、イタいのは！」


    　突然、ミアがぐっと武尊に迫る。びっくりした武尊は二歩、三歩後ろに下がった。


    「相手にイタくしたら、タケちゃんもイタくなるんだよ！　そんなのダメ！　ゼッタイ！」


    「べつに、おれはイタくなんて……」


    「とにかくダメったらダメ！」


    　泣き虫のくせに、ときどきミアはびっくりするほど頑固になる。そういうとき、武尊がなにを言っても、ミアは聞く耳を持たなかった。


    　なので最終的に武尊はこう返事をするしかなくなるのだ。


    「……わかったよ、わかったから。はなれろ、近い」


    「やくそくだよ！　うそついたら、ママンのガレット食べさせないもん！」


    「やめろ、ひとでなし」


    「タケちゃん、顔がこわい！」


    　またべそをかく。


    　いいかげんなだめる方法に困った武尊は「あ、そうだ」とあることを思いつく。


    「ミア、汀てい子こＦＣ入れよ」


    「わたしが、サッカーするの？」


    「そうそう」


    「ムリ、ムリムリムリ、ムリだよ！」


    「だいじょうぶ、できる。ジダンとおなじ国の血を引いているミアならできる」


    「フランス人がみんなサッカーできるわけじゃないもん！　あと、わたし、ハーフだし！」


    　全力で拒否するミアだが、こればかりは武尊たけるも引けなかった。


    「サワちゃんが、女子のメンバーがいないってうるさいんだよ。ミアならカンゲーされるから」


    「……でも、かけっこだっておそいし……それに……知らない子と、サッカーやるの……」


    「おれがいっしょだからだいじょうぶだろ」


    　わざと武尊は早く歩き、ミアに話しかけた。


    「サッカーやれば、友達もできるし、強くもなれる。だからやろうぜ、サッカー」


    「強く？」


    　ふいにミアの声が弾み出す。


    「ガイムーンみたいに？」


    「あったりまえだろ」武尊は答えた。「ガイムーンよりもきっと強くなれる」


    「そっかぁ……タケちゃんといっしょに、強くかぁ……」


    　やがて二人はミアの家に到着する。


    　ちょっと古びた一軒家、ミアの父が子供の頃から住んでいるらしい。郵便ポストのもとに立つブロンドヘアの女性が二人に気づいて手を振る。


    「あ、お帰り、タケちゃん、ミア」


    「ただいま、ママン！」


    　ミアは急に駆け出し、女性に抱きついた。


    　フランス人であるミアの母親ママンは朗ほがらかに笑いながら、ミアの頭を撫なでる。


    「今日は笑って帰ってきてくれたのね、ミア。嬉うれしいわ」


    「うん！　ママンとのやくそくだもん！」


    「さっきまで、泣き虫してたくせに」


    「タケちゃん！」


    　また涙目になって抗議するミアを抱きしめながら、ママンは武尊に微ほほ笑えみかける。


    「じゃあ、きっとタケちゃんのおかげで元気になれたのね。」


    「……べつに、おれのおかげじゃないし……」


    　ママンの面立ちはミアにとてもよく似ている。一〇年か、二〇年したら、ミアもこんな姿になるのだろうか。大人になったミアの姿が、武尊にはちっとも想像できない。


    　優しいママンが、武尊は大好きだった。


    　春のように温かい声も、振る舞ってくれるちょっと焦こげたガレットも、太陽のような笑顔も。


    「タケちゃん、いつもありがとう。これからもミアのこと、よろしくお願いね」


    　ママンの言葉に、武尊がぶっきらぼうに頷うなずくと、ミアはニカッと笑いかける。


    　学校でもそれくらい笑えばいいのに、と武尊はいつも思うが、自分しかこのミアの笑顔を知らないのだと考えるとちょっぴり得した気分になる。


    「じゃあね、タケちゃん。またあした！」


    「うん、」


    



    　──また明日。
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    「天羽あもうさん、まじうざいんだけど」


    「え？　なになに？　いきなりディスり？」


    「だって、聞いてよー。今朝、ちょーっと一年と遊んでただけなのにさ、『あなたたち、ここでなにしてるの？』とか絡んできてさ。なにあれ？　勘違いすぎて、まじウケるんですけど」


    「あんたがあの子いじめすぎなのよ。天羽つつくとメンドーだよ？　空気読めないし」


    「ええ、ひと聞き悪いなぁ、私はただ、みんなのためにやってあげてるだけだよぉ。だって存在がきもい子は。学校のためにも、さっさと不登校でいなくなってもらったほうがよくない？　ひとりの犠牲はみんなのために、ほら、私、悪くない」


    「いやいや、もう発想が悪人だからー」


    　昼休みの食堂。


    　どっと笑う女子生徒たちの会話を聞きながら、武尊たけるは一人うどんを啜すすっていた。


    　聞く気がなくても聞こえてしまう声に、あからさまに不快な顔をする者もいたが、表立って抗議しようとはしない。


    　自分が属するコミュニティ以外の出来事にはなるべく干渉しない。学校生活を送っていれば誰もが身につける暗黙のルールのひとつだ。


    　武尊はうどんを食べ終わると、椅い子すから立ち上がる。


    　目がチカチカする。昨日から頭の倦けん怠たい感が取れない。


    　食堂を出て、本校舎に続く渡り廊下を歩いていった。


    　バスジャック事件から一夜明けても、月つき杜もり第一高校はいたって日常モードを継続している。本当に身近で危機が起こらない限り、その危機を実感するのは難しい。


    　この学校であの事件の当事者だったのは二人だけ。


    　沖おき名な武尊とあともう一人だけだ。


    　渡り廊下を行く武尊の視界に、設置された自動販売機が目に入る。すこし喉のどの渇きを覚えた武尊が百円玉の硬貨を投入しようとすると、頭になにかがぶつかる感触があった。


    　プリントで折られた紙飛行機だ。


    　飛んできた方向を振り返ると、校舎の非常階段の踊り場が目に入るが、誰の姿も見当たらない。武尊は紙飛行機のプリントを広げる。


    『余はコーヒー牛乳を所望する』


    　小学生の頃から変わらない雑な筆致。


    　広げたプリントを丁てい寧ねいに畳んで胸のポケットにしまい、自動販売機を諦あきらめて校舎へ向かおううとする。が、ふたたび頭に紙飛行機が突き刺さった。


    　今度はテストの解答用紙だった。


    『昨日のペットボトルの恩、忘れたか』


    　数学テスト、九二点。そういえば理系専攻だったなといまさらながら思い出す。


    　広げた解答用紙を丁寧に畳んでズボンのポケットにしまい、ふたたび歩き出そうとする。


    　と、見せかけて飛来した三度目の紙飛行機を空中キャッチ。


    　三枚目はチラシの広告だった。


    『ごめんなさい調子に乗りました。サトちゃんフライあげるからお願いいたします』


    　太字のマジックででかでかと書かれている。


    　サトちゃんフライ、細くスライスしたパンの耳を揚げて砂糖をまぶした、株式会社サトウパンのロングセラー商品である。


    　武尊たけるは仕方なく、自販機に戻りコーヒー牛乳と黒酢ドリンクを買い、非常階段へ向かった。


    　無視してもよかったのだが、昨日のこともある。探りは入れておくべきだ。


    　三階の踊り場に到着し、紙飛行機の主に声をかける。


    「昨日はそっちが勝手にアクエリ押しつけたんだろ」


    「いやだなぁ。厚意であって、おごりとは言ってないよ」


    　体育座りで身を潜ひそめていたミアがいたずらっぽく笑っていた。


    　昨日の事件のもう一人の当事者、ガイムーンこと天羽あもうミア。


    　彼女の手元には、袋が開けられたサトちゃんフライと、読みかけの文庫本が置かれている。昨日ミアが借りた『アルジャーノンに花束を』だ。


    　武尊はコーヒー牛乳を置くと、サトちゃんフライを一本つまんだ。カリカリと揚げたパン耳が砕け、砂糖の甘さが口いっぱいに広がる。お茶かコーヒーが欲しくなる。


    「ここは喫茶店じゃないと思うけど」


    「心配ご無用、公共スペースとしての節度はちゃんと守ってますよー。いや、ちょっと隠れんぼをしてて……」


    「隠れんぼ？」


    「今度、運動部対抗の球技大会があるらしくて……。いろんな部がわたしを引き抜こうってうるさいから……」


    「なんで争奪戦みたいになってるの……」


    　意外とこの学校の生徒はみな、行事ごとに対する食いつきがいい。イベントがある度に、良くも悪くも、ミアは耳じ目もくを集める。


    「昨日の用事は大丈夫だった？」


    「あ、うん。ちょっと佐さ和わちゃんに届けないといけないものがあってね。タケちゃんは？　あのあと、まっすぐに帰れたの？」


    「そのまま直帰だよ。家でハレトーク見てた」


    「……あ、昨日だったか。見損ねちゃったなぁ」


    　自分がうまくごまかせているかに気を取られ、武尊たけるの話を疑おうともしていない。


    　ここで不自然に打ち切れば、そこからなにかを勘ぐられる恐れがある。だから武尊はうわべだけの会話を続けた。


    「こんなところでぼっち飯なんてやめたら。〝月高のヒーロー〟ファンが悲しむぞ」


    「ちょっ、や、やめてよ、そのあだ名。わたし、あんまり好きじゃないんだから……」


    「うちの後輩も尊敬の念を込めて言ってたぞ。人の尊敬の念は素直に受け取っておくものだ」


    「……いやぁ、でも、ほら、敵もいっぱい作っちゃってるし」


    　困ったようにミアは笑う。


    　武尊は買っていた黒酢ドリンクを一口飲んでから、言った。


    「隣のクラスの緑みどり川かわとか？」


    　ミアは急に無言になり、サトちゃんフライを摘つまみ、無理やり流し込むように、コーヒー牛乳を口に入れた。


    「さっき噂うわさしてたぞ。いらないことに首を突っ込みすぎじゃない？　それじゃあヒーローもあっという間にヒールに堕おちる」


    「……けど一年生の子が泣いてた」


    　ミアは淡々と言った。


    「笑い声が気に食わないって言われててさ。『みんなあなたの声に我慢してんだから、お前もこの仕打ちに我慢しろ、これでおあいこ』って。意味わかんないよね、人の痛みを量で比較できると思ってるのかな？」


    「……そんなものだろ、世の中は。放っておきなよ。どうせ気まぐれなんだから。関心がなくなったら、すぐに飽きる」


    「じゃあ時間が経たてば、心の痛みは消えるものなの？」


    　なぜかミアの指先が胸元をなぞるように滑っていく。


    　無意識のうちなのか、ミアは自分の行動に気づいてはいない。


    　彼女の瞳は、ここではない、どこか遠くを見つめているようだった。


    「おせっかいでも、なんでも、わたしは諦あきらめたくない。放っとくなんてしたくない」


    「綺き麗れい事ごとだね。口先の正義は周りだって傷つける」


    「けど──」


    　お昼の放送の音楽が流れる。郷愁を誘う素朴で特徴的なリズムのベース、小気味よく入る合いの手。ベン・Ｅ・キングの『スタンド・バイ・ミー』だ。


    　ミアの言葉が途中で止まる。そのまま険しい目つきになる。


    「天羽あもうさん？」


    「……ああ、ごめん。ちょっと、立ちくらみかな？　いや、立ちくらみはおかしいか。座ってるのに、うん」


    「……ヒドそうなら、保健室行く？」


    「へーき、へーき。大したことないから、ホント」


    「……そっか」


    　それでも武尊たけるはミアが落ち着くまでそばにいる。黒酢ドリンクは飲み干して、すっかり空になっていた。


    　落ち着いたミアは気まずくなったのか、ぽりぽりとごまかすようにサトちゃんフライを食べ続ける。


    　武尊はポケットから紙飛行機にされていたプリントと解答用紙を取り出し、ミアに返す。


    「もう行く。これで借りは全部チャラ、だよね？」


    「だめ。まだ五〇円分残ってる」


    「ペットボトルと紙パックの差額まで回収しますか……」


    「そうです。タケちゃんは借りを返すために、また話し相手になってくれないとダメなのです」


    「ほかにもいくらでもいるでしょ。友達多いんだから」


    「でも昔を含めて知ってるのは、タケちゃんだけだし」


    「だから昨日も言っただろ、もう俺たちは昔とは違うって──」


    「ママンのお墓。毎年、お参りに来てくれてたんでしょ？」


    　武尊の言葉が喉のどにつっかえて出なくなる。ミアはまっすぐに武尊を見つめ返していた。


    「お寺の人が言ってたよ。毎年、男の子が花を添えに来てくれたって。タケちゃんだよね、それって。だからわたし──」


    　昼休み終了のベルが鳴った。武尊は黒酢ドリンクのパックを畳むと、ミアに背を向けた。


    「飲み食いしながら本読むなよ。天国のおばさんに[image: ]しかられる」


    　ミアが息を呑のむのが伝わる。


    　だがなにかを言いかけるミアを置き去りに、武尊は歩きだしていた。


    　この世界に絶対なんてものはない。すべては流れ、形を変えていく。


    　ふと武尊の脳裏に、在ありし日のミアの母親の顔がよぎった。


    



    　──これからもミアのこと、よろしくね。


    



    「……もちろんだよ、おばさん」


    　ヒールに墜おちるのはミアじゃない。


    　ヘルヴェノム卿きよう一人で、充分だ。


    



    
      ＊

    


    



    　加か賀が里り区の商店街付近にある古ぼけた映画館。


    「加賀里オデオン」の看板がかかげられた入り口の前に一人の少女が立ちすくむ。


    　たなびく黒髪に、白いヘッドホン。


    　ミッション系の名門校である聖ジョージ女学院の制服を身につけ、豊かに盛り上がった胸元の臙えん脂じのスカーフが揺れる。ヘッドホンから流れるのはドビュッシーの『月の光』。


    「あら、花か音のんもいま来たとこ？」


    　少女──怪人オルタエコールの人間ネイテイブ態、桜さくら井い花音は後ろを振り返った。


    　ノンフレームの眼鏡めがねをかけた女性が理知的な目を怒りで吊り上げている。ノースリーブのブラウスと黒のパンツスタイルが様になったすらりとした背丈の女子大生。


    　十と雲ぐも紡つむ生ぎ、蜘く蛛も怪人オルタアラクネの人間ネイテイブ態である。


    「ごめんなさい、紡生さん。帰りのＨホームＲルームが長引いてしまって……」


    「ああ、担任があの人じゃ仕方ないわよ。って、聖ジョージのＯＧがあまり口うるさく言わないほうがいいのだろうけども。学校のほうは？　あれから問題ない？」


    「……はい、とくに変わらず」


    　あれから日常生活に変化はない。


    　事件の以前と以後でなにが変わったのかわからないほどに。


    　紡生と花音は揃そろって、映画館の扉を押して入る。


    「おう。紡生、桜井」


    　ロビーのソファで出迎えたのは、週刊誌を広げているツーブロックリーゼントの男だった。


    　怪人オルタレミオこと、瓶かめ呂ろ礼れ央おの三白眼を、紡生はまっすぐに見据える。


    「珍しいわね。礼央が遅刻せずに来てるなんて。ほかのみんなは？」


    「双子は中で映画鑑賞中。イカルガのおっさんは遅刻するらしい。ったく、第一種フアーストのおっさん連中はなんであんな勝手なんだか……」


    「はいはい。ジェネレーションギャップの愚ぐ痴ちを吐いたら、キリがないわよ」


    　瓶呂が忌いま忌ましそうに吐き捨てると、紡生は呆あきれたように肩を下ろした。


    「向こうからしたら、人間ネイテイブに混ざって生きる次種ネクストなんて軟弱者に見えるんでしょ。『我らの良き闘争のために』を合い言葉に生きてきた人たちなんだから」


    「良き闘争のために……」


    　それは禍か嶽がく社しやリヴァイアサンに伝わっていた標語。


    　イカルガがフレイガと別れる際にも口にしていた。まだ花音にはその言葉の意味がはっきりと実感できているわけではない。


    　だがわかっていることもある。


    　先日のバスジャックは、決して花か音のんたちにとって、『良き闘争』とはならなかったことだ。


    「それにしてもここ、映画のフィルムなんて残っていたの？　映画館なんて形だけの、集会所だとばかり思ってたけど」


    「最近の映写機はブルーレイも再生できるらしいぜ、双ふた子ごが言うにはフレイガのおっさんが用意してたとかって……」


    「……ああ、一応管理はしていたのね。名義はダミー企業だっけ？　月つき杜もり市にはまだまだこういう施設がたくさん残されてるんでしょうね……」


    　加か賀が里りオデオン。一見すると古ぼけた映画館にしか見えないが、実態はかつての禍か嶽がく社しやリヴァイアサンの集会施設である。


    　三日前、花音たちが共有で使っているＳＮＳにある通知がなされた。


    



    ◆ヘルヴェノム卿きよう：三日後の一六時、加賀里オデオンで諸君を待つ。十と雲ぐも紡つむ生ぎ、瓶かめ呂ろ礼れ央お、桜さくら井い花音、猫ねこ宮みや葉は斗と子こ、猫宮麻ま斗と子こ、伊い雅が路る加か。素顔の諸君と会えることを期待する。


    



    　二代目ヘルヴェノム卿からの通知。


    　わざわざ向こうはこちらの人間ネイテイブ態での名前で呼びかけていた。


    　怪人オルタにとって人間ネイテイブ態での素す性じようを知られることは社会的に支配されたのにも等しい。だから協議の末、メンバー全員の合意のもとで、呼び出しに応じることにしたのだ。


    　紡生はロビー場内に目を配らせる。


    「いまのとこ、私たち以外の来訪者は？」


    「……いない。いないはずだぜ。ずっとここで見張ってたんだから」


    　瓶呂は緊張した様子で答えた。先日の遭遇がまだ頭にこびりついているのか、確証が持てないらしい。


    「……なぁ。やっぱ念のため、怪人オルタ態になっといたほうがよくないか？　わざわざ素顔を晒さらして向こうの言うことに従う必要はねーだろ」


    「相手につけ入る隙を与えないためにも、ここは従っておいたほうがいいわ。どうせ怪人オルタ態になっても、〝恐怖支配テルール〟を使われたら勝ち目なんてないんだから」


    　花音は腕時計を確認した。文字盤は一五時五〇分を指している。


    「あの、葉斗子ちゃんたちにもそろそろ声かけときます……？　時間もうすぐですよね」


    「……ああ、そうね。お願い、花音」


    　頷うなずいた花音は客席の扉を開け──そのまま硬直した。


    　スクリーンに映し出された、奇怪な老婆の顔がドアップで飛び込んでくる。


    「やっぱさー、もっとウチらも、ホラー的な演出が必要じゃないかと思うのよ。こう、ドカーとかさ！　ウリャーみたいに！　そこんとこどう思う、麻ま斗と子こ！」


    「葉は斗と子こ、恐怖と笑いは紙一重……奇をてらった演出はギャグになりかねない……」


    　ポップコーンを食べるセーラー服姿の双子が、席を好き勝手に陣取ってワーワー騒いでる。怪人オルタハトル・マトルの人間ネイテイブ態である猫ねこ宮みや葉斗子、猫宮麻斗子。ツインテールにしているのがハトル＝葉斗子であり、ポニーテールにしているのがマトル＝麻斗子である。


    　議論を続けていた双子が後ろを振り返り、固まっている花か音のんに気づいた。


    「お、カノねーちん！　やっほー！　一緒に『バーサン・オブ・ザ・デッド』見ない!?　って、そんな真っ青な顔してどうしたの？」


    「……い、いえ、なんでもないです」


    　花音はスクリーンから顔を背そむけながら答える。


    　すると眠たそうな目をしていた麻斗子はしばらくスクリーンと花音を交互に見比べて、なにかを納得したようにポンと手を打つ。


    「もしかして……怖いの苦手な人？」


    「しょ、しょんにゃことにゃいですよ！」


    　動揺のせいで舌が上手く回らない。年上の威厳を保とうとするが、心臓に悪いＢＧＭと映像に半分涙目になっていた。


    「はいはい。花音の怖こわがりアピールと上映は終わり。もうそろそろ時間よ」


    　あとから入ってきた紡つむ生ぎがパンパンと手を叩たたく。葉斗子は不満そうに唇くちびるを尖とがらせた。


    「えー！　そりゃないよー！　これから面白くなんのに！」


    「いまは映画の結末より、私たちの今後よ」


    「でもぉ……」


    　そこで花音は気づいた。葉斗子も、麻斗子も不安そうな眼まな差ざしをしていることに。


    　怖いのだ、二人とも。


    　自分たちの未来を告げに来る者の正体がわからず、怯おびえているのだ。


    「……だ、大丈夫ですよ」努めて明るい声で、花音は言った。「あの二代目さん、こないだも私たちを助けてくれましたし、悪いようにはしないと思います。だから……きっと、なんとかなります！」


    「カノねーちん……」


    　葉斗子と麻斗子は立ち上がると、花音のもとへ駆け寄る。


    　優しく花音は二人を抱きしめた。


    　たとえ怪人オルタであろうとも、心の在あり方は普通の人間となにも変わらない。そのはずだ。


    「……よーし、んじゃあ、ちゃっちゃと映写機止めに行きますかぁ」


    　様子を見た瓶かめ呂ろが映写室に引き返そうとしたそのときだ。


    　唐突にスクリーンの映像が途切れた。


    　みなが声を出そうとする。が、できなかった。


    　先日も味わった、恐怖の「圧」が花か音のんたちを縛りつける。


    　喉のどを締めつけられるような感覚に苦しみながら、花音は自分の腕時計を一いち瞥べつした。


    　時計の針はちょうど一六時を指していた。


    



    「集まったようだな、諸君」


    



    　屍し人びとの声が場内に反響する。


    　なにも映らない白光の銀幕の前に一人の影が佇たたずんでいる。


    　漆黒の髑どく髏ろ──二代目ヘルヴェノム卿きようだ。


    　壇上に立つヘルヴェノム卿は静かに手を振り上げる。


    　あのときのように、いきなり呼吸が軽くなった。喋しやべることはできる。だが全身は金縛りにあったように動けない。瓶かめ呂ろが怒りに口元を歪ゆがませて言った。


    「いい加減にしろよ……黒ドクロ……こないだといい、いまといい、妙な技ばかり使いやがって……！　第一、まだイカルガのおっさんが来てねーよ！」


    「ここにいない者に用はない。私はただ諸君の意志を問いたいだけだ」


    「意志、意志ね……」


    　紡つむ生ぎはいまだ恐怖を浮かべながら、毅き然ぜんとヘルヴェノム卿に向けて言った。


    「それは、リヴァイアサンの再結成と関係ある話なのかしら？」


    　ヘルヴェノム卿はすぐに答えない。


    　さらに紡生は問いかける。


    「ヘルヴェノム卿といえば、禍か嶽がく社しやリヴァイアサンの総そう帥すいですものね。二代目を自称するあなたが再結成を目指すのはわからなくもない。でも、それでなぜ私たちに接触してきたの？　ほかにも、もっと規模の大きな怪人オルタたちのグループはいくらでもあるはずよ」


    　リヴァイアサンが壊滅したのち、怪人オルタたちはそれぞれ独自の派閥を組み、地下へと潜るようになった。その規模はかつてのリヴァイアサンには遠く及ばないものの、水面下で活動を続けている。


    　紡生たちのグループはその中でも数に入らないほどの弱小勢力だ。ヘルヴェノム卿が接触してくる理由がどうしてもわからない。


    「……いまの怪人オルタはとてもか弱く、そしてバラバラだ」


    　ヘルヴェノム卿は話し始めた。


    「そもそも怪人オルタが生まれたのは半世紀前……。遺伝子工学によって生み出された人造人間がその始まりである。普段は人間ネイテイブ態で暮らしているが、神経の想起によりオルタ細胞の外装器官を纏まとった怪人オルタ態へと変身。『生体着ぐるみ』とも揶や揄ゆされる外装器官は、自然界では考えられない常軌を逸した力を宿し、結果、怪人オルタは人々から脅威として恐れられた。だが怪人オルタはマイノリティーであるが故ゆえ、団結を必要とした。そうして生まれたのが、禍か嶽がく社しやリヴァイアサンだ」


    　黒髑どく髏ろが語るのはこの街に宿る悪夢の歴史。


    　怪人オルタという悪夢の遍歴である。


    「リヴァイアサンは怪人オルタたちにとっての法であり、恐怖である。だが時代は常に変化を続けるもの。進化する正義に駆逐されぬためには、リヴァイアサンもまた新たな血を入れて進化しなければならない。そのために私は諸君を選んだ」


    「進化する、正義……」


    　繰り返しながら花か音のんが思い浮かべたのは、あの白しろ兎うさぎの姿だった。


    　正義のヒーロー、ガイムーン。あの力はたしかに『進化する正義』の名にふさわしい。


    　瓶かめ呂ろが三白眼を吊り上げて言った。


    「おいおい、そいつは皮肉かなんかか？　オレらはその『進化する正義』に負けたんだぜ……？　そのオレらがなんで、リヴァイアサンの新たな血とやらになるんだよ……！」


    「それはリヴァイアサン亡きこの街で唯一、諸君が戦う意志を示した怪人オルタだからだ」


    「戦う、意志？」


    　花音が繰り返すと、ヘルヴェノム卿きようはゆっくり頷うなずく。


    「先日のバスジャック事件の目的は警察に殺された怪人オルタドクモルへの復ふく讐しゆう、そうだったな？」


    　今度こそ、みな息を呑のんだ。


    　父親の名前を出され、却かえって紡つむ生ぎは冷静な表情になる。


    「まさか父のことまで把握済みとはね……。警察だって知らないはずなのに……」


    「人間ネイテイブ態での素す性じようは、月つき杜もり市立大学哲学科専攻の十と雲ぐも能のう武む教授。諸君らはもともと十雲教授が怪人オルタのために開講していた『異人塾』の教え子たちだ。警察に殺されたのは二年前。リヴァイアサンの幹部の容疑がかけられて。収容された怪人オルタの解放を訴えたのは、恩師を殺した警察に一いつ矢し報いるためであろう」


    「……あれは濡ぬれ衣ぎぬよ。父はとっくにリヴァイアサンと関係が切れていたわ。それに復讐というのも違う」


    　紡生が首を振って答えた。


    「リヴァイアサンが壊滅してから、警察による怪人オルタ狩りが悪化した。守る寄る辺もなく、無関係の怪人オルタたちが市民の知らないところで次々と捕らえられている。だから私たちは立ち上がったの。怪人オルタたちの現状を打破するきっかけとなるために……。怪人オルタたちの怒りをこの街に知らしめるために……。でもその結果は──」


    「無駄だった」


    　ヘルヴェノム卿は無慈悲に断言する。紡生は顔を緊張させて押し黙った。


    　瓶かめ呂ろは額に青筋を浮かべるが、反論しようとはしない。


    「あれだけの労力を払い、仲間までも犠牲にして、それでもなにも変えられなかった。この街は怪人オルタを悪とすら思っていない。ときどきニュースで噂うわさされる厄介な連中、その程度の認識だ。この街の者は怪人オルタを差別すらしていないのだ」


    　花か音のんは唇くちびるを嚙かみ締めた。わかっている。自分たちがどれほど足あ搔がこうと、この現実は変えられない。決して覆くつがえすことはできないのだ。


    　しかし、とヘルヴェノム卿きようは続ける。


    「抗あらがう意志があるならば、可能性はある」


    　可能性。


    　絶対悪を体現する者らしからぬ言葉に、一同は戸惑いを浮かべる。


    「三年前、リヴァイアサンはガイムーンに敗北。初代ヘルヴェノム卿を失い、怪人オルタは戦う牙を失くした。どれほど驚異的な身体能力があろうと、再生能力を誇ろうと、意志を伴ともなわぬ力に意味などない。進化する正義に抗うには、変革を続ける意志が必要だ。現実に抗う意志が必要だ。諸君はあの事件でその意志を示した。ならばこそ資格がある。新たなリヴァイアサンとなる資格が諸君にはある。私と共に来れば、新たな可能性の未来を切り開ける」


    「その可能性って……」麻ま斗と子こはおずおずと尋ねた。「ガイムーンを倒す可能性？」


    　ヘルヴェノム卿は間を置かずに答えた。


    「そのとおりだ」


    　麻斗子と葉は斗と子こが小鼻を膨ふくらませる。


    　二代目ヘルヴェノム卿が率いし、新生リヴァイアサン。


    　それがどんなものなのか、花音にはまだ想像もつかない。だが、黒髑どく髏ろの言葉には昏くらい誘惑が湛たたえられていた。


    　現状を変えられる予感。自分たちの行為が肯定された感触。


    　みなの心が揺れている。


    　まだ見ぬ未来の姿に、突きつけられた可能性という選択肢に──


    



    「おいおい、先に始めちまうなんてひでーじぇねえかよぉ、ニセヴェノムさん」


    



    　嘲あざけるような声で、花音たちは我に返った。


    　ヘルヴェノム卿の手首になにかが巻きつく。太い縄のような触手だ。


    「どうしたぁ？　ずいぶんあっけなくとっ捕まってるじゃねーかよ？　初代のあの方はこんなに俺を接近させなかったぜえ？」


    　前の座席から立ち上がる、蜃しん気き楼ろうのような人影。


    　周囲の環境に溶け込ませていた体表の色素が主張を増していく。


    　そういう能力を持った怪人オルタを、花か音のんは一人だけ知っていた。


    「イカルガさん……いつの間に……」


    「次種ネクストは素直すぎていかんねぇ。こーゆーのは相手を出し抜いてナンボでしょうがぁ」


    　イカに似た怪人オルタ態を晒さらすイカルガは、触手で壇上のヘルヴェノム卿きようを拘こう束そくしていく。


    「こないだは不意を突かれちまったけどよぉ、俺はもともと反抗期が長くてね。あの方の〝恐怖支配テルール〟に抗あらがうために、ある程度の耐性は身につけてたんだぁ。てなわけで、お前さんごときのエセ〝恐怖支配テルール〟なんざ通用せんよぉ」


    　イカルガを止めようとする花音だが、その場から動くことはできない。


    　紡つむ生ぎも、瓶かめ呂ろも、葉は斗と子こも、麻ま斗と子こも、固かた唾ずを呑のんで事態を見守っていた。


    　腕を締めつけられるヘルヴェノム卿は一切動揺を見せない。


    「いいだろう。ならばお見せしよう」


    　虚無の髑どく髏ろが宣言を下す。


    「ヘルヴェノム卿の意志を継ぎし、我が暴力の形態を……」
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    　二代目ヘルヴェノム卿こと武尊たけるは冷静に思考を続ける。


    　痛みはもとより感じない。


    　武尊の脳内に埋め込まれた複数のチップ群──大脳皮質に二か所、扁へん桃とう体に一か所、視床に一か所──がマスクと連動し、武尊を一種のトランス状態へと導いているためだ。


    　だから冷静に思考したまま、透過バイザー越しに表示されている文字を確認。


    『ACM-SYSTEM TERREUR MODE ON』


    　やはり、〝恐怖支配テルール〟は正常に作動している。


    　イカルガの言うとおり、武尊の〝恐怖支配テルール〟が通じていないのだ。


    〝恐怖支配テルール〟はそもそも初代ヘルヴェノム卿が持っていた怪人オルタとしての異能である。使用者の恐怖心のイメージを媒介に、声や振る舞いを相手の無意識下で変容させ、恐怖を伝染させる一種の催眠。武尊がいま使っている〝恐怖支配テルール〟はオリジナルの力を工学的に疑似再現エミユレートしたものに過ぎない。


    　しかもこの〝恐怖支配テルール〟を行使しているあいだ、常に武尊は己おのれのトラウマと向き合わされる。相手を支配するほど、武尊自身も心を蝕むしばまれてしまう。まさに『他者に恐怖を与える者は、まず己の恐怖を飼い慣らさなければならない』といわれる所以ゆえんだ。


    　始まりの怪人オルタたちであり、ヘルヴェノム卿に仕えながら闘争を続けていた第一種フアースト。


    　その子供世代にあたり、社会の中で人間ネイテイブと怪人オルタの狭間で生きてきた次種ネクスト。


    　おなじ怪人オルタでも第一種フアーストと次種ネクストでは思考形態がまるで違う。


    〝恐怖支配テルール〟が効かないのには、このあたりにも理由があるのだろう。


    　武尊たけるはいま目の前にいる怪人オルタたちとは違う。


    　オルタ細胞を持たない、ただの人間ネイテイブだ。


    　スーツとマスク、それに連動して機能するシステムの恩恵によってはじめて、武尊はヘルヴェノム卿きようとして振る舞える。


    　いまの武尊が第一種フアーストを統すべる方法はひとつ──直接的な暴力で屈服させるしかない。


    　武尊は脳内で想起した。


    『マルス・インパクター、起動』


    　触手が巻かれていない両手首のカバーが瞬時に解除、インナースーツに内蔵されていた武器が噴出、それぞれの手でグリップ部を握りしめる。


    　イカルガは気取った口笛を鳴らした。


    「かあぁっこいいぃ、ずいぶんゴテゴテしたトンファーだね？　子供のクリスマスプレゼントにはぴったりじゃないかぁ」


    　武尊は答えず、漆黒のトンファー──マルス・インパクターを両手に構える。


    　正式名称〝マルス・インパクターＨＶ02〟。


    　電磁式の衝撃加速装置を内蔵した、ハイテク仕様のトンファー。


    　二代目ヘルヴェノム卿たる武尊が持つ、〝暴力の形態〟である。


    『インナーマッスル、出力を最大限。腕部にのみ限定』


    　武尊の想起に応じて、スーツ内部に仕込まれた人工筋肉が急激に膨ぼう張ちよう。武尊は渾こん身しんの力を振り絞り、両腕を頭の前で交差した。触手の拘こう束そくがたやすく引き千切られる。


    　生温かい透明な体液が壇上に飛び散った。


    「ほぉ、パワーはなかなかのようじゃん？　けど……」


    　武尊のバイザー越しの視界に別の情報レイヤーが重ね合わせられた。自動で補足される空気の揺らぎ。視界が可視光ビューから、赤外線ビューへ切り替わる。


    　視認される、熱を持った物体──。透明化した一本の触手が武尊のほうへ迫ってきていた。


    　武尊は手にしたグリップのスイッチを押す。


    　グリップを中心軸とし、猛烈な勢いで高速回転する右手のマルス・インパクター。漆黒の盾となり、その回転で、迫る触手を弾き返す。


    　しかしイカルガは少しも慌てていない。


    「俺の体液によく注意するんだなぁ、ニセモノ」


    　飛び散った体液の中に、緑の液体が混ざっていた。それが武尊のスーツに付着した途端、音を立てて泡吹き始める。チタン合金のスーツの表面がわずかに腐食した。


    　強酸性の体液。うかつに触手を潰つぶせば、武尊も無事では済まされない。


    　咄とつ嗟さに戦略プランを変更。


    　狙ねらいはイカルガの触手ではなく──


    「とーぜん、本体こつちって寸法だよなぁ？」


    　イカルガがさえずる。


    　イカを模した頭から、無数の触手を生み出し構える。


    　触手の先端がぱっくりと裂かれた。強酸性の体液を撒まき散らすための銃口を向ける。


    「近づけば、グチャグチャ。その妙なマスクもスーツも、ガラクタへ早変わりよぉ。さぁ、どうするよぉ、どう出るよぉ、ニセヴェノムぅ!!」


    　武尊たけるは接近しかけた足を停とめる。


    　壇上にいる武尊と、客席にいるイカルガ。その距離はおよそ五ｍほど。


    　武尊はわずかに左足を踏み出した。


    　あの触手がある以上、たしかに近づくのは危険だ。ならば、近づかなければいい。


    　踏み出すと同時に、武尊は左肩甲骨をうねらせる。


    　目に見えるモーションはわずか。イカルガの目に予備動作は見えていない。


    　だから悟られることなく、弓を放つクロスボウのように力を絞り──。


    　勢いよく肩甲骨のバネを解き放った。


    　増強された筋力と相まって、矢の如ごとき突きだされる左拳。握られたトンファーの先端が鋭く繰り出される。と、同時に武尊はグリップに付随した引き金を引いた。


    　突きだした際の運動エネルギーを内蔵されたエンジンで圧縮し、凝縮された衝撃波へと変換。生成された衝撃波は弾丸となり、トンファーの先端から放出された。


    「なっ!?」


    　イカルガが事態に気づいたとき、もうその身体からだは後方に吹き飛ばされていた。


    　武尊は己おのれにかかる反動を増強した脚部で踏ん張る。衝撃破の反動でわずかに身体が後ずさりするが、素早く態勢を立て直し、次のアクションへ移行する。


    　壇上を飛び降りる武尊。


    　倒れたイカルガは受け身をとっていた。ダメージは軽微。起き上がろうとしたその眼前に、武尊はトンファーの先端を突きつける。


    　だがトドメはさせない。


    　武尊のマスクにも、イカルガの触手の銃口が向けられていたからだ。


    　睨にらみ合う両者のあいだにしばしの沈黙が降りる。


    「初代からの伝言だ」


    　武尊のほうから先に沈黙を破った。


    「……『この永久反抗期。たまには見舞いに来い』だそうだ」


    　イカルガの目がぴくりと反応した。しばらく武尊を値踏みするように眺ながめる。


    「どーやら、初代から受け継いだってのはホントらしいなぁ……」


    　イカルガの頭部が、触手が、次第に崩れていく。変身の解除に伴ともない、オルタ細胞で形成された外装器官が石灰化し、崩れ落ちていく。中から、目の窪くぼんだ中年男性の顔が現れる。


    「本気か？　おたく、本気であのガイムーンを仕留めるつもりかよぉ？」


    「……むろんだ」武尊たけるは厳おごそかに頷うなずく。「君も欲しているはずだ、命を焦こがす闘争を。君の命を焦がす場所を、私が創り出す。もしもそれで納得できないなら、いつでも私を殺すがいい」


    　イカルガ──伊い雅が路る加かは皮肉そうに笑い、首を振った。


    「……いいさ。期待はしねーが……ま、なにをするつもりなのかくらいは見届けてやるよ。彼らがどうするかは知らんけど」


    「私は参加します」


    　紡つむ生ぎは即答する。


    「このままでは私たちの活動も続行できませんし。あなたと一緒に動けるのなら、心強いわ、二代目ヘルヴェノム卿きよう」


    「うちも、うちも！　ガイムーンをぶっ飛ばせるならチョー賛成！」


    　勢いよく手を挙げるのは、葉は斗と子こだ。その隣で麻ま斗と子こもおずおずと手を挙げる。


    「……ボクも、葉斗子におなじく」


    「ったく、どいつも、こいつも、正気かよ……」


    「あれ？　礼れ央おっちは反対なの？」


    「……だー！　いくよ！　しゃーねーからついてきますよ！」


    　瓶かめ呂ろは頭を搔かいてから、花か音のんを振り返った。


    「桜さくら井いはどーすんだ？　お前、学校とかあんだろ？」


    「え？　あ、そうですね……」


    　しばらく花音は遠慮がちにこちらを見たのち、慎重に言葉を紡つむぐ。


    「私にはまだあなたのことがよくわかりません……。なにをしているのかも、でも……」


    　花音はなにかを決意したように尋ねた。


    「本当に、見せてくれますか？　怪人オルタの新しい未来を。ガイムーンを倒すことが、本当にできるのですか？」


    　武尊はゆっくり頷いた。


    　誰一人、疑っている気配はない。武尊の真の目的に。


    　いったい武尊が本当はなにをやろうとしているのかに。


    「約束しよう、未来ある怪人オルタの諸君。私は諸君に勝利を与える」


    　武尊がヘルヴェノム卿となったのは、決して怪人オルタの未来のためなどではない。


    「リヴァイアサンが復活したとき、市民は忘れていた怪人オルタの脅威を思い出す。我々の手で怪人オルタの社会を変えるのだ」


    　すべてはこの街のヒーローであるガイムーンの敵となるために。


    「ガイムーンに教えてやる。我らは決して悪などではない。我らの正義をこの街に、全世界へと轟とどろかせるのだ」


    　正義の味方として生きざるを得ない、天羽あもうミアのために。


    　だから武尊たけるには必要だった。


    　いまだ抗あらがう意志を失っていない怪人オルタたちが。悪の象徴たるリヴァイアサンの手足として動いてくれる力が、どうしても必要だった。


    　そんなエゴのために武尊は怪人オルタたちを地獄へ引きずり込もうとしているのだ。


    　武尊の思惑など知る由よしもない花か音のんはやがて納得したように頷うなずいた。


    「わかりました。私も戦います。あなたの率いる新生リヴァイアサンに参加します」


    「……諸君の選択は承うけたまわった」


    　賽さいは投げられた。もう後戻りはできない。


    　武尊は己おのれの噓うそと罪を仮面に隠し、厳おごそかに告げた。


    「ではこれより、次の指令を伝える……」
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    　日曜日。


    　天羽ミアはいつもトレーニングを欠かさない。


    　ガイムーンとしての力を授けられてから六年、もはやトレーニングは彼女の日常生活の一部として組み込まれていた。


    　たとえそれが、一〇階建てビルの屋上の縁へりから逆さ吊りになって行う腹筋運動であっても。


    「２９５……２９６……２９７……２９８……」


    　トレーニングウェアに身を包んだミアは、足を屋上の縁に引っかける。


    　命綱はない。すこしでも気を緩ゆるめれば、即地上三〇ｍからダイブする。そんな命がけのトレーニングを、ミアはごく淡々とこなす。


    「２９９……さんびゃくっ！」


    　腹筋を持ち上げた勢いで、そのままミアは起き上がった。


    　ミアは空を見上げて、高く伸びをする。


    　晴れた日の日曜日は得した気分になる。


    　伸びをしながら、今日もどうか正義のヒーローの出番がないことを祈る。


    『ヒーローが必要なときというのは、社会に悪がはびこるときだ』


    　先代ガイムーン、ミアの父は言っていた。


    『だからヒーローは自分の存在理由を失なくすために、頑張らないといけない。それがヒーローの本来の在あり方というものだ』


    「……存在しないようにするために頑張る、か」


    　ヒーローの意義とやらにあまりこだわりはない。もともと、いろいろな成り行きで手にしてしまった力だ。ヒーローが出動する事態にならないほうがいいに決まっている。


    　ミアが月つき杜もり市に戻ってきて三年。


    　禍か嶽がく社しやリヴァイアサンとの激突後は、次第にガイムーンとして出動するペースは落ちていた。今年に入ってからではガイムーンに変身する機会は月に一度、あるかないかだ。


    　一週間前のような怪人との本格的な交戦もずいぶん久しぶりに思えたほどである。


    　結局、あの怪人グループは禍嶽社リヴァイアサンを名乗っていただけのフォロワーであり、活動もほぼ沈静化されたというのが専もつぱらの見方だった。


    　確実にこの街からは怪人の脅威も、ヒーローの存在理由も消えつつある。


    　きっとそれはとてもいいことだと思う。


    　ヘルヴェノム卿きようも、リヴァイアサンも倒したいま、ガイムーンはその役割を終えつつある。


    　そうしたら自分も、普通の高校生に戻れるはずだ。


    　……本当に？


    　時折、ミアは不安に思う。そっと胸元に指を一本押し当てて、なぞってみる。


    　あの事件で受けた傷を治すため、そして戦う力を身につけるために行った手術の跡。


    　もうほとんど跡は残っていないのだが、どのあたりに、どんなふうに傷が走っていたのか、いまでもミアははっきり思い出すことができる。


    　授かった力も、経験した過去もすべては不可逆だ。後戻りはできない。


    　脳裏によぎる幼なじみの姿。


    



    　武尊たけると再会したのは一年前、月杜第一高校の入学式の日。


    　クラス分けの掲示板を見ていたミアはそこに懐かしい名前を発見した。


    　一度たりともミアの心から離れることのなかった幼なじみの名前。


    　すぐにミアは駆け出した。そして、該当のクラスに沖おき名な武尊の姿を見つけた。


    　記憶にある姿よりも大人びて、体格も引き縛り、眼鏡めがねをかけるようになっていたが。


    



    　──お、おっす、元気だった、タケちゃん！


    



    　ちょっと上ずった声で、ミアは挨あい拶さつする。昔みたいに話せることを信じて。


    　だが教室にいた武尊はちらりとミアを振り返り、そっけなく答えた。


    



    　──ああ、久しぶり。天羽あもうさん。


    



    　本当にそっけなく。感慨もなにも感じていない態度だった。


    　まるで昔からの関係性なんてなにもなかったかのように。


    　それから何度話しかけようとしても避けられるばかりで。


    　結局、ミアはこの一年、武尊たけると距離を詰められずにいる。


    



    　もしも自分がガイムーンだと告げたら、武尊はどんな反応をするだろうか。


    　昔の武尊なら、自分をいじめから守ってくれた武尊なら、呆あきれながらも信じてくれたかもしれない。けど、いまの武尊にそれを期待していいのだろうか。


    



    　──俺は変わったよ。どうしようもなく、変わったんだ。


    



    「タケちゃんは、本当に変わったの？」


    　呟つぶやいてから、ミアはため息をついた。


    「……わたしも、変わったのかな」


    　まだミアは武尊の中に変わっていない部分があると信じている。あの頃の関係性を取り戻せると信じている。けど、やはり怖いのだ。


    　武尊と接して変わってしまった部分を見つけてしまうことを。なにより、そのことにミア自身が失望を抱いてしまうのではないかということを。


    　いや、現に自分はもう、いまの武尊に失望している。


    　だって昔の武尊なら、緑みどり川かわのいじめを見過ごしたりなんてしなかった。


    　かつてミアをいじめから守ってくれたのは、武尊自身だったというのに。


    　──口先の正義はお前だけじゃない。まわりだって傷つけるぞ。


    　口先なんかじゃない。絶対に、緑川の行為は見過ごしていいものではない。


    　人は些さ細さいな嫌悪から、容易に他人に悪意を向ける。


    　それを社会は仕方がないこととして許容する。悪意に晒さらされ、傷つけられた魂に「自じ業ごう自じ得とく」というレッテルを貼りつける。そのレッテル自体がどれほど恐ろしい暴力なのかに、多くの人は気づかない。


    　ミアはそんな悪意に晒されている人の味方にならなければならなかった。


    　それはガイムーンの名を受け継いだ者の使命であり、義務であるから。


    　だから戦わなければならない。


    　この街から怪人という悪が薄れつつあるいま、社会に潜む悪意と戦わなければ──。


    「……あっ」


    　ミアはこめかみを押さえる。


    　ずきりとした鋭い頭痛。ミアは屋上に置いていたバッグから錠剤入りの袋を取り出す。


    　ミアは錠剤を飲み込む。成分が効くまでにはしばらく時間がかかるはずだ。すこし深呼吸をし、なるべく心を落ち着かせるようにする。


    　しばらく前から続いている偏頭痛、初めはそれほど頻ひん度どが高くなかったのだが、このところ緩ゆるやかに発生する回数が増えてきている。今日はもう引き揚げたほうがいいかもしれない。


    　トレーニングをやめてミアが引き上げようとしたそのとき、バッグの中に入れていたスマートフォンの特別な着信が鳴った。


    　特別な着信、その意味は『緊急出動スクランブル』。


    　先ほどまでの迷いも、頭痛も、ミアの意識からは消えていた。


    　ミアは届いたメールから状況と現場を確認、スポーツバッグから装着パーツを取り出していく。純白の装甲をしたプロテクターだ。肘ひじ、膝ひざ、グローブ、身体からだの各部に巻くベルト、そして専用のブーツ。どんなときも、ミアはこれらのプロテクターを持ち歩いていた。


    　装着点数は多いが、どれもスムーズに着用できるようにデザインされている。ものの一分もかからずに、ミアは着替えを終えた。


    　ゆっくりとミアは深呼吸をする。両の拳を握り、ぐっと脇を締める。


    　そしてミアは決意の籠こもった声で宣言した。


    「変身ッ」


    　そのまま腰元へ両の拳を引き、大きく気合いのポーズを取る。


    　すべてはガイムーンへ至るための変身儀式セレモニー。


    　六年前に受けた手術で、ミアの身体にはオルタ神経節が移植されていた。


    　ミアの行動を鍵とし、オルタ神経節から生成されたオルタ細胞が猛烈な勢いで、ミアの全身を包みこんでいく。瞬時に硬質化する体表、躍動する強化筋肉、最後にマスクを装着する。


    　月つき杜もり市の正義の象徴たるマスクを。


    「……ガイムーン、ゴー」


    　変身を完了したミア──ガイムーンは屋上から飛び跳ね、現場へと急行した。
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    　道行く人々がヒーローに気づき、ビルを見上げる。


    　ビルからビルへ、ガイムーンは飛び跳ねる。


    　月杜市にのみ許された正義のファンタジーが月杜市を疾駆する。


    　やがてガイムーンはあるビルの屋上に到着した。


    　はす向かいにある、九階建ての高級ビジネスホテルが黒煙に包まれていた。野次馬が詰めかけ、消防隊が必死に消火活動を続けている。だが炎の勢いは一向に収まる気配がない。


    　マスクに仕込まれた通信器越しに、協力者から火事の状況が伝えられる。


    　ほとんど避難が完了しているが、まだ九階の宿泊客の安否確認が取れていない。


    　炎の勢いも激しく、消防隊も突入できない状態らしい。


    　放電による消火は自分にまとわりつく炎を払うだけで、大規模な火災の鎮火には向かない。


    　しかし炎の中での救助ならできる。


    　一刻を争う事態。ガイムーンはいったん距離を取ると、取り残された人を助けるために、そのまま市道を飛び越え、燃え盛るホテルへ飛び移った。


    「おい、ガイムーンだ！」


    　事態に気づいた野次馬の視線を受けながら、ガイムーンは黒煙が上がる九階へ、窓を破って転がり込んだ。


    　ガイムーンが転がり込んだのは赤いカーペットの敷かれた廊下だった。炎の煙が充満し、視界が塞ふさがれている。マスクは換気機能がついているため、煙による害はなかったが、視界が取れないのは少々厄やつ介かいだった。


    　まずはどこかにいる要救助者を見つけ出さないといけない。


    「誰かー！　誰かいませんか！」


    　すると廊下の奥から、誰かの声が響き渡った。


    　ガイムーンは壁に手をつけ、声が聞こえる方向へ壁伝いに走りだす。


    「助けに来ました！　いまどこにいますか！」


    　壁を触っていたガイムーンの手がドアノブにかかる。


    　半開きになった扉から、ガイムーンは中へ飛び込む。


    　なぜか部屋の床は余すところなく水浸しになっていた。


    　煙にまみれて全ぜん貌ぼうは見えないが、部屋の間取りはかなり広い。おそらくスイートルームだろう。ガイムーンは警戒しながら、あたりを見回した。


    「ん～……んん～ッ……!!」


    　くぐもった声に振り向いたガイムーンは、少女を見て驚き、立ち止まる。


    　下着姿の少女──緑みどり川かわが手足を縛られて、椅い子すに括くくりつけられていたのだ。


    　素足は床の水溜たまりに浸かっており、口元もタオルで覆おおわれている。猿さる轡ぐつわのつもりだろう。アイマスクで隠された顔は涙と汗と鼻水でぐちゃぐちゃになっている。


    　驚きは一瞬で、すぐにガイムーンは緑川を助け出そうと動く。


    　次の刹せつ那な、真の異常を感知。


    　左腕を天井へと掲げ、生態シールドを前腕部に展開。びりびりとした衝撃がシールドを震ふるえさせた。〝超音波の弾丸〟。一週間前、ガイムーンはまったくおなじ技を喰くらっていた。


    　なにかが天井を駆ける。黒煙に紛れて蠢うごめく影。


    「……あのバスのときの怪人か。わたしを狙ねらってきたのか？」


    「怪人ではなく、オルタです。ガイムーン。あなたは私たちの敵ですから」


    　淡々と告げる敵の声。


    　たとえ相手の姿が見えなくても、声や気配でだいたいの位置はわかる。


    　ここで前回の戦いのように、〝雷らい爪そう〟──金属並みに硬化させたオルタ細胞を帯電させ、腕の電気路で加速・発射する生体弾丸──を使えば、相手を仕留めることもできる。


    　だが──。


    「使えませんよね？　電気技も、この部屋の状況では」


    　ガイムーンは答えない。


    　水に濡ぬれた部屋、縛られた人質。放電すれば最後、感電させる恐れがある。


    「人質を見捨てるあなたではないはずです。それで、どうしますか？　この煙の中、人質の身がいつまでも保もつと思っているのですか？」


    　人質が咳せき込み始める。猿さる轡ぐつわをしているのが幸いして、あまり煙を吸い込まずに済んでいるが、一刻も早く連れ出さなければならないのは間違いない。


    「ならば、」


    　ガイムーンは膝ひざを曲げ、低い態勢を取った。


    「早く助け出せばいいだけのことっ」


    　目的は怪人の討伐ではなく、目前にいる人間の救助。


    　床を蹴けったガイムーンは豹ひようの如ごとく駆け出す。


    　この部屋の位置はちょうどホテルの突き当たり。このまま人質を抱かかえて目の前の壁を突き破れば、外へ飛び出せる。地上九階ほどの高さなら、なにも問題はない。


    　そのまま椅い子すに縛りつけられた緑みどり川かわに触れた瞬間、切り裂くような悲鳴を耳にした。


    　先ほどと違い、部屋の広範囲にバラまかれる敵の超音波。


    　直後に続く、空気を裂くような複数の発射音。


    　気配でガイムーンは察知する。別方向から同時に放たれた複数の矢の存在を。


    　ガイムーンはすぐに振り向き、迫り来る矢を手刀で振り落とした。鉄製の矢が床に一本、二本、三本と転がっていく。だが緑川に最後の矢が迫る。手刀は間に合わない。


    　ガイムーンは緑川を庇かばい、背中で最後の矢を受け止めた。


    　硬質な皮ひ膚ふに遮さえぎられたため、致命傷には至らない。


    　そのままガイムーンは緑川を抱え、壁を蹴り飛ばした。


    　ホテル九階からのダイブ。落ちる先はホテルの駐車場だ。いくつかの車やトラックが並んでいる中、救急車や消防車の姿が見える。


    　ショックのためか緑川は失神していた。


    　落下しながら、地面までの距離を目測で測る。弾丸を見切る動体視力を持つガイムーンは、ギリギリのところでくるりと緑川ごと身体からだを回転させた。猫とおなじ要領で落下の衝撃を殺し、地面に着地しようとする。


    　だが着地する直前、ガイムーンは気づいた。


    　停車していたトラックが発進し、落下しているガイムーンを撥はね飛ばそうとしていることに。


    　運転席に見えるのは、あのバスのときにいたカメレオン怪人。


    　回避は間に合わない。このままだと緑みどり川かわごと跳ね飛ばされる。


    「受け取って！」


    　叫んだガイムーンはそばにいた救助隊員のほうへ、緑川を投げ飛ばした。驚いた救助隊員がなんとか緑川を受け止めたのを見届けた直後。


    　トラックが激突する。


    　撥ねられたガイムーンはそのまま壁に叩たたきつけられた。だがトラックの進行は止まらない。ガイムーンごと、ホテルの一階の壁を突き破る。


    　決して耐えられない衝撃ではない。だがダメージはもろに響いた。


    　いつもと違う感触。身体からだが燃えるように熱い。


    　不測の事態に焦あせるガイムーンの脳裏に浮かんだのは、背中に刺さった鉄製の矢だ。


    　もしあの矢先になんらかの毒物が仕込まれていたとしたら。


    　しかしオルタ細胞に作用する毒物など聞いたことがない。


    　そんなガイムーンの思考は直後に噴き上がった黒煙にたちまち吹き飛ばされる。


    　火種の残る密閉された部屋。トラックを突き破り、送り込まれた新鮮な酸素。


    　理解したときにはすべてが遅かった。


    　燻くすぶっていた火種が新たな空気を得て、ふたたび爆発的に燃焼する──バックドラフト現象。


    　帯電による鎮火も間に合わない。


    　燃え盛る業ごう火かが無防備なガイムーンの身体を一気に呑のみ込んでいった。
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    　同時刻。


    　沖おき名な武尊たける──二代目ヘルヴェノム卿きようは仲間からの通信を受け取っていた。


    『こちらエコール、〝ラビット〟は予定どおり、人質を連れて地上へ降下。用意したクロスボウの矢が一本、〝ラビット〟の背中に命中しました。その後、トラックでの激突も確認済みです』


    『ゲホッ、ゴォホッ……レミオだ。予定どおり。〝ラビット〟を撥ね飛ばし、そのまま一階に突撃。つか、こんな爆発するなんて聞いてねーぞ！　おかげで運転席がめちゃくちゃ──』


    「状況、了解。そのままエコールは現場から離脱、レミオも〝ラビット〟の様子を録画し次第、すぐに離脱せよ。また追って報告を頼む」


    　通信を切ったヘルヴェノム卿の隣で、イカルガがピューッと口笛を吹いた。


    「やるねぇ。まさか、アポトニトロをああ使うとは。前のリヴァイアサンじゃ、裏切り者に無理やり飲ませるとか、ざらにあったけどよぉ……」


    　アポトニトロ。


    　もともとリヴァイアサンに所属していた怪人オルタが死に際に自身の生体情報を漏もらさないよう、死体ごと処分するために開発された自決用の薬品化合物である。


    　アポトニトロの効果は体内に取り込むと、オルタ神経節に作用し、爆発現象を引き起こす。だが、オルタ細胞に直接塗布するだけでもダメージを与えることは可能だった。


    　致命傷には至らなくとも、いま頃ガイムーンも受けているはずだ。


    　自身の身体からだが崩れていく苦しみを。


    「にしてもぉ、ちょいと手口が回りくどすぎやしねーかい？　わざわざあんな場所で火事を起こして、ガイムーンをおびき寄せようだなんてよぉ」


    「作戦目的は伝えたはずだが？」


    「俺が言いたいのは、なんであの人質以外は、全員きっちり避難させてんのって話。よくねーか？　人間ネイテイブの一人や二人くらい、どうなろうがよぉ」


    　イカルガの不満そうな言葉に、アラクネも同意したように頷うなずいた。どうやら彼女も同じ疑問を抱いだいていたらしい。


    「新生リヴァイアサンは無用な犠牲を出すつもりはない。人間ネイテイブは、人の死に敏感に反応する。むやみに殺せば最後、彼らは徹底的に我らを狩りに来る。そうなったときの人間ネイテイブの恐ろしさは君もわかっているはずだ。いまはまだ、余計な刺激を与える段階ではない」


    「……余計な刺激ねぇ」


    　イカルガは肩を竦すくめながら、ある方向を見やった。


    「んじゃあ、『コレ』は必要な犠牲って考えていいのか？」


    　ボクサーパンツしか穿はいていない男が必死に首を振った。ホテルに監禁していた緑みどり川かわとおなじように椅い子すに括くくりつけられていた。


    　いまヘルヴェノム卿きようたちがいるのはホテルの近くの廃墟だ。イカルガとアラクネを連れ、男をここに監禁していた。


    　ヘルヴェノム卿は手を差し出した。


    　目の前で怯おびえる男の顎あごに、チタン製の装甲に包まれた指をかける。


    「これは犠牲じゃない。駒だ。我らが月つき杜もり市を制するためのな」


    「やめろ……頼む……やめてくれ……！　俺がなにをしたって言うんだ！」


    「言わないとわからないのか？」


    「解析、終わったわ」


    　アラクネが持っているノートＰＣに、ＵＳＢケーブルで繫つながった男のスマートフォンを掲げてみせた。


    「連絡帳からいままでやりとりしたメール、画像、Googlaのアカウントまですべてね。経営者なら、プライベートで持ち歩く携帯電話の管理にはもう少し気をつけたほうがいいんじゃない？　いまどき、高校生だってもっとマシなセキュリティ意識を持ってるわよ」


    「か、覚悟しろよぉ、お前ら……こ、こんな、真ま似ねをして、か、怪人なんて、どうせ、ガイムーンに倒されるのがオチ──」


    「その前に、貴様の罪が裁かれるのが先だろうな」


    　ヘルヴェノム卿きようは男に、透明のジップ袋を突きつけた。


    　コンテナ内の明かりに、袋に入った白い粉末がきらきらと反射した。


    「未成年をホテルに連れ込み、海外から仕入れたドラッグで楽しむか。今回が初犯というわけではあるまい。そうだな？」


    「ええ、解析したメールからごろごろ出てくるわ。ほかの女の子たちとの連絡に、あとは……まったくゲスの極みね」


    　よほど口にしたくないのか、アラクネは吐き捨てるように言った。


    　あらら、とイカルガはおかしそうに笑い続ける。


    「やっちゃったねー、チミぃ。ダーメだよぉ、仕事の携帯に火遊びの証拠なんて入れちゃあ。そんなことしてるから、悪ーい怪人に取っ捕まってしゃぶりつくされちゃうんだからさぁ。　おわかり？　アホの人間ネイテイブさん」


    「た……たしゅけ……たしゅけけ……」


    「助かりたいか？　ならば、貴様に選択肢をやろう」


    　ガチガチと男は歯を鳴らし続けた。怯おびえる双そう眸ぼうに映るのは、虚無の黒髑どく髏ろのみだ。


    「我々の意志に従って誠意を示すか、抗あらがうか。好きなほうを選びたまえ」


    「せ……誠意って……どうすれば……！」


    「なあに、簡単なことだ」


    　ヘルヴェノム卿はちらりとアラクネを振り返った。


    　頷うなずいたアラクネは長い節足で書類入りのファイルをつまみ上げると、男に突きつける。


    「契約書にサインしたまえ。これが君の安全を保証してくれる。乙は我々で、甲は君だ」


    「保証って……待ってくれ……」契約書の文面を見た男は喘あえいだ。「『いかなる業務にも優先して、甲は乙の要求には従うべし』って……俺に奴ど隷れいになれっていうのか！」


    「なにがおかしい？　生命の安全は保証しているだろ」


    　男が息を呑のんだ。


    「表向きは貿易会社だが、その正体はヤクザのフロント企業。この三年でずいぶん勢力を伸ばしたようだな。リヴァイアサンが壊滅し、月つき杜もり市を好きにできるとでも思ったか？」


    「た、ただで済むと思うな……こんなことがバレたら……俺のバックについている連中がどうすると……」


    「動かないさ」


    　はっきりとヘルヴェノム卿きようは告げた。


    「なぜこの街には、最近まで暴力団関係の組織が手を出せないできたと思う？　彼らとて、怪人オルタと正面からやり合うリスクは承知しているからだ。彼らからしてみれば、貴様の代わりなどいくらでもいる。リスクを冒おかしてまで助けるはずがない。月杜市ここはそういう街だ」


    　男の顔が青ざめる。カタカタと震ふるえ出す。


    「貴様がこの街で犯した罪は必ずあがなってもらう。裁きを下すのは我々だ。自由の死か、存在の死か、好きなほうを選びたまえ」


    　いま男は悟っていた。自分の運命が誰によって握られているのかを。


    　──〝恐怖支配テルール〟を使うまでもない。


    　ヘルヴェノム卿のマスクの下で、武尊たけるは息を吐く。


    　緊張も、汗も、すべてマスクが隠してくれている。イカルガにもアラクネにも気づかれていない。悪の総そう帥すいとして、自分は完璧に振る舞えている。


    　もはや作戦の完かん遂ついも時間の問題と思われた、そのときだ。


    『……こちらマトル。ヘルヴェノム、さん……聞こえますか？』


    　いきなりマスクに入ってきた無線に、武尊の意識は男から逸それた。


    　今回、バックアップ要員にあたっているはずのマトルからの通信だ。


    　なぜこのタイミングで呼びかけてくるのか。武尊が怪け訝げんに思っていると、マトルは無線の奥で答えた。


    『いま、ハトルと一緒です……ボクたち、これからガイムーンの駆逐に入ります……』
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    　その頃、エコールは一人、ガイムーンと緑みどり川かわが去った部屋で脱出の準備を整えていた。


    　エコールの発する超音波に反応して発射するクロスボウの装置を回収。その他の証拠も隠し、離脱しようとしたが、無線から聞こえたハトルの声に慌てて押しとどまる。


    『私は待機を命じていたはずだが』


    『でもあなたは言った……ガイムーンを倒す術を授けてくれるって……だから……』


    『約束したよねー、ハトルたちとさー。コイツのこと、ぶっ飛ばすってさー』


    　マトルの代わりに、ハトルが答える。


    『いま絶好のチャンスだよね？　やらないとかありえなくない？』


    『本作戦の目的はガイムーン討とう伐ばつではない。これ以上の戦果は不要だ、早く撤退しろ』


    　今回の作戦にはある二つの目的があった。


    　まずエコールたちが行った対ガイムーンへの戦闘行為。


    　これはガイムーンを徹底的に追いつめ、敗北した様子を録画するのが目的である。前回のバスジャック事件で決定的になっていたガイムーンの勝利神話を揺らがせるために、ヘルヴェノム卿きようが立てた作戦のもとに実行されたのだ。


    　だがその実、この作戦はさらに大きな目的を達するための一部に過ぎない。


    　最大の目的は、リヴァイアサンが活動するにあたってのスポンサーの確保。


    　そのために月つき杜もり市にドラッグを蔓まん延えんさせようとしていたヤクザのフロント企業の社長を脅し、そのコネと資金を巻き上げる。実際のところ、ガイムーンに対する攻撃は、本当の目的を悟られないための時間稼ぎという側面も併せ持っていた。


    『社長は週末になると、いつもおなじホテルに少女を連れ込んでいる。狙ねらうならそのときがチャンスだ』


    　映画館に集つどったあの日、ヘルヴェノム卿は皆の前で言った。


    『リヴァイアサン亡きあと、人間ネイテイブは怪人オルタの脅威を過小評価し、空白の勢力図を埋めようと進出に乗り出している。この作戦はそんな強欲な人間ネイテイブへの牽けん制せいであり、警告だ。我らリヴァイアサンが真の意味で健在であることを、知らしめるのだ』


    　実際、ヘルヴェノム卿の作戦は怖いほど、順調に進んだ。


    　ホテルに来ていた少女と社長の現場を襲撃、二人を〝超音波の弾丸〟で気絶させたのち、社長はアラクネたちによって拉ら致ち、少女のほうはエコールが拘こう束そく。


    　同時にスイートルームを水浸しにし、アポトニトロを仕込んだ矢のクロスボウを複数準備。クロスボウにはあらかじめ、エコールの超音波を感知する発射する装置を取りつけていた。


    　さらにガイムーンの脱出路を限定した上で、あの壁を突き破って逃げたガイムーンを狙うため、レミオがトラックで待機。


    　突き破る部屋はあらかじめ消防隊員が近づけないよう、扉を厳重に閉めている。


    　ガイムーンを業ごう火かで燃やす、バックドラフト現象を起こすためにだ。


    　すべては作戦どおり。あとは撤退を図るだけ、のはずだった。


    『なんで、撤退するの……』


    　マトルは告げる。内気な双子の片割れが必死に声を振り絞る。


    『あともうちょっとで、おじさんの、ママたちの仇かたきが取れる……引き下がる意味、わかんない……！　ガイムーンは、ボクたちの敵なのに……！』


    　その悲痛な叫びに、エコールは息を呑のんだ。


    　もともとリヴァイアサンの幹部怪人オルタだった二人の両親は一〇年前、ガイムーンによって倒されている。そして両親を亡くし、孤児となった二人を引き取り育てたのが、フレイガだった。ガイムーンへの恨みに関してなら、二人はメンバーの誰よりも深い。


    　マトルは震ふるえながら言った。


    『ボクたちも、おじさんからアポトニトロをもらってる……ガイムーンを仕留められるくらいの量を、どっさり……。ライブ映像を見れば、わかる……！　もうボクたち、部屋にいるから……！　このままやらせてもらう、から……！』


    　慌ててエコールは手持ちのタブレット端末を開き、仲間内のＳＮＳに接続した。


    　レミオのビデオカメラは万が一に備え、別端末でバックアップがとれるようにＳＮＳ内でライブ配信の措置がなされていた。


    　やがて端末の画面に、映像が映し出される。


    　炎が燃え盛る部屋の中、倒れている人影があった。真っ黒に焦こげたガイムーンである。


    　オルタ細胞が壊え死しし、ガイムーンはその超人的な力の大半を失っていた。


    　まだ息はあるのか、時折手が動いている。


    　そんなガイムーンの傍そばに立つオッドアイのネコ怪人オルタ、ハトルである。


    　彼女の手には大型のダガーが握られていた。おそらくエコールが仕込んだクロスボウとおなじく、刃にアポトニトロの水溶液が塗りこまれているはずだ。


    　画面のハトルはインカムを引き寄せて言った。


    『たった一発の矢で、動けなくなってんだしさー。もっと、傷つければ、変身だってできなくなるよね？　絶好のチャンスじゃん、やるっきゃないじゃーん』


    『オレもそう思うぜ？』


    　レミオの声が割って入る。


    『ここで攻めないでいつ攻めるんだ？　ハトルとマトルを止める理由が、オレにはさっぱりわからねぇけどな』


    『まーまー、落ち着きなさいな、お若いの。ここは黒ヴェノムさんに従いな』


    　まるで事態を面白がるようにイカルガが割り込んで来た。


    『ネコの嬢ちゃんの言葉も一理あると思うがねぇ。まぁ、仕方ない、世の中はそういうもんだ。腹に一物抱かかえた指揮官に、兵士は従わざるを得ないものだよぉ』


    　説得するように見せかけて、イカルガは遠回しにヘルヴェノム卿きようを揶や揄ゆする。


    　しかしイカルガの意見は、メンバーたちの思いも代弁していた。


    　たしかに、ここでヘルヴェノム卿が打倒ガイムーンを躊躇ためらう理由がわからない。


    　いまがチャンスであるのは間違いないはずなのに。


    　画面の中のハトルはダガーを持ったまま立ち尽くしている。ヘルヴェノム卿の答えを待っているのだ。


    　どっちにしろ、その部屋に長くはいられない。いくら強きよう靱じんな肉体を誇る怪人オルタでも長時間火事に晒さらされれば、ダメージは蓄積される。


    　みなが答えを待つ中、ヘルヴェノム卿は簡潔に告げた。


    『すぐに撤退しろ。これは命令だ』


    　次の瞬間、ハトルは憎々しげに答えた。


    『このうそつき』


    　瀕ひん死しのガイムーンに向けて、ハトルはダガーを振り下ろす。


    　ダガーの刃がガイムーンの身体からだを貫かんとする。装甲を剝はがす毒を仕込んだ刃が、まもなくガイムーンの皮ひ膚ふを傷つけて──。


    『言ったはずだ、ガイムーンは無限に進化する正義』


    　ヘルヴェノム卿きようの言葉が届いたのかはわからない。ハトルのダガーが途中で動きを止めた。


    『──逆境になるほど奴は無限に強くなる』


    



    　ガイムーンがダガーの刃を真っ白い手で握っていた。


    



    　エコールにはなにが起きているのかわからなかった。


    　ガイムーンの焦こげた皮膚が、パラパラと崩れ落ちる。


    　まるで新しい細胞が再生したかのように、美しい純白の皮膚が露あらわになる。


    　画面の中のハトルが必死にダガーを押し込もうとする。もしもアポトニトロが作用するなら、刃を握っているガイムーンの手もまた崩れ落ちるはずだ。


    　だがガイムーンの身体は瑞みず々みずしい輝きを放ったまま、崩れることはない。


    『こりゃ、耐性ができちまってるみたいだねぇ……』


    『た、タイセイ？』


    　おうむ返しするマトルに、イカルガは言った。


    『アポトニトロを食らってもすべての細胞が死ぬわけじゃない。耐性を持った一部の細胞は生き残ることはありうる。いまのガイムーンの身体は、ほんのわずかに生き残ったオルタ細胞を基に再生したってとこじゃねーのぉ？　まあ、早い話』


    　画面の中のガイムーンが起き上がった。ダメージなど初めからなかったかのように。


    『ガイムーンに、もうアポトニトロは通用しないってこったぁ……』


    　ハトルはまだ抵抗を続ける。


    　だが、ガイムーンはそれをへし折るかのように、ダガーを握る手に力を込めた。


    　ガイムーンによって折られた、ダガーの刃が転がる。


    『……らす…の…光』


    　いきなりガイムーンが天を指差す。


    　それに伴ともなって聞こえる不連続な音声。


    　──心が悲しみで濡ぬれたとき、正義を照らす白き月光ッ。


    



    『──悪の天敵、ガイムーン参上ッ』


    



    　ガイムーンの啖たん呵かに、エコールは怖おぞ気けが走った。


    　画面の中のハトルは戦意が折れたようにへたれ込む。


    　無線越しにアラクネが叫んだ。


    『レミオ！　ハトル！　マトル！　早くそこから逃げて！　早く！』


    『……わかってる……わかってるけどよぉ……！』


    　レミオが焦あせったように言った。


    　爛らん々らんとガイムーンは表情のない目を光らせる。タブレット端末を見ているエコールですらも、感じる圧倒的な重圧。それはヘルヴェノム卿きようの〝恐怖支配テルール〟によく似ていた。


    　このままでは、レミオたちはガイムーンによって倒される──。


    『エコール、聞こえるか？』


    　無線からの呼びかけに、エコールは身体からだをビクッと震ふるわせた。


    　ヘルヴェノム卿の声だ。すぐにエコールは応答した。


    『はい！　エコール、聞こえます！』


    『いま、そちらの無線にのみ伝えている。レミオたちを脱出させるために、協力を頼む』


    『わ、わかりました！』


    　脱出？　協力？


    　このまま一階に行って、レミオたちを脱出させろということだろうか。


    　だがヘルヴェノム卿の指示はまった予想外のものだった。


    『地上にいる人間、誰でもいい。できれば複数人、〝超音波の弾丸〟で気絶させろ』


    「……えっ？　気絶？」


    『そうだ。とにかく騒ぎを起こせ。レミオたちを助けるために』


    　画面の中のガイムーンがファイティングポーズを取る。臨りん戦せん態たい勢せいに入ったのだ。状況は三対一だが、数が有利にならないのは先の戦いで実証済みだ。


    　迷っている時間はない。


    「……了解しましたっ」


    　エコールは窓から顔を覗のぞき込む。まだ地上の人間はエコールに気づいていない。


    　湧き上がる葛かつ藤とうの念を押し殺し、〝超音波の弾丸〟を撒まき散らす。


    　地上にいる野次馬の女性が二人ほど、地面に倒れる。周りから悲鳴があがる。何人かがこちらを指差し、やがて地上にいる人間ネイテイブ全員がエコールの存在に気づいた。


    　人間ネイテイブの悲鳴と怒号を浴びながら、エコールは人々を見下ろす。違う、これは仲間を助けるためだ。彼らだって気絶しているだけ、危害を加えているわけではない。


    　必死に思いながらも、エコールは自らの行為がとても恐ろしいもののように思えた。


    　そのときである。


    　ホテルの建物が振動し、何者かが壁を突き破ってきた。


    　ガイムーンだ。


    　あの腕のシールドを広げ、〝超音波の弾丸〟を弾く。


    　人々の悲鳴が一転、歓声へ変わった。


    　その光景をエコールは呆ぼう然ぜんと見下ろしていた。


    『──全員、ただちに撤収せよ』


    『りょ、了解です……』


    　ヘルヴェノム卿きようの指令に、返答したエコールは引き返そうとする。そこで気づいた。


    　ガイムーンと目が合っていた。感情の窺うかがえない正義の眼まな差ざしが、エコールの罪を糾弾するように光っていた。


    　すぐにエコールは頭を引っ込める。レミオたちも、ガイムーンの注意が逸それているいまなら問題なく脱出できるはずだ。


    　作戦は終了した。エコールは一刻も早く、この場から脱出したかった。
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    　エコールたちが火災現場を離脱してから一〇分後。


    　ようやくレミオから連絡が入った。


    『こちら、レミオ。全員現場から離脱……これより拠点へ帰投する……』


    「……了解した。いまは尾行に警戒せよ」


    　ヘルヴェノム卿は無線を切ったのち、契約書を眺める。


    　社長のサインと血印が押された契約書だ。自分たちの名前には、旧リヴァイアサンが用いていたダミー企業の名前が割り振られている。


    　これで社長は法的にもリヴァイアサンの魔の手から逃れられない。


    　自由を失った社長は拘こう束そくを解かれてからも、抜け殻がらのように放心しきっていた。


    「とりあえず、最初の作戦は成功、ってとこかねえ」


    　イカルガはにやにやと笑いながら、告げる。ヘルヴェノム卿はわずかに頭を振った。


    「すべてはこれからだ。いまはまだ始まりに過ぎん」


    　月つき杜もり市の絶対悪となるには、まず街に巣食った害虫を駆除していかなければならない。


    　ガイムーンが倒すべき悪はリヴァイアサン、ひいてはヘルヴェノム卿のみ。


    　決してそれがほかの者であってはならないのだ。


    　ガイムーン、天羽あもうミア自身のためにも。


    　アラクネに注射を打ち込まれた男が昏こん睡すいする。家まで連れていくため、社長を搬送する準備をしているあいだ、イカルガがそっとヘルヴェノム卿に耳打ちした。


    「しかし、黒ヴェノムさんはずいぶんとあのガイムーンについてお詳しいようで」


    　ヘルヴェノム卿の動きが止まる。


    　イカルガの頭に被かぶったイカの黒い目が油断なくヘルヴェノム卿きようを見つめる。


    「なにが言いたい？」


    　ヘルヴェノム卿が発する凄すさまじいプレッシャー。離れたところにいたアラクネが身を竦すくませたが、イカルガは肩を竦めるばかりだった。


    「いつか拝おがませてもらいたいもんだねぇ。その仮面の下でどんなツラしてるのかをよぉ」


    　イカルガの見えすいた挑発を、ヘルヴェノム卿は無視する。


    　思い返すのは、あのときの記憶。


    　炎に包まれるビル、倒れるいくつもの骸むくろ、対たい峙じした紅いガイムーン。


    　武尊たけるの奥底に眠る、罪の記憶。


    　この手はとっくに悪と血で汚れている。


    　それでも、まだ足りない。


    　絶対悪アルケマルスへ至るためには、さらなる血が必要なのだから──
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    　ホテルで起きた火災は、現場の目撃情報から怪人による放火事件として捜査が進められた。


    　おなじ頃、ネットでは焼けこげたガイムーンと思おぼしき者の画像が出回り、ちょっとした騒ぎになっていた。『正義のヒーロー、ついに敗北!?』というセンセーショナルな煽あおりで拡散されるに従い、噓うそとも真まことともつかない噂うわさが流る布ふするようになる。


    　曰いわく、じつはリヴァイアサンはまだ生きている。


    　曰く、じつは月つき杜もり市で起きている怪事件はすべて彼らが糸を引いている。


    　噂は噂を呼び、ひそかに街に伝播していった。やがて噂が一人歩きする中、火災に関するニュースの続報として、ガイムーンに救出された緑みどり川かわの身元が小さく報じられた。


    　この小さな事実に意味を見み出いだす者など、もちろんいるはずもなかった。

  


  
    



    第三章　仮面に潜みし、罪と罰


    



    　幼い頃から武尊たけるとミアにとって欠かせない遊び場が、うさぎ神社である。


    　正式名称は羽はね鷺さぎ神社。兎うさぎを神しん使しとみなしており、鳥居のそばには狛こま犬いぬの代わりに狛兎が建てられていた。昔からこの神社で遊んでいた二人だったが、ミアが汀てい子こＦＣに入ってからは、専もつぱら試合前に勝利祈願の参拝をするのが常となっていた。


    　ちょうどあの日も、二人は参拝のために神社を訪れていた。


    「それじゃあ、ミア」


    「うん、タケちゃん」


    　武尊とミアは揃そろって、五円玉を賽さい銭せん箱に投げ入れる。パンパンと拍かしわ手でを打ち、静かに手を合わせた。手を離してから武尊は勢いづいて拳を握りしめる。


    「明日の試合は絶対に勝つ。市大会で優勝して、県大会に出場しないとだもんな」


    「でも明日の試合相手って、市大会ベスト四の加か賀が里りＦＣだよね？　あそこの一〇番の人、すごく身体からだが大きくて速いんだよね。本当に相手になるのかな……」


    「やる前から諦あきらめてどうする」


    　不安がるミアを、武尊は鼻で笑い飛ばす。


    「勝利とは思考と行動を諦めない者にこそ訪れる！　ミアだって足だけは速いんだから、それを生かしてどんどん走り込めばいいだろ」


    「足だけじゃないもん。ちゃんとキックだってうまくなってるもん」


    「だったら、ベンチからの声援もしっかり送れよ。お前、いっつも声ちっちゃいんだもん。そういう地味なのがあとで効いてきたりすんだから。いいな？」


    「……うう、わかったよぉ、タケちゃん」


    　ミアが汀子ＦＣに入って四年。


    　二人ともすっかり背丈が伸びており、武尊もミアも小学五年生にしては背丈が大きい部類に入っていた。武尊が知る限り、もうミアはクラスメートからのいじめも受けていない。


    　それでもこうして二人でつるむのは変わっていなかった。


    　人の気配のない境けい内だいはどこか物寂しい。夕日によって街はあかね色に染まろうとしている。


    「そろそろ帰ろうぜ。風邪ひいたら、元も子もないし」


    「あ、ちょっと待って」


    　なぜかミアは小銭入れからふたたび小銭を取り出そうとしていた。


    「さっきは勝利祈願だったから、別のお願いもしとかないと」


    「別の？」


    「お父さんのこと」


    　ミアの答えに、武尊たけるは事情を察した。


    　暗い沈黙を振り払うように、武尊は言った。


    「心配する必要ないって。おじさん、いつも元気で帰ってきてるじゃん。フリージャーナリストのお仕事が大変なだけだろ」


    「でも、いっつもケガしてる。ママンも心配してた。こないだも二人で大ゲンカして……」


    　ミアは力なく首を振った。


    「お父さん、なんにも話してくれないの。明日の試合も来られるかわからないって」


    「……そっか」


    　武尊はお賽さい銭せんを取り出すと、一緒にミアに並び立った。


    「タケちゃん？」


    「一度に二つもお願い聞いてくれるかはわからないけど、二人でお願いすれば、たぶん神様も聞き届けてくれるよ。だから、その、心配すんな」


    　放った五円玉が賽銭箱の中でちゃりんと音を立てた。目をまんまるに見開いたミアは慌てて武尊から顔をそらす。夕焼けに照らされてか、ミアの横顔は朱に染まっていた。


    「ありがとメルシー……タケちゃん」


    　そのまま二人はもう一度、並んで手を合わせる。


    　お願い事を終えてから、ふと武尊はあることを思いつく。


    「そういえばさ、知ってるか？　ガイムーンって、うさぎ神社の使者らしいぜ？」


    「ガイムーンが？」


    「だってガイムーンってウサギみたいなカッコしてるじゃん。だから、神様の使いなんじゃなかって話があるらしい。案外俺たちの願い、ガイムーンが叶かなえてくれるかもよ」


    「へー……ガイムーンが……」


    　感心したように、ミアは頷うなずいた。


    　武尊も、ミアも、ガイムーンを見たことはない。だが存在は知っている。だからこそ憧れは搔かき立てられる。


    　神様よりもよっぽどリアリティのあるファンタジーだった。


    　ミアの心が幾分、楽になったらしいのを確認してから、武尊はつけ加える。


    「言っておくけど、試合の結果はガイムーンに頼るなよ。お前がゴール決めないとしょうがないんだからな」


    「もう、わかってるよ！」


    　そこで一八時を告げるメロディが街中に響き渡った。


    「あ、もうこんな時間。タケちゃん、早くいこ」


    「あ、おう」


    　武尊はそのまま鳥居のほうへ歩き出そうとしたが、そこであることに気づく。


    　すこし考えてから、ミアに切り出す。


    「……悪い、ミア。先に帰ってて。俺、まだ用事があるから」


    「え？　こんな遅くになんの用？」


    「いいから。あの、あれだ。男には誰にも言えない秘密があるのだ」


    「……なんだかアヤシーなー」


    　しばらくミアは疑わしげに眉まゆをひそめたが、やがて諦あきらめたように肩を竦すくめた。


    「あんまり遅くなっちゃダメだよ、おばさん、心配するから」


    「わかってる。お前こそ、寄り道すんなよ」


    「もうわたし、小五だよ！　小さい子とおなじにしないで！」


    　そう言って、ミアは小さく手を振った。


    「じゃあ、タケちゃん。また明日」


    「おう、また明日」


    　そしてミアは鳥居に向けて歩き出す。


    　かすかに歌を口ずさみながら。


    「ガイー、ガイー、ガイムーン♪　みんなのかなしみぬぐうためー♪


    　ガイー、ガイー、ガイムーン♪　つきのーまちーをかけぬけろー♪


    　あーくのー、てんてきー、ズダダダダーン！　ガーイッ、ムーン！」


    「……幼稚園児かよ」


    　武尊たけるは呆あきれて言った。


    『ガイムーンの歌』は月つき杜もり市青年会の有志が作った、ヒーローソングである。


    　往年のアニメソングを意識したいわゆるヒーローの名前を高らかにコールする歌詞が三〇代から四〇代の月杜市民の男性に支持されているらしい。


    　夕日に紛まぎれてゆくミアを見送ってから、武尊は神社の社務所へ歩いていった。


    　うさぎ神社には月つき待まち信仰がある。特定の月齢の夜、月に祈りを捧げ、悪あく霊りようを払うという信仰だ。それに因ちなんでか、この神社では一風変わった厄やく除よけが売られている。


    「明日、試合のあとにでも渡してやるか……」


    　ミアはどんな反応をするだろう。


    　喜んでくれるだろうか、それとも恥ずかしがるだろうか。


    　想像するうちに、武尊は胸の奥がかっと熱くなる。


    　どっちだっていい。またミアの一家が笑って過ごせるように。


    　そんなささやかな願いを込めて、武尊は厄やく除よけを買った。


    



    　この一時間後、家路についた武尊は知ることとなる。


    　ミアの家が何者かに襲撃されたことを。


    　自宅にいたミアの母親は惨ざん殺さつ。あとから帰宅したミアも巻き添えになり、身体からだじゅうを刺されて意識不明の重体になっていた。犯人は捕まっていない。だが、ミアの家に残された組織片と目撃情報から、犯人は怪人であると断定された。


    



    
      ＊

    


    



    　──こないだのホテル火災の話、聞いた？　二年生の緑みどり川かわさんの話……。


    　──怪人に襲われたんだろ？　しかもホテルだっけ？　相手に逃げられたとか。


    　──いい気味じゃない？　イジメとか容赦なかったじゃん、あいつ。


    　──……でもさちょっと最近、怪人の事件多すぎじゃない。


    　──ネットにあがってたよ、ガイムーンがやられてる画像。コラじゃないんでしょ。


    　──その画像も怪人があげたんでしょ!?


    　──本当なのかな、リヴァイアサンが復活するって。


    



    　降りしきる雨音が外から聞こえていた。


    　ミアは放課後の校舎の廊下を歩きながら、図書室へと向かう。


    　教室でも廊下でも様々な噂うわさが耳に入ってくる。そのほとんどが緑川の件だった。


    　すぐ身近で事件が起きたとき、初めて人は危機を実感する。


    　そう言ったのは、先代ガイムーンである父の言葉だっただろうか。


    　結局、あのホテル火災でもミアは怪人たちを取り逃がした。トラップにハマり、絶体絶命のところまで追いつめられてしまった。


    　確実に怪人たちの動きは変わっている。目に見えないところでなにかが蠢うごめきだしている。


    　吹き荒れようとしている嵐に自分は、ガイムーンはどう立ち向かえばいいのだろう。


    　憂ゆう鬱うつな気分を抱かかえながら、ミアは図書室の扉を開けた。


    「あっ……」


    　なぜか受付にいた女子生徒が驚いたように反応する。


    　先日、本を借りたときに応対してくれた一年生だ。武尊たけるに語っていた『ヒーローの条件』が印象に残っていたのでよく覚えていた。


    「こんにちは、本の返却なんだけど」


    「天羽あもう先輩っ……え、えっと返却ですね、はいはい、こちらで……」


    　えらく緊張しながら、一年生はミアから『アルジャーノンに花束を』の文庫本を受け取る。


    　本を渡せばそこで用件は終わりだったのだが、ついミアは一年生に話しかけた。


    「ヒーローの条件、あれからなんだかわかった？」


    　ぽかんと一年生は口を開けたが、やがてわちゃわちゃと手を振って慌て出す。


    「え、いや、あの、天羽あもう先輩、どうしてそのことを……」


    「こないだ話しているのが聞こえちゃって。ヒーローとは他者の願望の象徴、だっけ」


    「や、そ、それは……！」


    　大きな声を出しかけた一年生は慌てて口に手をあてる。いちいち反応が面白い。なぜそこまで恐縮しているのか、よくわからないけど。


    「……た、大した話じゃないんで、忘れてください。ただの雑談ですから」


    「そうなの？　でも面白い話だったよ。なるほどな、って私も思ったから」


    「……ほんとですか？」


    　一年生は緊張しながらも、目を輝かせ始める。


    　じつは話を盗み聞きしていたのは別の理由もあるのだが、それは黙っておく。ミアはもっと話をしていたかったが、別の生徒が本を借りようとしていることに気づく。


    「……ごめん、邪魔しちゃったね。また今度ゆっくり話を聞かせてね」


    「あ、ありがとうございます、えっと、」と一年生は続けた。「わたし、都つ筑づきです。都筑希のぞ美みです、よろしくお願い致します」


    「わかった、都筑さん。あ、そうだ」


    　そこでミアは最後に尋ねた。


    「タ……沖おき名なくんは受付じゃないの？」


    「沖名先輩ですか？　いま、奥で本棚の整理をしていると思いますよ」


    「そう、ありがとう」


    　ミアは受付から離れ、そろりと図書室の奥へ進む。


    　いきなり声をかけたら怒られるだろうか。


    　いや、気にすることはない。だってミアは武尊たけるにドリンク代の差額分の貸しがあるのだ。


    　佐さ和わ子こも言っていたではないか。チャンスがあったら切り込め、アタックしろ。そうでなければ、ゴールは摑つかめない。


    　たとえ失望することになったとしても、ぶつからなければ見えないことだってある。


    　勇気だ。勇気を持て。なに、大したことじゃない。幼なじみとして、すこし様子が気になるだけだ。声をかけるだけ、それだけ。


    　ミアは自分を奮い立たせながら、本棚のあいだを進む。


    　そして声をかけようと、踏み込んだミアはそこで思わぬ光景を目の当たりにした。


    「……タケちゃん？」


    　これから整理するはずだったらしい本が床に散乱している。


    　沖名武尊はそれらを拾うこともできず、ぴくりとも動かないまま、床に倒れ臥ふしていた。


    



    
      ＊

    


    



    「クソだね」


    　和室で正座をする武尊たけるは、仏ぶつ頂ちよう面づらでその言葉を受け止める。


    　阿あ久く津つ千ち代よは片手にキセルを構え、煙をたゆらせる。


    　妖あやしく揺れる煙から、武尊は目が離せなくなる。


    「お前さんは確かに資金源と武器の入手ルートを摑つかんだ。ま、質や規模はリヴァイアサンを名乗るには、心もとないが、とりあえずその点は及第点をくれてやろう」


    　そして千代はキセルで灰皿を叩たたいた。灰が雪のように舞い落ちる。


    「だがいま、お前さんの手からいちばん手放してはならないものが離れようとしている。そのことに、お前さんはまるで気づいていない」


    「手放してはならないもの？」


    「仲間、だよ」


    　千代の言葉には、重い響きが伴ともなっていた。


    「初めての作戦、お前さんが摑まなきゃいけなかったのは資金源なんかじゃない、ヘルヴェノム卿きようへの畏い怖ふの念だ。仲間たちの怪人オルタが反抗した事実は重く見るべきだね。反抗っていうのは、はしかみたいなもんさ。そいつはあっという間に組織に伝染し、根強い不信感という病に育っちまう。トップを信頼できない組織は遅かれ早かれ自滅するだろうね」


    「……そのための〝恐怖支配テルール〟だ。あれを習得するまで、ヘルヴェノム卿として動くのを許さないと言ったのはあなたです」


    「〝恐怖支配テルール〟は万能じゃない。おなじ刺激に晒さらされれば、やがて心は鈍化していき、恐怖を恐怖と感じなくなる。畏怖ってのはね、尊敬と恐怖がセットでなけりゃならないんだ。特にイカルガには気をつけるんだね。どこで寝首を搔かいて、くるかわかったもんじゃないよ、あの子は」


    　出来の悪い不良息子を語るように、千代は言った。


    「ほかの怪人オルタだって一緒さ。まだお前さんは試されているんだ。ヘルヴェノム卿の名前に値するかどうかを。そして、お前さんはこのままいくと見放される。そう遠くないうちにね」


    「……だったら、どうしろって言うんですか」


    　武尊はわかっている。


    　千代の指摘が正しいことも、怪人オルタたちの心を摑みきれていないのも、そもそもこうして問いかけても無駄だということすらわかっている。


    　だからこそ、余計に焦しよう燥そうがくすぶっていた。


    「仲間から目を逸そらないことだね。そしてお前さん自身の欲望にも。安全策ばかり打っていても、どうにもならん。三年前にも私は言ったはずだ」


    　千代の頭がぐにゃりと変わる。


    　皮ひ膚ふも肉も削そがれ、紅い髑どく髏ろへ。


    　憤ふん怒ぬを司つかさどる初代ヘルヴェノム卿きようの貌かおへと変わる。


    「お前さんが歩むのは修しゆ羅らの道、決して報むくわれることのない喪失の道。失い続けなければ、絶対悪アルケマルスには決してなりえない」


    　いつの間にか、千ち代よの姿が消える。武尊たけるは一人、真っ暗な空間へ放り込まれる。それを不自然とはまったく思わない。記憶と夢の境目が曖あい昧まいになっている。


    　コツコツと近づく足音。


    　鴉からす羽ば色のコートを翻ひるがえした髑髏。武尊の分身であるヘルヴェノム卿。


    　ヘルヴェノム卿の温度のない手がいきなり武尊の喉のどを摑つかんだ。


    「心しておけ、沖おき名な武尊」


    　黒髑髏が屍し人びとの声で囁ささやいた。


    「お前は失って、失って、これからも失い続ける。それがお前の──」


    



    　──選択だ。


    



    「お、ようやくお目覚め？」

  


  [image: ]


  
    　瞼まぶたを開けると、白衣を着た佐さ和わ子こと目が合った。回転チェアに腰掛ける佐和子を眺めてから、武尊たけるは左腕に点滴が突き刺さっていることに気づく。視界に映うつる天井は図書室とも保健室とも違ったが、見覚えがある。通い慣れた、診察室の天井だ。


    「……なんで、佐さ和わちゃんの病院に？」


    「あんたがブッ倒れたから、ミアが私を呼びに来て、運んだの。保健室じゃ点滴もできないからね。あとでよーくお礼を言っておきなさい」


    「そういうことか……」


    　図書室でミアが借りていた『アルジャーノンに花束を』の返却日は今日のはずだ。


    　顔を合わせないように本棚の整理をしていたのだが、失敗に終わったらしい。


    「ただの過労だと思うけど、あんた、普段なにしてるわけ？　ずーっとうなされてたわよ」


    　武尊は息を呑のんだ。


    「……俺、なんか言ってた？」


    「さぁてね。寝言にもならないくらいのうなされようだったけど」


    「あっそ……」


    　過労。武尊は自分の状況を聞き、苦笑する。


    　火災事件のあと、事後処理と、次なる作戦の計画、新たに得たルートからの物資密輸の算段などに忙ぼう殺さつされ、ここ数日は自分の身体からだを顧かえりみる余裕すらなかった。


    　マスクと連動したシステムの恩恵を受けているとはいえ、どうやら想像以上に身体にも、精神にも負荷がかかっていたようだ。


    「前にもちゃーんと警告したわよね。はっきり言って、いまのあんたの状態は異常よ、異常。健全な男子高校生の生活を送れてるとは思えないくらい。若いからって無茶したら、身体も悲鳴あげるんだから、そこんとこ、わかってるの？」


    　佐和子は呆あきれたように首を振って、椅い子すを回した。机に向かい、カルテに書き込んでいく。


    　机には桃色のウサギのマスコット──武尊が渡した〝厄やく除よけうさぎ〟が置かれていた。


    　全体に丸みを帯びたやさしげなデザインの人形がＵＳＢケーブルによってノートパソコンと接続されている。ＬＥＤの目が赤く点灯していた。


    「……こないだあげたやつ、飾ったんだ」


    「ああ、そうそう。診察に来る子供たちにも評判よくてさ。ほら、この厄除け、神主さん代わって、扱わなくなっちゃったでしょ？　うさぎ神社の〝厄除けうさぎ〟って一時期流は行やったのにねー。お守りのくせに、ＵＳＢと繫つなげられてしかも目が光るだけって無駄な仕様がイイって。でもよかったの？　これ、知る人ぞ知るレアアイテムなのに」


    「いいよ。たまたま部屋にあったの見つけただけだから。効力なさそうだし」


    　もともとミアにあげる予定だった、〝厄除けうさぎ〟。


    　しかし結局、その願いは届かずに終わった。


    「もう、そういうバチ当たりなこと言ってんじゃないの。よし、診察は終わり。治療法はとにかくよく学び、よく遊び、よく食べて、よく寝る。以上！」


    「……また適当な診察だなぁ」


    「なに言ってるの。これほど、最高のクスリはないわよ」


    　こちらに向き直った佐さ和わ子こはにやりと笑って言った。


    「なんならミアとデートでも行ってきたら？　いい気晴らしになるんじゃない？」


    「……そういうのはいいって、俺は」


    「いつまで、そうやってあの娘こを避け続けるつもり？」


    　佐和子の唇くちびるは笑っているが、その目は怒ったように武尊たけるを見つめていた。


    「別におせっかい焼くわけじゃないけど、意地はってないですこしは向き合ってみなさい。あの子、学校でも話し友達がいなくて寂しがってるんだから」


    「あいつが？」


    　答えながら、ふと先日のミアの様子を思い浮かべる。


    　三階の踊り場で本を読んでいたミア。〝月高のヒーロー〟ともてはやされるミアだが、その彼女が特定の誰かと仲良くしているところを見たことがない。


    「みんなに頼られて、それでなんていうの？　変な距離ができちゃってるみたいね。あの子もあの子で忙しいみたいで、あまり学校の子とも関わりがないんだって」


    「……あいつ、友達つくるの下へ手ただからな」


    「あんたもだけどね」
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    　そのまま佐さ和わ子こは点滴を武尊たけるの腕から抜いた。ガーゼで刺し口を抑える。


    「ほら、もう元気にしゃべれるし、入院するほどじゃないでしょ。またなにかあったら、いつでも言いなさい。というわけで」佐和子は付け加える。「待合室にいる子には必ず声をかけていくこと」


    「待合室？」


    「いいから行きなさい。あんたの自転車は表に運んであるから」


    　武尊は佐和子に背中を押されて診察室を追い出された。


    　受付の明かりが消えた薄暗い待合室を見ると、ソファに一人の少女が腰掛けていた。


    　バッグを膝ひざに置いたミアが、こくりこくりと舟を漕こいでいる。


    　しばらくミアの寝顔を眺めていた武尊はちらりと後ろを振り返る。診察室の入り口から顔を覗のぞかせた佐和子がグッドラックとばかりに親指を突き立てた。


    　逃げ道は断たれている。仕方なく武尊は相手の額ひたいを小突いた。


    「……こんなとこで寝てたら、風邪ひくよ」


    「ふへっ？」


    　うっすらと瞼まぶたを開いた少女──ミアは、まだ覚かく醒せいしきってない頭でぼーっと武尊を見つめる。そのまま頰ほおを緩ゆるませ、笑顔になった。


    「…………あー、タケちゃん？」


    　しばらくして、スイッチが入ったようにミアの紺こん碧ぺきの目が見開かれる。慌てて口元のよだれを拭ぬぐい取り、居住まいを正す。それから二度、三度ごまかすように咳せき込んで言った。


    「お、おはようタケちゃん！　も、もう具合はいいの？」


    「ありがとう、おかげで助かった。ただの過労だって」


    「い、いえ、いえいえ、お構いなく」


    　相変わらずぎこちない会話が続く。


    　これでいい、と武尊は思う。


    　関係性は変わる。


    　失ったものは決して戻らない。もう自分たちは以前のような関係ではないのだ──。


    



    　──だがいま、お前さんの手からいちばん手放してはならないものが離れようとしている。そのことに、お前さんはまるで気づいていない。


    



    「どうしたの、タケちゃん？」


    　ミアが心配そうに顔を覗き込む。


    「いま、とても怖い顔してたよ……。やっぱりまだ体調よくないんじゃ……」


    「……ああ、大丈夫、だから」


    　きっぱりと武尊たけるは首を振る。確かに武尊とミアの関係は変わった。


    　だが、いったいなにが変わり、なにがそのままなのか、まだ武尊はわかっていない。


    　ならばこそ、確かめるのは必要がある。


    「……五〇円以上の借りができたな」


    　武尊はミアをまっすぐ見て、言った。


    「今回のお礼に、なにか希望はあるか？　できる範囲で努力する」


    　ミアはしばらくサンタを目の当たりにした子供みたいな反応で口をあんぐり開ける。


    「え、えと、そんな無理しなくても……でもせっかくの申し出だし……」


    　考えこむミアだったが、思いついたのか勢いよく手を挙げ、笑顔で答えた。


    「余は、月つき杜もりタワーでのデートを所望します！」


    



    
      ＊

    


    



    　３日後。


    　花か音のんは突然、紡つむ生ぎに呼び出され、加か賀が里りオデオンへとやって来た。


    　水色のロングワンピースに、つばの広い帽子を目ま深ぶかに被かぶる。最近外に出るときは帽子の着用が欠かせない。胸元にはロザリオを掲げている。


    「ああ、花音。こっち、こっち」


    　中に入ると、受付に座っていた紡生が手を上げる。


    「悪いわね、急に呼び出したりして」


    「いいえ、今日はずっと時間がありましたから。……でも、どうしたんですか？　相談したいことがあるだなんて」


    「ちょっと二代目のことで相談したくてね」


    　花音の身体からだに緊張が走る。


    　紡生は苦笑しながら、氷の入ったアイスカフェオレを渡した。


    「……立ち話もなんだし、あっちのソファで話しましょうか」


    「あ、はい……」


    　花音たちはロビーの古ぼけたソファに並んで座る。二人とも飲み物の入ったカップを手にしているが、どうしても口をつける気にはなれなかった。


    「葉は斗と子こと麻ま斗と子こは二代目のやり方に不満を持ってる。礼れ央おもそう。まぁ、あいつは無駄に騒いでるだけの感もあるけど。イカルガさんは……言わずもがなってところかしらね」


    「やっぱり、こないだの作戦ですか？」


    「そうね。作戦自体は成功だし、資金源も確保できたけれども……みんな、もっと目に見える成果が欲しいみたい。ネットじゃ、私たちのあげたガイムーンが倒れてる画像で盛り上がってるみたいだけど……こっちからしてみればそれがどうしたって話でもあるしね」


    　月つき杜もり市を守る正義の味方、ガイムーン。


    　どれほど追いつめても立ち上がる進化する異形。


    「……紡つむ生ぎさんはどうなんですか？　二代目ヘルヴェノム卿きようのやり方には反対ですか？」


    「判断を下すのはまだ早いと私は思う。実際、二代目の力は強大よ。まだ動き出したばかりだし、焦あせって成果を出しても、うまくなんかいきっこないわ。……ただ、その言葉で我慢するには、私たちはあまりにも負けが込みすぎたかもしれないけれどね」


    　紡生はブラックコーヒーの入ったカップを揺らしながら、花か音のんのほうを見る。


    「……だから私はいまのあなたの意志を確認しておきたいの、花音。いまのあなたが二代目をどう思っているのか、今後どうしていきたいのか」


    「それは……」


    　花音は言葉に詰まった。脳裏をよぎったのは、怪人エコールとして、自分はたくさんの人を傷つけた。どんなに正義を取り繕つくろっても、その事実は変わらない。


    「……許されないことをしているとは思っています。でも、私たちにはほかに選べる道なんてなかった。ヘルヴェノム卿の手を取るしか、地獄の生を選ぶよりほかなかった……」


    　我らの良き闘争。


    　花音はその言葉の意味は実感できていない。


    　戦わないと得られぬものがあると知りつつ、心のどこかで戦いを忌き避ひしている。


    「一方的に怪人オルタが悪だって決めつけられるのは、おかしいです……。先生も言ってたじゃないですか、私たちが人間だって証明するためにも戦わなくちゃいけないって。……そのためにヘルヴェノム卿が必要だと思います」


    「……人間ネイテイブも、怪人オルタも、等しく人間である、か」


    　紡生は寂しそうに繰り返した。


    　それは『異人塾』で十と雲ぐも教授が口癖のように繰り返していた言葉だった。


    「迷惑な話よね。いつだって先代が好き勝手やったツケを払わされるのは、現役世代なんだから。好戦的な第一種フアーストのせいで、次種ネクストは肩身が狭いったらありゃしない。先代のヘルヴェノム卿が平和主義者だったら、もっと気楽に私たちも生きていけたかもしれないのに」


    「……私たちみたいな人、ほかの街にはいないんでしょうか」


    「さあね。月杜市以外では聞いたこともないわ。逆に言うと、月杜市に閉じこもっていたからこそ、私たちは存在を許されたのかもしれないけど」


    　花音は冷たくなったカフェオレを飲み、考え込む。


    　ヘルヴェノム卿は言った。


    　新しい怪人オルタの未来に自分たちを導くと。


    　そこになら、花か音のんの求める答えがあるのかもしれない。


    　怪人オルタはなぜ生まれ、どこへ行くのか。この世界でどう生きていけばいいのか。


    　その答えを──。


    「ヘルヴェノム卿きようにはあまり期待はしないことね」


    　まるで心を見透かしたような紡つむ生ぎの断言に、花音は息を呑のんだ。


    「悪になりたくないというのがあなたの戦う理由なら、ヘルヴェノム卿が導くのはまったく真逆の未来よ。彼が背負っているのは絶対悪アルケマルスの称号、まあ、すくなくとも私たちに平穏をもたらすとは思えないわね」


    「アルケマルス……」


    　ふと花音は疑問に思った。


    「……そういえば、アルケマルスってどういう意味なんですか？　絶対悪、って意味は聞いてますけど、どこから来た言葉なのかよくわからなくて……」


    「え？　ああ、そういえば、なにかしらね……。いままで気にしたこともなかったけど……。っていうか、いまの流れで疑問に思うトコがそこなの？」


    「あ、すいません……どうしても頭に引っかかったもので……」


    「はは、いいわよ。花音らしいわ」


    　恥ずかしがる花音の頭を、紡生はぽんぽんと撫なでる。


    「……ま、結局、なるようにしかならないわ。ただ、用心はしてね。二代目がガイムーンと互角に渡り合うとこを示さない限り、リヴァイアサンの復活なんてありえない」


    「そう、ですね……」


    　しばらく話に花を咲かせた二人だったが、ふいに紡生がなにかを思い出したように口を開いた。


    「そうだ……。今日、花音に渡そうと思ってたものがあって」


    「私に、ですか？」


    「実は美術展のチケットをもらったんだけど、私はあまり興味なくてね。よかったらもらってくれない？　こういうの花音、好きだったでしょう」


    「あ、じゃあもらっておきます。このあと暇ひまだし、すぐ行ってこようかな……」


    「よし、決まりね。はい、チケット。楽しんでらっしゃい」


    　紡生は財布から一枚のチケットを取り出した。


    「月つき杜もりタワー美術館でやってる、『シュルレアリスムの世界』展ってやつよ」


    



    
      ＊

    


    



    　天羽あもうミアにとって、八年ぶりの月杜タワー来訪だった。


    　月つき杜もりタワーはＪＲ月杜駅の駅前に聳そびえ立つ高層二〇〇ｍの建造物であり、月杜市のシンボルとして市外の観光客からも広く親しまれていた。ちなみにタワーの中には美術館や水族館も併設されており、月杜市有数のデートスポットとしても活用されている。


    「……なーんでエレベーター乗るのにこんなに並んでるんですかねー」


    「混んでいるときに来ようとするからだろ」


    　武尊たけるとミアは現在、タワーの外で入場待ちの列に並んでいるところだった。


    　今日の武尊は黒のポロシャツにジーンズ。シンプルな服装だが、意外と大人びて見える。


    　しかし眼鏡めがねのダサさだけは頂けない。なんでこんなにダサい眼鏡を選んだのか首を傾かしげたくなる。まるで自ら野暮ったさを演出しているかのようだ。


    　一方ミアはデニムのショートパンツに、柄入りのＴシャツ、腰にジャケットを巻きつけている。肩にはポシェットを斜めがけしている。


    　日本へ戻ってきてから、私服姿で会うのは初めてのはずだ。どういう反応かここへ来るまでドキドキしていたのだが、あいにく武尊はまったくのノーリアクション。


    「それじゃあ行こうか、天羽あもうさん」


    　これだけである。相変わらず、『天羽さん』と他人行儀な呼び方だ。


    　武尊はいつも変わらない。高揚しているわけでもなく、淡々とミアと行動を共にする。


    　むくれるミアだが、ふと、列の傍そばを通りかかる女性が視界に入る。


    　つばの広い帽子を目ま深ぶかに被かぶり、水色のロングワンピースを着ていた。顔はよく見えないが、所作に品があり、つい見とれてしまう。あと盛り上がった胸にも。


    　どうやら武尊は美女のほうに気づいていないらしい。そのことになぜか安心しながら、ミアは女性が抱かかえていたチラシに興味を惹ひかれる。


    「……美術館で『シュルレアリスムの世界』展なんてやってるんだね、タケちゃん、あとでそっちも見に行ってみない？」


    「まだタワーにだって入れてないだろ。だいたい、絵に興味なんてあったっけ」


    「なにを。ちゃんと本物のモナリザだって見たんだから！」


    　ぴくりと武尊の眉まゆが動いた。お、これは反応あり？　と嬉うれしく思う半面、自分がモナリザに敗北したようにも思えて、ちょっと複雑な気分になる。


    「本物のモナリザってことは、ルーブル美術館？」


    「そうそう。すごいよ、『ダヴィンチ・コード』のまんまだったから！　やっぱりあの逆ピラミッドは見に行っておかないとなーって思いまして……」


    「六年前に街を出てから、ずっとフランスに？」


    　ミアは口を閉ざす。なにを武尊が気にしたのか、理解したからだ。


    　うん、と小さく頷うなずく。


    「ちょっと日本じゃ難しい手術しないといけなかったからさ。なんていうのかな、九死に一生？　みたいな。お父さんがね、昔フランスで仕事してた関係で、そっちにコネがあったみたいで。グローバルな父を持って正解でしたよ」


    　なぜか武尊たけるはひどく考え込むように眉まゆをひそめた。


    　列が大きく動き出す。ミアと武尊は黙ったまま、一緒にエレベーターへ乗り込む。


    　エレベーターの扉が閉じられ、静かに上昇を始める。気圧が変化し、鼓こ膜まくの奥がきゅっと閉まる感覚に襲われた。


    　やがてエレベーターの扉が開き、二人は展望台に到着する。


    「おお、すごい！　街が全部見える、見える！」


    　ミアはまっすぐパノラマ・ビューのほうへ駆け寄った。窓ガラスに広がる月つき杜もり市のパノラマの景色。ミアたちが生まれ、育った街が一面に広がっている。


    　隣に立つ武尊が神妙な顔で、街を眺めている。


    　思い切って、ミアは口を開いた。


    「近所なのにあまり来ないよね。小学校の遠足ぶりだけどさ、案外、ここからの景色は変わってないなぁ」


    「……昔の景色なんて、もう覚えてないよ」


    「そんなことない。ほら、あそこから汀てい子こ川のグラウンドが見えるよ。前来たときも、おんなじように見えて二人で騒いだじゃん」


    「……そうだったかな」


    「とか言って、タケちゃん。さっきグラウンドのあたりをずっと眺めていたよね」


    　武尊が虚をつかれような顔をする。


    「……せっかくデートしてんだからさ、タケちゃん自身の言葉が聞きたいな。いま、どう思っているのか、なにを考えているのか、なにを感じているのか。ダメ、かな？」


    　しばらく武尊はなにも答えなかった。それでもミアは辛抱強く待つ。


    　幼なじみがなにを言うのかを。


    「……天羽あもうさんはもう帰ってこないと思ってた」


    　武尊は呟つぶやいた。淡々としていながらも、しっかりとした口調で話し続ける。


    「思い出したくないことばかりじゃないのか、月杜市この街は」


    「……そんなわけないよ。わたしにとって、ここは生まれ故郷なんだから」


    　ミアは胸に手を当てて、断言する。


    「ママンの事件は忘れられないし、哀しいよ。でも、みんなと出会えたこの街を嫌いになんてなれない。本当はもっと早く帰りたかった。離れたくなんかなかったよ。それに……」


    「それに？」


    「……ううん、なんでもない」


    　これ以上は武尊にも話せない。


    　この街の平和を先代ガイムーンである父親から託され、いまは二代目ガイムーンとして活動しているなんて。


    　身体からだの手術を受け、父の仕事仲間から戦闘技術を叩たたきこまれ、正義の味方として戦う術すべを身につけた。そして月つき杜もり市に帰ってきてからの怪人たちとの戦いの日々。


    　この六年間は決して短くはなかった。


    　たしかに変わったところはある。


    　それでも、だ。


    「きっとこの景色を上から眺めれば、変わってないところも見つかる気がするんだ」


    　リヴァイアサン亡き後も、いまだに怪人たちの悪意は胎動している。


    　それでも、ミアの大好きな街はここにある。


    「大好きな人がいる、大好きな街だもの。きっと変わらないものがあるって、信じてる」


    「大好きな人、か」


    　武尊たけるにリピートされて、ミアは頰ほおが火ほ照てるように熱くなった。


    「ち、違うからね！　これはライク的な意味での好きで、ラブのほうじゃないから！　ホントだよ！」


    「なにを慌ててんだよ」


    「あ、慌ててなんかないもんっ」


    　もうミアは完全に混乱状態になっていた。テンパりながら、窓の街を指差す。


    「いやぁ、ホントにいい景色ダナー！　あっちってなにがあったっけー！」


    「ああ、あのへんは古こ辺へ流る区だな」


    　武尊はなんでもない口ぶりで言った。


    「三年前だったかな。あそこで大きな火事があったんだよ、覚えてない？」


    「火事？　どうだろ、そのときまだ帰ってきてなかったかも」


    「佐さ和わちゃんは、天羽あもうさんが帰ってきたのは春頃だったって言ってたぞ。火事があったのは冬だから、たぶん新聞でくらいは見てるんじゃないか」


    「そうなの？　だったらわたしもどこかで見た気が……」


    　途端に、ミアの脳裏に記憶がよぎった。


    



    　燃えるビル、倒れる人々、紅ぐ蓮れんの焔ほのおの中に立つ黒い髑どく髏ろ。


    　──我はアルケマルスI am Alchemuls.。


    　一切の温もりを感じさせない屍し者しやの声。


    　──我は忘れぬI do not forget.。　我は許さぬI do not forgive.。　我の来るのを震えて待てExpect me.。


    



    「天羽さん？」


    　ハッと、ミアは我に返った。


    　武尊たけるが心配げな瞳でこちらを覗のぞき込んでいる。


    　その目を見て、ミアの心は平穏を取り戻した。


    「ごめんごめん、今朝見たヘンな夢を思い出しちゃってさぁ。いやぁ、参った参った」


    「……ほんとに大丈夫？」


    「もう、そんな深刻にならなくても大丈夫だよ！　大したことないって」


    　いつまでも悪夢を引きずってなんていたくない。


    　さっさと話題を変えようとする。


    「それよりもさ、タケちゃんはもう一言、わたしにあっていいと思うんだけど」


    「もう一言？」


    「今日のこのカッコ、どう？」


    　言ってから、改めて気恥ずかしさが芽め生ばえる。すると武尊は口を開いた。


    「ああ、じつはさっきから気になってたんだけど」


    「なにっ!?」


    　慌てるミアに、武尊は下のほうへ視線を向けて一言。


    「……足、出し過ぎじゃない？」


    　直後、ミアのケツキックが地上二〇〇ｍで炸さく裂れつした。
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    　ミアと過ごす時間は瞬またたく間に過ぎていった。しかし不思議と武尊の体調は悪くない。つい先日倒れたのが噓うそみたいだ。


    　しばらく展望台を巡ったのち、武尊とミアは展望台に設置されたカフェテラスで休憩を取っていた。


    「うーん、絶景を肴さかなに食うゴハンはおいしいですなぁ！」


    「あんまり食べ過ぎると太るよ」


    「運動してるから問題なし！　新陳代謝でどうにかできるもん！」


    　無駄なところで意地を張るのは昔から変わらない。


    　ミアが帰ってきて以来、こんなに長い時間一緒に過ごすのは初めてな気がする。武尊の視線はつい、昔から変わらないミアの部分と、成長したミアの部分を探してしまう。


    　ますますミアは、亡くなったミアの母親に似てきたように思う。あの頃はちっとも想像できなかった大人の姿に、どんどん近づいている。


    「……こうして見るとタケちゃんって、意外とごついよね」


    　ふいにミアが手を伸ばし、武尊の腕をぺたぺたと触る。


    「帰宅部なのにずいぶん鍛きたえてるというか……。格闘技とかやってるの？」


    「……ちょっと最近、筋トレにはまってるだけだよ。っていうか、触りすぎじゃない？」


    「ほー、ほー、なるほどぉ、この上腕二頭筋はなかなか……ならば、腹筋のほうも──」


    「やめい」


    　なぜか鼻息を荒くし始めるミアの顔をぐいと押しのける。


    　呆あきれ返る武尊たけるだったが、なぜかミアは嬉うれしそうに笑い出していた。


    「タケちゃん、だんだん昔に戻ってきたね」


    「──気のせいだろ」


    「自分では気づかないものだよ。これで、あとは呼び名も戻してくれたらいいんだけど」


    「なにか言いましたか、天羽あもうさん」


    「……頑固だね、タケちゃんも」


    　ミアはため息をつきながら、視線が自然とテラスのパノラマ・ビューへ移る。


    　窓いっぱいに広がる月つき杜もり市を、物もの憂うげな瞳で眺める。


    「……不思議だよね、こうして見るとただの普通の街なのに。いまもこの景色のどこかに怪人が潜ひそんでいるんだよねぇ」


    「……やっぱり怪人は嫌い？」


    　しばらくミアは答えず、街の景色を眺める。彼女の手だけが、アイスティーのストローを回し続けていた。ころころとグラスの中の氷が回り続ける。


    「向こうに行って、意識が戻ってからしばらくはうなされてたよ。ママンを殺した怪人に身体からだを刺される夢ばっかり見て。こう、お腹なかのあたりとか、ブスッ、ブスッて何度も、何度も。その怪人が刺しながら口ずさんでいた曲がずーっと耳から離れなくてさ」


    　淡々とした声音でミアは告げる。無意識のうちにか、ミアの指先が胸元をなぞっていた。かつてそこにできた刺し傷と手術の跡を。


    　武尊の瞼まぶたに六年前のミアの姿がよぎる。緊急治療室で、チューブに繫つながれたミア。目を閉じて、ベッドに横たわるミア。


    「あの頃は怪人が怖かったし、なにより憎かった。わたしとお父さんからママンを奪った怪人が許せなくて……殺してやりたいって思ったよ」


    「……あの頃は？」


    「あれから結構鍛えましたから」


    　いきなりミアは拳を突きだす。


    　幾多の悪と戦ってきた拳から、武尊は目が離せなくなる。


    「わたしが本当に憎いのは、怪人じゃない。誰かの心を泣かせる『悪』そのものなの。だから、できるなら、怪人を『悪』に走らせているものと戦いたいって思った」


    「……そんなものとどうやって戦うつもりなんだ？　漫画やアニメじゃないんだ。わかりやすい『悪』なんてこの世界のどこにもいやしない」


    「それは……どうすんだろうね、わかんないや」


    　ミアは笑いながら、でもね、と続ける。


    「復ふく讐しゆうよりもさ、わたしは、わたしみたいな目に遭った人を放っておきたくない。そういう悲しみを祓はらう力になりたい。……昔、わたしがそうしてもらったみたいに」


    「……どういう意味？」


    　なぜかミアの顔は恥ずかしそうに紅潮している。


    　武尊たけるが不思議に思っていると、ごまかすように立ち上がった。


    「こ、この部屋、暑いね！　は、はは……わ、わたし、お手洗い行かないと！」


    　急に慌てたようにミアはテーブルから立ち去った。まるで照れている自分の顔を隠そうとするかのように。一人残された武尊は空からになったミアの椅い子すを眺める。


    　ミアがいない椅子には、可愛かわいらしいポシェットが置かれていた。


    　実行するならいまが好機か。


    　素早く武尊は椅子からポシェットを取ると、中に手を入れる。目当ての物はすぐに見つかった。ミアが愛用している白いスマートフォンだ。


    　躊躇ためらいなく武尊は画面をタップする。予想どおり、四桁けたのパスコードを要求される。


    　最初に武尊はミアの誕生日を入力した。『パスコードが違います』。次にミアの母親の誕生日を入力する。『パスコードが違います』。


    　このスマートフォンの仕様だと、三回連続で入力に失敗した場合、指紋認証が求められたはずだ。もう次は失敗できない。


    　熟考して、武尊は自分の誕生日を入力した。ロックが外され、ホーム画面へ遷移する。


    　武尊は素早く電話履歴を確認に移った。


    　電話履歴は〇件。受信メール、〇件。電話帳の登録、〇件。昨日、待ち合わせのために武尊は連絡を取っていたのだが、そのメールすらも削除されていた。


    　徹底的に個人情報が排除されたスマートフォン。まるで初めから武尊のように探りを入れてくる者の存在を想定しているかのようだ。


    　データは別にバックアップを取っているのか。あるいはもともと受信するだけで、ミアの側から連絡を取ることはないのか。


    　武尊は諦あきらめてミアのスマートフォンをポシェットにしまい、椅い子すに置く。


    　そのとき、ポケットにしまっていた武尊のスマートフォンから着信音が鳴った。


    　連絡先は『非通知』になっている。


    　いまだにミアは戻ってこない。


    　しばらく自分のスマートフォンを眺めていた武尊は受話器のアイコンを押した。


    「……もしもし」


    『人の携帯電話を盗み見るとは感心しないな、沖おき名な武尊たけるくん』


    　ボイスチェンジャーで変換された声。武尊はすぐに周囲に視線を巡らせた。


    　だが展望台は人が多すぎるため、それらしい人物を見つけられない。


    『あ、言っておくが、天羽あもうミアのスマホを調べても君が求めている情報は出てこない。いつもデータはまっさらにしておけと、あの子を教育してるんでね』


    「……いったいどちら様ですか」


    　受話口から聞こえる相手はおかしそうに笑った。


    『ガイムーンの協力者、とだけ伝えておこうか。少し君と話がしたいんだ。ちょっと私との世間話に付き合ってはくれないか、沖名武尊くん。いや、』


    　はっきりと確信を込めて、相手は断言した。


    『──二代目ヘルヴェノム卿きよう？』


    



    
      ＊

    


    



    　桜さくら井い花か音のんが展望台に上がったのは、ほんの些さ細さいな気まぐれからだった。


    　美術館から出ようとしたとき、直通エレベーターの列がなくなっていることに気づき、なかば誘われるようにエレベーターに乗り込んだのだった。


    　人でごった返す展望台に辟へき易えきとしながら、花音は一人で月つき杜もり市の景色を眺めて回る。


    　地上二〇〇ｍから見下ろす街はまるでミニチュアの箱庭のように見えた。


    「そういえば、あのあたりはまだ一度も行ったことがないですね……」


    　見たことのない建物、見たことのない川を発見するたび、花音は自分がまだ月杜市という街をなにも知らないことを思い知らされる。


    　試しに花音は自分のスマートフォンを取り出し、画像を撮影した。だが、数枚撮ったところでスマートフォンの電池が切れてしまった。美術館の中でも撮影可能な展示物があり、つい画像を大量に撮ってしまったためだ。スマートフォンの電池の消費は早い。


    　仕方なくそのままパノラマの景色を肉眼に焼きつけるように努めた。


    　もともと花音は月杜市の生まれではない。


    　中学への進学に伴ともないこの街を初めて訪れ、そして怪人オルタの仲間たちと出会った。


    　紡つむ生ぎとの出会い、『異人塾』での出会い、自分たちを教え導いてくれた十と雲ぐも教授を喪うしない、その後、紡生の計画に賛同したフレイガやイカルガと出会い──。


    　そんなことを考えながら歩いていた花音はふと視界に入ったものに気づく。


    　柱の傍そばで所在なくうろうろしている男の子。


    　まだ五歳くらいだろうか。泣きじゃくりながら、おろおろと周りを見渡している。


    　ほかの大人たちはまるで腫はれ物に触るように遠巻きにしていた。


    　どうしようか花か音のんが迷っていると、男の子がこちらと目が合った。もう逃げられない。花音は意を決して、男の子に近づいた。


    「えーと、どうしたのですか？　迷子、でしょうか」


    　おずおずと花音は尋ねる。すると話しかけられた男の子はタガが外れたように顔をくしゃりと歪ゆがめた。慌てて花音は止めようとするが、もう遅い。


    「うあああああああああん！　うっぐ、ひっく……!!」


    「ま、待ってください……！　ええと、落ち着いて……落ち着いて……！」


    　凄すさまじい泣き声に、花音もパニックになる。人質を黙らせるのとはわけが違う。人間ネイテイブ態のときの花音はどこまでも非力だった。


    　すっかり花音が困り果てていたそのときだ。


    「ボク、どうしたんだい？　わたしに話してごらんなさい」


    　男の子の目の前に、どこからかマスコット人形が突きつけられた。


    　月つき杜もりタワーのマスコットキャラ『ルーナちゃん』だ。食い入るようにルーナちゃんを見つめる男の子は泣くのも忘れてしまっている。


    　人形を手に持っているのは自分と、おなじ年頃の深く蒼い瞳をした少女だった。


    「困ったことがあったらなんでも聞いてくれ、わたしが力になるぞ！」


    　ルーナちゃんを介して、少女は優しく男の子に語りかける。すると男の子はしゃくりあげながらおずおずと話しかけた。


    「ママが……いなくなっちゃって……どこにもいなくて……」


    「じゃあわたしが一緒に捜してあげよう！　あそこの迷子センターに行ってみるのだ！」


    　子供の扱いに慣れているのか、あっという間に少女は男の子とコミュニケーションを取る。


    　花音は柱にあった展望台の地図を確認した。それによると迷子センターはここから反対側のセクションにある。


    　そっと花音は少女──ミアの耳元で話しかけた。


    「……あの、大丈夫ですか？　迷子センター、結構離れてますけど……」


    「平気です、連れにはスマホで連絡を取れば……って、そうか、ポシェットの中だった……」


    　しまった、とばかりにミアは視線をさまよわせるが、すぐに気を取り直す。


    「うん、でも全然問題ありませんよ。ちょっとくらい待たせても怒ったりはしませんから」


    「そうですか……？」


    　ふと花音の頭にある思いつきがよぎる。


    　あたりを見回した花音は左耳を押さえると、ミアや男の子からは見えないように横を向いた。


    　帽子と長い髪に遮さえぎられている。見えることはないはずだ。


    　そのまま花音は頭の中でメロディを想起した。


    　チャイコフスキーの『白鳥の湖』の序奏、幼い頃から耳に馴な染じんだ曲に意識を集中させる。


    　花か音のんの左耳が熱を帯びる。活性化したオルタ神経節がオルタ細胞を生成し、左耳に外装器官を造り出す。


    　すべての怪人オルタは変身の際に、それぞれ固有の変身儀式セレモニーを持つ。これは日常生活においてむやみに怪人オルタ態へ変身しないための心理的ブレーキであり、この行動手順を踏まえることで変身が安定するという側面もあった。


    　さらに変身に熟練した怪人オルタであれば、身体からだの一部だけを怪人オルタ化し、身体能力を強化できた。


    　花音の場合は、『白鳥の湖』のメロディを想起し、集中する行為が変身儀式セレモニーとなる。


    　完全な怪人オルタ態への変身には、音楽プレイヤーに録音したベルリン交響楽団による『白鳥の湖』を聴かねばならないが、限定的な変身であれば想起だけで事足りる。


    　外装器官により、聴力は常人の一〇〇倍に拡張される。鼓こ膜まくを震ふるわせる情報量が一気に増大し、幾多の声が流れ込む。


    　しかし花音はそれらの声に惑わされないよう、慎重に意識のフィルターをかけた。


    　響く声の群れから、花音は求める声を『検索』する。


    



    　ねえ、家があるのはあのへん？　もう景色飽きたー、カラオケ行こうぜ。おじいちゃんへのお土産はこれでいいかしらね？　はい、部長、その件ですが。君のことが好きなんだ……。エレベーター、耳がキーンとするね。ウサムーン買って！　ねえ買って！　無理、高すぎて景色見れない……。マーくん、どこ！　マーくん！


    「マーくん？」

  


  [image: ]


  
    　聞こえた名前を復唱すると、男の子がビックリしたように反応した。


    　花か音のんは声の方向を見やってから、ミアと男の子のほうに振り返った。


    「あの、たぶんお母さんがいるのはあっちです。いま、声が聞こえたので……」


    「え？　本当ですか？　なにも聞こえませんでしたけど……」


    「はい、えっと、ついてきてください……」


    　帽子を斜めにし、左耳を隠してから、花音は二人を案内する。


    　不安そうについていく男の子だったが、突然弾かれたように走りだした。


    「ママ！」


    　うろうろしていた女性が男の子を見つけ、安あん堵どした顔で抱きしめた。


    「もう、なにやってるの、マーくん！　離れちゃダメって言ったでしょ！」


    「あのね、あそこのおねーちゃんたちがママをみつけてくれたの」


    「それは……申し訳ありません、なんとお礼を言っていいのか……」


    　恐縮したように深々と頭を下げる女性に、花音もミアも慌ててしまう。


    「あ、いいえ、こちらの方がマーくんの相手になってあげていたので……」


    「わたしなんて全然、全然！　あなたのおかげでお母さんも見つかって……」


    　花音とミアはお互いに譲り合う。それがとてもおかしくて、顔を見合わせた二人、それに女性のほうもぷっと吹き出してしまう。


    「どっちのおねーちゃんもありがと！　またね！」


    　手を振る子供と何度もお辞儀する女性を見送り、花音はほっと息をついた。


    「……あの、美術展、どうでした？」


    　いきなり自分の行動を言い当てられ、花音はびくりと身体からだを震ふるわせた。


    　ミアは慌てて、手を振る。


    「あ、ご、ごめんなさい！　そのチラシ、美術展に行ったんですよね？　わたしもちょっと気になってたんで」


    　花音が抱かかえているパンフレットを指差され、胸を撫なで下ろす。すこし過敏に反応し過ぎたのかもしれない。


    「とても良かった、です……けど、これの開催、今日までだから……」


    「あー、そうなんですか、残念……。ちょっとタイミング逃しちゃいましたね」


    　肩を落としながらも、すぐにミアは屈託のない笑顔になる。


    「お姉さん、すごく耳がいいんですね。本当に助かっちゃいました。お母さんも無事に見つかったし、そのおかげでタケちゃ……連れも待たせずに済みましたし」


    「あ、いいえ、あの、こちらこそ助かりました……私一人ではどうあやせばいいのかわからなかったもので……」


    「子供はまず警戒を解いてあげるのが一番です。敵じゃないってことを伝えてあげれば、安心してくれますよ」


    「敵じゃ、ない……」


    　花か音のんは先日のバスジャックと、ホテルの事件を思い返した。


    　ここ最近、ずっと花音は子供や女性に『敵』として接し続けていた。ひょっとしたら、あの子供はそんな花音の『敵』としての部分に気づいてたのではないか。


    　いまこの少女の目に、自分はどう映るのだろう。


    「それじゃ、わたし、そろそろ戻りますね。では、またどこかで！」


    　疾しつ風ぷうのように現れて、疾風のように去っていくミアを見ながら、花音はくすりと笑った。


    　あんな少女と友達になれたらきっと世の中は楽しくなるに違いない。


    　また一人に戻った花音はあたりを見渡し、柱の陰に隠れる。


    　この光景を紡つむ生ぎが見たら、えらい剣幕で[image: ]しつ責せきされるだろう。それだけ、怪人オルタにとって人前で変身することはタブーの行為なのだ。


    　それでも人助けで使うのなら、悪くないのではとも思ってしまう。意外とバレない、ということを花音は幾度かのタブー破りの経験で熟知していた。


    　怪人オルタ態から人間ネイテイブ態への切り替えは、比較的簡単に行える。人間ネイテイブ態時の自分の姿を思い浮かべる、ただそれだけでいい。そうやって花音は左耳の外装器官を解除しようとした。


    　だからその言葉が飛び込んできたのは、本当にただの偶然だった。


    



    　──二代目ヘルヴェノム卿きよう──


    



    　心臓が止まりそうになった。


    　展望台の群衆にすぐ目を向ける。ヘルヴェノム卿だけならまだ、市民にも浸透した名前だ。誰かがその名を口にしたのだとしても不思議ではない。


    　しかしそこにわざわざ『二代目』をつける人間がいるとしたら、それは何者だろう。


    　花音は慎重に耳を隠しながら、意識を集中させる。


    　いまの名前を口にした人間がどこにいるのか探り当てるために。


    



    
      ＊

    


    



    「……人違いではありませんか？　間違い電話は承うけたまわっておりませんが」


    『今さら何をトボける？　君もヒドい奴だね。ガイムーンのことを探るために、幼なじみの好意を利用するだなんて』


    「申し訳ありません。私も時間がありませんので用件から先にお願い致します」


    『ヘルヴェノム卿きようを名乗るのはやめたまえ。いま接触している怪人オルタたちからも手を引くんだ』


    「その提案は承服致しかねますね。代わりのプランを提示していただかないと」


    『幼なじみと幸福な高校生活を送れ。それが君にとっての最善の選択だと思うが』


    「もしも承服しない場合はどうなると？」


    『私がこうして君の電話にかけていることの意味を考えたまえ。いまの君にとって最も望ましくない行動を選択するなんて簡単だ。たとえば、彼女に君の秘密を伝える、とか』


    「……早急に決定するような案件ではないかと存じますが」


    『懸命な選択を期待するよ、沖おき名な武尊たけるくん。私は君と彼女の幸多い未来を望んでいる』


    



    「お待たせ、タケちゃん！　いま、そこのショップでこの子ルーナちやん見つけちゃってさ。可愛かわいかったから、思わず買っちゃった！　どう『ルーナちゃん』？　どう、どう？」


    「……ああ、可愛いんじゃないか」


    「それでさ、タケちゃん。このあとなんだけど……」


    「ごめん、天羽あもうさん。このあとはなしだ」


    「えっ？　なんかあったの？」


    「……ちょっとトラブルが。すぐに戻らないといけなくて」


    「それ、いまじゃないとダメ？」


    「ああ、本当にごめん」


    「う、うん、わかったよ……あのさ、タケちゃん」


    「なに？」


    「……今日は、楽しかった？」


    「……ああ、」


    



    　とても楽しかったさ。
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    　夕方。


    　ミアと別れた武尊はＪＲ月つき杜もり線を使い、ある駅で降りた。


    　そのまま勝手知ったる道を歩き続けていると、目当ての建物に出くわした。


    　武尊がドアノブに手をかけると、すんなり曇りガラスのついた扉が開く。


    　この建物の開錠時間はいやというほど知っている。今日は休みのはずだが、それでも開錠時間を定め、急な用件にも対応できるようにしているのだ。


    　薄暗いロビーを進むと、そのまま部屋の扉を開き、明かりを点つけた。


    　幼い頃から何度も見てきた部屋。薬品の匂におい。整然とされた棚にはいくつもの薬瓶が並べられている。医療雑誌が置かれた机に交ざる、一体の〝厄やく除よけうさぎ〟。


    「なにやってんの、武尊たける」


    　振り返ると、扉の傍そばに家主の水みず町まち佐さ和わ子こが立っていた。


    　いつもの白衣ではなく、珍しく外出着を着ている。


    「やあ、佐和ちゃん」


    「もう、『やあ』じゃないわよ！　ビックリするじゃない！　これ、下へ手たしたら不法侵入よ！」


    「開いてたから入っただけだよ」


    「あれは休診日に来る患者さんのため！　ちゃんと扉にベルを置いてるでしょ！　っていうかあんた、デートはどうしたの？」


    「行ってきたよ。展望台でぐるっと景色を眺めただけだけど」


    「それだけ？　ったく、なにやってんのよ。デート後はちゃんとレディを最後までエスコートするのが礼儀ってものでしょうが」


    「いや、佐和ちゃんに謝っておきたいことがあってさ」


    　武尊は〝厄除けうさぎ〟を拾い上げると、普段は机に接しているお腹なかの裏面を見せた。


    「？　〝厄除けうさぎ〟がどうかしたの？」


    「ここ、丸く傷が入ってるでしょ？」


    　裏面にできた傷を、武尊は指先でなぞる。キュッと小気味よく擦こすれる音がした。


    「佐和ちゃんに渡す前にちょっと細工をしていたんだ。この〝厄除けうさぎ〟、ＵＳＢに繫つなげて目を光らせるだけだったでしょ。だから中身は空洞になっていて、ほかの部品を入れるスペースが随分あるんだよ。たとえば、」


    　わざと武尊は区切りを入れた。


    「接続してるパソコンのデータを閲覧するプログラムの仕込まれたメモリとか、ね」


    　佐和子の顔色が変わった。


    　まるで致命的な秘密に足を踏み込入れられたかのように。


    「佐和ちゃんのメール、ほとんどは医療機関とのメールだけど、ガイムーンが出てきた日には頻繁にミアと連絡をやりとりしてるよね。あのバスジャックとか、ホテル火災の日とかさ」


    「……なんの話？」


    「ガイムーンの強化された肉体の調整、発生した怪人オルタたちの犯罪の情報伝達、なにより天羽あもうミアに施ほどこされた改造手術。それにバスジャックの当日、ガイムーンをサポートするように行われた無線のジャミング。これらはすべてガイムーンの背後に巨大な組織があるのを意味している。あなたは俺を出し抜いたつもりかもしれないが、俺もあなたの正体を知っていた」


    　だんだん武尊の声から感情が消えていく。


    　診察室にかけられたハト時計の針を刻む音がやけに耳に響いた。


    「さっきの電話、佐さ和わちゃんだよね？　水みず町まち佐和子、ガイムーンの協力者さん？」


    「……わざわざ口調まで変えたのに、私も甘かったか」


    　佐和子は髪をくしゃりと摑つかむと、ポケットからタバコの箱から一本取り出し、火を点つける。


    「……いつから私のこと気づいてたの」


    「ミアは毎週、汀子ＦＣの練習のあと、ここに立ち寄っていた。普通、健康診断でも毎週は通わないでしょ？　ガイムーンの特殊な身体からだを維持するのなら、定期的に医療機関に身を寄せる必要がある。簡単に目星はつけられるよ。そっちこそ、どうして俺のことを？」


    「……バスの事件の日、怪人がミアにした質問。『頭のいいハツカネズミをどう思うか』なんて、その日、ミアが借りてた本を知ってる人間じゃないと、できない質問よね？　そんなことができるのは、ミアがあの本を借りたことを知っていた図書委員さん、つまりあんたよ」


    「なるほど。あの質問はさすがに絞り込みやすすぎたか」


    「ふん、そういうとこが可愛かわいくないのよ。ミアは疑いもしてないけどね」


    「天羽あもうさんは素直すぎる。まだヘルヴェノム卿きようの復活にも気づいてないみたいだし」


    「あの子自身が倒した相手だからね。信じられないのもあるんでしょ。ましてやあんたがそのヘルヴェノム卿だなんて、想像すらしていない」


    「佐和ちゃんが繫つながっている組織は？　──【財団】はこのことを知ってるの？」


    　今度こそ、佐和子は意外そうに目を見開いた。


    「呆あきれた……そこまで摑んでいたの……？」


    「名前だけは、ね」武尊たけるは冷たい声音で言った。「活動目的も不明の、謎に包まれた組織。そいつらが天羽ミアにガイムーンの力を授けた。先代ガイムーンだった天羽ミアの父親と協力し、当時規模を拡大しつつあったリヴァイアサンへの抑止力とするために」


    　武尊は〝厄やく除よけうさぎ〟を机の上に置いた。


    「【財団】のこと、どこまで知っている？　なぜあいつのガイムーン活動に協力するんだ？」


    「……素直に私が答えると思ってる？」


    「答えなければ、水町佐和子とガイムーンの繫がりを月つき杜もり市じゅうの怪人オルタにリークする」


    　佐和子の目が険しくなる。


    　だが静かな怒りの籠こもった視線を、武尊は平然と受け止めた。


    「ガイムーンは怪人オルタたちにとって憎悪の対象だ。そんな連中に、ガイムーンに協力している者の名前を晒さらせば、どんなお祭り状態になるだろうね。彼らは血に飢えている。勝利に飢えている。なにが起きるかは想像に難くない」


    「……お互い様だってわかってる？　あんたがその引き金を引いた瞬間、私もただちに【財団】に二代目ヘルヴェノム卿のことを伝えるわよ」


    「そうしたら、きっとこの街すべてを巻き込んだ闘争が始まる。正義が勝つか、悪が勝つか。いかにもこの街には似合いのシチュエーションじゃないか」


    　佐さ和わ子こと武尊たけるは睨にらみ合う。


    　お互いに見えない銃口を突きつけ合う。


    　トリガーを引いたら最後、月つき杜もり市を地獄へたたき落とす、致命的な銃口だ。


    　とうに武尊は覚悟を決めている。この手はとっくに血で汚れている。


    　たとえ佐和子が相手でも、躊躇ためらいはしない。


    　しばしの沈黙の末、佐和子は唐突に口を開いた。


    「……バカバカしい。やめよ、やめ。意味のない手札を切っても仕方ない」


    「意味がない？　なにを言ってんのさ、佐和ちゃん──」


    「あんたが二代目ヘルヴェノム卿きようになったのは、ミアを守るためでしょ？」


    　武尊は意識して呼吸を平穏に保った。動揺が表に出ないように努めながら。


    「……なにそれ。どんな冗談？」


    「たとえばあのホテル火災の事件」


    　佐和子は畳みかけるように言った。


    「一見すると、ガイムーンを狙ねらった事件に思えるけど、あれの本当の狙いはあの被害者の女子高生に怪人オルタへの恐怖心を植えつけるため、かしら。彼女とミアは対立していた。だから、あんたは天羽あもうミアに、彼女が『倒すべき悪』ではなく、『助けるべき弱者』だと認識させたかった」


    「……言っている意味がよくわからないな」


    「すべてはあの流星ゼミナールの事件を再発させないため。そうでしょ？」


    　武尊の背中にぞくりと寒気が走る。


    　三年前に目撃してから拭ぬぐいきれない悪夢。


    　燃えるビル、転がる死体、そこに立つ紅きガイムーンと、血に濡れたヒーローの拳──


    「……あの事件の主犯は二代目ヘルヴェノム卿だ。俺の手で殺した」


    「ごまかしても無駄よ。【財団】はとっくに真相を摑つかんでいる。あの件があったから、わざわざあの子に拘こう束そく具ぐをつけさせたくらいだし」


    「拘束具？」


    「知らなかった？　ガイムーンが装着しているベルト、あれは防御のためではなく、あくまで暴走する力を抑えるためのもの。あんただって知ってるはずよ。あの子の正義の力は、制御されるべきものだって」


    　佐和子は短くなったタバコを携帯灰皿に突っ込む。


    「あの流星ゼミナールの被害者、講師と生徒八人を殺したのは、あんたじゃない」


    　気を落ち着かせるように佐和子は白い煙を吐いた。


    



    　──復ふく讐しゆうよりもさ、わたしは、わたしみたいな目に遭う人を放っておきたくない。そういう悲しみを祓はらう力になりたい。……昔、わたしがそうしてもらったみたいに。


    



    「正義の味方であるガイムーン──天羽あもうミアがあの八人を殺した」


    



    
      ＊

    


    



    　武尊たけるの首筋に冷たい汗が流れる。


    　悪夢の記憶が蘇よみがえる。


    　壁にこびりついた血けつ痕こん、頭を砕かれた死体、むせ返るような血の臭い。


    「……怪人は変身の際、固有の変身儀式セレモニーを持つ。【財団】はミアにオルタ細胞を生成する神経節を移植し、怪人に対抗できる力を与えた。そしてガイムーンに切り替わるための心理的ブレーキとして、あるマインドセットを施ほどこしたの。すなわち、『他者に対する悪意に反応せよ』」


    　佐さ和わ子こは机からカルテのファイルを取り出した。


    　英語で書かれたファイルに記されているのは、ミアに関する膨大なデータだろう。


    「怪人にはね、人間を心理的に圧迫する性質があるの。だから、人間は怪人に生理的な恐怖感を抱き、『悪』と認識する。【財団】がガイムーンにそういうマインドセットを施したのは、ガイムーンの力を怪人たちに向けるためよ。自分のために力を振るえないようにし、人々を恐怖させるリヴァイアサンへの抑止力としてガイムーンを行使するために……。けど、ここで想定外の問題が発生した。


    　二代目ガイムーンが初代ヘルヴェノム卿きようを倒し、リヴァイアサンを壊滅させてしまったの」


    　抑止力どころではなかった。


    　ガイムーンの力は、月つき杜もり市のパワーバランスを一変させてしまったのだ。


    「なんて言うのかしらね、新連載のバトル漫画でいきなりラスボス倒して最終回を迎えちゃった感じ？　もちろんそれならそれで問題がない。倒すべき悪を失ったヒーローは、そのまま日常に帰ればいい。私も、ミア自身も、その結末を願っていたはずよ」


    　だがリヴァイアサンの没落は、月杜市に一種の空白地帯を生み出した。


    　空白になった悪のポジションを埋めるのはいつだって、新しい悪なのだ。


    「……リヴァイアサンを倒したあとだったかしら。ガイムーンとしての活動頻ひん度どが少なくなっていたミアに、高校生の友達ができたの。その友達が、例の流星ゼミナールに通っていたのだけど、有名大学への進学率トップを誇っていたその予備校にはある問題があった……」


    「生徒と講師を中心にした、未成年へのドラッグ密売と売春斡あつ旋せん」


    　答えたのは武尊だった。


    「殺された八人は、そのグループの中心メンバーだった。違う？」


    「本当に、なんでも知っているのね……」


    　佐さ和わ子こは観念したように、首を振った。


    「ええ、そうよ。そして、ミアの友達はグループの使い走りをやらされていたの。友達は、ミアになにも言わなかったみたいだけど、ミアはなにか勘づいたみたいでね。あの子って、その辺の勘が鋭いでしょ？　それで探りを入れて、予備校でなにが行われているのかを知ったみたい。そしてあの日、事件が起きた……」


    　なにかをこらえるように顔をしかめ、佐和子は言った。


    「もともと友達はグループから抜けようとしていて、警察にグループのことを伝えようとしていたらしいんだけど、それが向こうにバレちゃったの。いわゆる制裁よね。半はん死し半はん生しようの重傷を負ってね。そして悪いことに、ミアはその現場に居合わせた」


    



    　あの日の光景を、武尊たけるは一日たりとも忘れたことがない。


    　それは武尊が初めて『正義の味方』としての幼なじみを目の当たりにした日。


    



    「本来、ガイムーンは怪人に対抗するための力よ。それはミアだってわかっていたし、使うつもりなんてなかったはず。でも、人間の悪意と、それに怯おびえる友人の姿を目の当たりにし、ミアのトリガーが外れてしまった」


    



    　来きたるべき日に備えて、準備はしていたはずだった。


    　リヴァイアサン壊滅を知り、幼なじみの正体とリスクを知った武尊はミアには気づかれないうちに、すべてを止めるつもりでいた。


    



    「そしてミアはガイムーンとなり──」


    



    　だが、間に合わなかった。


    　武尊が現場についたときには、もうなにもかもが終わっていた。


    



    「『悪』であるグループの人間たちを殺したの」


    



    　佐和子はなにかを抑えるように言う。


    　そこに内包された事実のおぞましさと、悲劇と、痛みをこらえるように。


    「……ミアには、事件当時の記憶がない。ミア自身にも制御できなかったのよ。おぞましき悪の側面を目の当たりにしたとき、人間でも怪人でも、『正義の鉄てつ槌つい』が振るわれる。悪意に自動的に反応し殲せん滅めつする、正義を遂行する機械。それがいまのガイムーンであり、天羽あもうミアなの」


    　悪の定義はなにか。それは時代によっても、立場によっても異なる。


    　だからガイムーンは、天羽あもうミアは、特定のイデオロギーのために戦ったりはしない。


    　ガイムーンは『正義を照らす白き月光』。泣いている弱者のために動く。


    　彼女は誰かの心を脅おびやかす『悪』を許さない。


    　人間ネイテイブや怪人オルタの区別なく、平等に裁きを下す。


    「……人間なんて誰も彼もがクズみたいなもんよ。他人を蹴け落とす『悪』の面があれば、誰かを慈いつくしむ『善』の面を持つ。漫画やアニメとは違う。『正義』が倒す、『絶対』の悪なんてものはこの世界のどこにもありはしない。──だから、あんたはなった」


    　佐さ和わ子この目が、憐あわれむように武尊たけるを見つめる。


    　まるですべてを見通しているかのように。


    



    「この街の絶対悪、ヘルヴェノム卿きようにあんたはなったのよ。正義のヒーローとして生きるしかない天羽ミアを守るために。ガイムーンの暴走を抑えるための、絶対の敵となるために」


    



    　武尊たけるは否定しようとして、そしてやめた。


    　佐和子は幼い頃からずっと武尊とミアを見てきているのだ。ごまかしは通用しない。


    「……どうしてあの日、あんたはあの現場にいたの？　そもそもヘルヴェノム卿の力を、いったいどうやって──」


    「俺がそれを素直に話すと思う？」


    　まだ佐和子は自分の力の出所についてはなにも知らない。ならば、これをカードに交渉を進めるべきだ。佐和子がなぜ【財団】にいるのか。なにを企たくらみ、どこまで知っているのか。


    　己おのれの手札を考えていたそのとき、


    「ミアをもとに戻す方法はまだ見つかっていない」


    　まるで武尊の問いを先回りするように、佐和子は遮さえぎった。


    「一度、植えつけられたマインドセットは簡単に解除できない。それはミアの肉体と深く結びついてしまっているから。下へ手たな治療を施ほどこせば、最悪、天羽ミアの人格は崩壊する可能性もある。だから私は、【財団】に協力しながら、もとに戻す方法を探っているの」


    「……佐和ちゃんは【財団】の人間じゃないの？」


    「正確には違う。ガイムーンの調整役として、【財団】から依頼されたってところかしらね。だからごめん、【財団】がなにかは私もよくわかっていないの」


    「……噓うそをついていないって証拠は？」


    「信じて、としか私には言えない。……それに、あんたには情報のリークなんてできない」


    「それは、希望的観測でしょ」


    「だったら、なんで私の正体を知ったとき、すぐに攻めてこなかったの。あんたが動いたのは、今日の私の脅しがあったからでしょ？　あんたには秘密を知った人間であろうと殺すことはできない。悪を名乗るには、あんたは優しすぎる」


    「挑発のつもりならやめときなよ」


    「あの子のケータイ見たんでしょ？　だったら、暗証番号も当然知っているわよね？」


    「……ああ」


    　武尊たけるは月つき杜もりタワーの一件を思い出し、呆あきれて首を振った。


    「やっぱりバカだ、あいつ。俺の誕生日なんて、設定してどうすんだ」


    「それだけ大事に想ってんのよ。あんたがミアを想うのとおなじくらいに」


    「……言ってる意味がわからない」


    「またごまかすつもり？」


    「まだ保護者ぶるつもり？　俺と佐さ和わちゃんは敵同士だ。俺はガイムーンの敵だ。天羽あもうミアの敵なんだ。敵にならなくちゃいけないんだ」


    　だってミアのことを全部知っている人間は武尊しかいない。


    　いまのミアを助けられる人間は武尊しかいない。


    「街の人がヒーローを受け入れているのは戦う相手が怪人オルタっていう怪物だからだ。もしもその矛先を人間に向ければ、今度はヒーローが怪物になる。だから誰かが怪物にならなくちゃいけない。ヒーローと対たい峙じする怪物にならなくちゃいけないんだ」


    「だからって、あんたがなる必要はない」


    「俺しかいない。俺しかいないんだ。俺は止められなかった。あの日、知っていたのに俺は止められなかった……」


    　この六年間は決して短くはなかった。


    　あまりにも、あまりにも多くのことを武尊は学び、体験しすぎた。


    　祖母である先代ヘルヴェノム卿きようとの出会い、武尊に贈られたＡＣＭシステム、天羽ミアの帰還と二代目ガイムーンの凱がい旋せん、壊滅した禍か嶽がく社しやリヴァイアサン。


    　武尊も、ミアも、あまりに多くのものが変わってしまった。


    「知ってたよ、俺は。全部知ってた。三年前にミアが帰ってきていたことも、ガイムーンとしてリヴァイアサンとヘルヴェノム卿を倒したことも、ガイムーンの身体からだにあった暴走のリスクも全部知っていた。けど、間に合わなかった……」


    「あんたのせいじゃないでしょ」


    「けど、俺が、俺だけが止められた。いまだってそうだ。俺しかいないんだ。どうせ誰かが犠牲になるんだったら、俺がなるのが一番──」


    　いきなり武尊は頰ほおを殴られた。


    　よろけた拍子で机にぶつかりそうになるが、そのまま胸ぐらを摑つかまれる。


    「私が怒ってるのはね、武尊。あんたが最初から、自分の幸せを放棄しようとしてるからよ。自己犠牲のつもりでミアを助けようとしているのかもしんないけどね、そういうのなんていうか教えてあげましょうか？　自己満足クソヤローっていうんだよ！」


    　佐さ和わ子この怒鳴り声が、武尊たけるの全身を強く打った。


    　思考の手綱を取ろうとする。


    　心を殺そうとする。


    　だが、手綱で御する前に、言葉が口を衝ついて出た。


    「……なら、どうしたらよかった？　どういう選択をすれば、正しいってことになるんだ。だって、ミアはもうとっくに幸せなんて摑つかめないのに」


    　想いがあとから溢あふれてくる。


    　まるで堰せきが決壊しように。


    　この六年間、封じ込めていた彼の罪が溢れ返ってくる。


    「なんでだよ、なんでミアじゃなくちゃいけなかったんだ。あいつはただの泣き虫で、弱虫で、ヒーローでもなんでもない、どこにでもいる女の子でっ、それなのにガイムーンなんてものを押しつけられて。正義の味方？　じゃあ、そいつの味方はどこにいんだよ……天羽あもうミアの味方はいったいどこにいんだよっ」


    　佐和子が黙って、武尊の言葉を待つ。


    　彼の罪の告白をすべて受け入れようとするように。武尊は言葉を止めなかった。告白を止めなかった。


    「怖いんだよ……俺は一度、ヘルヴェノム卿きようとしてミアとぶつかった……。だから俺と話していたら、そのうち正体がバレるんじゃないかって……それどころか、いままで封じていた記憶を全部思い出しちまうんじゃないかって……。それが怖いんだ……とにかく怖いんだ！」


    　だから武尊はミアを避けた。


    　武尊をきっかけに、すべての秘密が暴かれてしまうのが恐ろしかった。


    「それなのに……あいつはいつも、俺に構おうとして……。入学式の日も、俺のもとへ嬉うれしそうにやってきて……。もう、俺たちの関係は、変わったのに……」


    　本当は、笑いかけたかった。本当は、再会を喜び合いたかった。


    　だが、もう武尊は変わった。変わってしまった。


    　そんな幸せを摑む権利なんて、武尊にも、ミアにもない。


    「……バカだね、あんたも」


    　ふわりと武尊は温かいものに抱きしめられる。


    　佐和子が力強く、武尊を抱きしめながら、耳元で告げた。


    「……私たちがいるじゃない。私とあんた、二人でミアを守るのよ」


    「二人、で？」


    「私もあんたとおなじ。ミアを助けたいの。ヒーローなんかじゃない、普通の女の子として生きてほしい。願いはおなじよ」


    　佐さ和わ子こが優しく頭を叩たたいた。


    　汀てい子こＦＣの試合で負けて悔し泣きしていると、よくこんなふうに叩かれたのを思い出す。ちょっと荒っぽい優しさはまったく変わっていない。


    「私はあんたにミアの敵になんてなってほしくない。二人にはいまも、これからも、ずーっと笑っていてほしいの。たとえそれがただの甘い夢なんだとしても」


    　そして佐和子は言った。


    「……それでも、あんたがヘルヴェノム卿きようを続けるというのなら、私と手を組みなさい」


    　あまりに思いがけない提案に、武尊たけるは答えに詰まった。


    　佐和子の腕に力がこもる。


    「……あの流星ゼミナールの事件から、暴走の危険は何度もあった。リヴァイアサンなきあとの怪人たちはすっかり地下に潜り込んでしまった。誰も怪人を脅威と思わなくなりつつあったから、徐々にガイムーンの正義の矛先は揺らぎ始めていた。でも、その状況が、あのホテル火災事件で変わり始めようとしている」


    　武尊の起こした悪意の種。


    　それは確実に、街に恐怖を伝播させ、怪人を『悪』と認識させるに至っていた。


    「いまあの子からは暴走の兆きざしはほとんど見られない。怪人の中に潜ひそむ目に見えない『悪』のみに反応しているわ。つまり、あんたのことよ。二代目ヘルヴェノム卿」


    「……そうやって俺を懐かい柔じゆうするつもり？」


    「カードを握っているのはお互い様。私はあんたを信頼してる。あんたがどんな『悪』になろうとも、ミアがどんな怪物になろうと、私だけは、あんたたちの味方よ」


    「……本当に甘いよ、佐和ちゃんは」


    「上等じゃない。誰も犠牲になんかならない。緩ゆるやかな平衡状態で、あんたたちは平穏な優しい日常を生きていけばいい。きっとミアも、あんたも、それを望んでいる。あんたたちは、そんな生き方を選択できるのよ。思い返してみて、今日ミアと過ごした時間を。あんたはそれを少しでも居い心ごこ地ちがいいと思わなかった？」


    　武尊は今日の月つき杜もりタワーでの時間を思い返した。


    　楽しそうに笑っているミア、すねているミア、得意げに夢を語っているミア。


    　封じていた昔の自分をさらけ出してしまうくらいに、尊とうとく感じたあの時間。


    　武尊の気持ち。武尊の欲望。武尊の真なる望み。


    「俺は──」


    　武尊は答えようとする。


    「俺の本当の望みは──」


    　次の瞬間、いきなり診察室の扉が破られた。


    　反射からか佐和子が武尊を突き飛ばし、入ってきた影を振り返る。


    　侵入してきた影と争う佐さ和わ子こは、その拍子に棚にぶつかり、引き出しの中にしまわれていた器材をばらまく。治療用の剪せん刀とうが床に転がった。


    「ぐっ!?」


    　佐和子が床に組み伏せられた。佐和子の細い首に鋭い爪の生えた手がかけられた。


    　佐和子の身体からだに馬乗りになる怪人オルタ。肥大化した耳、口から生えた牙。完全に怪人オルタ化していないためか、外装器官で覆おおわれた貌かおには、少女としての素顔を覗のぞかせている。


    　桜さくら井い花か音のん、怪人名オルタ・ネーム・エコール。


    　なぜ彼女がここに？　いや、それよりも──


    　どこまで彼女に聞かれた？


    「あなたが……あなたが……いままでガイムーンを……あなたのせいで……フレイガさんが……先生が……みんなが……！」


    　エコールの、花音の目が血走っている。武尊たけるが彼女と直じかに会ったのは、数えるほど。どちらかというと内向的な印象の強かった花音が向ける強い怒り。


    　すぐに武尊は駆け寄ろうとする。


    「……止めるんですか、ヘルヴェノム卿きよう」


    　武尊は金縛りにあったように動けなくなった。


    　花音はこちらを見ようともしない。


    「……あなたが、ヘルヴェノム卿なんですね。この人は、私たちの敵なんですよね……。あなたの目的は、なんですか。……仲間ではなく、この人を取るんですか。いったい、あなたにとって私たちはなんなんですか！」


    「……どこまで話を聞いていた」


    「……一部始終です。月つき杜もりタワーで、この人がヘルヴェノム卿の名前を出していて……あとを尾つけたらここへたどりついて……」


    　怪人オルタ化した際に、偶然聞いてしまったのか。エコールの聴力はずば抜けている。たとえ標的が視界から外れても、鼓動を常に確認することで追跡することはできただろう。


    　一部始終。いいや、そんなわけがない。おそらく彼女はすべてを聞いたはずだ。


    　佐和子が苦しそうにもがく。武尊は慎重に言葉を選んだ。


    「ほかのメンバーは？　誰かに伝えたのか？」


    「……ええ、もちろんです。いまこの建物はみんなに取り囲まれています」


    　武尊は花音の顔を窺うかがいながら言った。


    「噓うそ、だな？」


    　花音が動揺したように瞬まばたきする。


    　その反応で、武尊の予感は確信に変わる。


    　花音は決して駆け引きが得意な性格ではない。この件を彼女は誰かに伝えていない。


    「手を放せ。君は人殺しに向かない。殺したいとも思っていない」


    「バカにしないで……！」


    　想いを吐露するように、花か音のんは叫んだ。


    「私は……私たちは、悪なんかじゃない……！　ガイムーンに倒される存在なんかじゃない……！　あれは全部噓うそだったんですか！　怪人オルタの社会を変えるというのも……私たちに勝利をもたらすというのも……！」


    　花音は武尊たけるをじっと見つめている。佐さ和わ子この首を絞める手がわずかに緩ゆるんだ。


    　その隙を見て、佐和子はポケットから注射器を取り出した。


    　握りしめた注射器の針を、外装器官に包まれた花音の腕に突き刺す。


    「ぐっ……ぐがぁ……！」


    　いきなり花音は口を半開きにし、身体からだを痙けい攣れんさせた。ぼろぼろと彼女の体から結晶がこぼれ落ちる。オルタ細胞が壊え死しし、外装器官が崩れようとしていた。


    「希釈したアポトニトロによる外装器官の破壊、あんたがこないだ使った手よ。あまり知られてはいないけど、並の怪人に対する効果はすでに【財団】によって実証されている……」


    「じっ……実証……？」


    「リヴァイアサンが崩壊してから、どれだけの怪人が捕まったと思っているの？　おかげで怪人に関する研究は飛躍的に進んだわ、本当にね」


    　武尊は一瞬、自分の耳を疑った。立ち上がった佐和子は武尊の知らない冷酷な目で、花音を見下ろす。そのまま空になった注射器を捨て、鍵がかかった引き出しを開いた。


    　引き出しの中には、新しい注射器がずらりと並んでいる。


    「……佐和ちゃん、なにをする気だっ」


    「アポトニトロを直接、オルタ神経節に打ち込むの。そうしたら、この怪人の死体は消滅。証拠はなにも残らないわ」


    　佐和子はまた慈いつくしみの籠こもった表情に戻り、笑いかける。


    「大丈夫、武尊が気に病やむ必要なんてなにもない。だって、これは怪人なんだから。だから心配しなくていいの。そう、なにも、ね」


    　武尊の身体は金縛りに遭ったように動けなくなる。


    　佐和子の行動は間違っていない。桜さくら井い花音、エコールはこちらの秘密を知りすぎた。彼女を処分しなければ、武尊は計画を維持できない。そもそもこのまま佐和子と手を組むことができれば、リヴァイアサンにこだわる必要すらないのだ。佐和子と手を組んで、ミアを元に戻す道を探る。それが最善の選択だ。そのはずだ。


    「……うそつき」


    　花音が、掠かすれた声で漏らす。初め、それは武尊に向けられたものかと思った。


    　だが、違った。


    　涙を流す彼女の目が睨にらんでいたのは、佐和子さ　わ　このほうだった。


    「……その人を守るなんて、噓うそ。あなたの心臓は、そう、言ってる……」


    「なにそれ、命乞ごいのつもりかしら？」


    　せせら笑う佐和子だが、武尊たけるは思い当たる節があった。


    　怪人オルタエコールの持つ異常な聴覚。


    　その能力で、心音を聞き分け、噓か本当かを判別できるのだとしたら──。


    「……佐和ちゃんは、ミアのことを元に戻したいんだよね？」


    「ちょっと武尊、あなたまで疑うの？」


    　佐和子はすこし困ったように笑いながらも答える。


    　まるで子供の他愛のない質問に答える親のように。


    「もちろんよ、言ったでしょ？　私が望んでいるのはあなたたちの幸せ、それだけだって」


    「本当に、目星はついてないの？　ミアを元に戻す目星。さっき言ってた、怪人に関する研究を使えば、あるいは……」


    「ガイムーンに施ほどこされた手術と、ほかの怪人ではその生体特性が根本的に違うの。残念ながら、ミアの問題を解決する手だてにはならない」


    　佐和子の言葉に矛盾はない。武尊はその言葉を必死に信じようとする。感情が、佐和子の言葉を疑うなと叫ぶ。


    　武尊が知る水みず町まち佐和子。この街で地元の人から愛される開業医、サッカーが好きで、汀てい子こＦＣのコーチを務めている。ミアのことも、武尊のこともよく知っている、かけがえのない人。


    　だがそれが、本当に水町佐和子のすべてなのか？


    　ミアにはガイムーンの、武尊にはヘルヴェノム卿きようの仮面があるように。人は自分の主観でしか他人を語れない。どんな人間の心にも善意と悪意は共存している。


    　もしも、佐和子と【財団】の関係が武尊の想像していたものと違っていたとしたら？


    　もしも、佐和子に天羽あもうミアをもとに戻す気がなかったとしたら？


    　注射器を手に取る佐和子。助けを乞こう花音の目。か弱き怪人オルタ。


    　最善の行動、最善の選択、最善の思考。


    　武尊は花音を見た。花音は力なく首を振りながら、必死に口を動かす。


    「しんじないでください……そのひとのことばはうそ……うそだらけです……」


    　声にならない、花音の言葉。


    　するとそれに気づいた佐和子の眉がぴくりと動く。


    　醜みにくく歪ゆがんだ顔で、ぼそりと呟つぶやいた。


    「いい加減にしろ、くそ怪人……。あんたたちは黙って、研究サンプルになっていればいいのよ……どうせガイムーンに滅ぼされる運命なんだから……」


    　それは本当に何気ない、佐和子の呟き。


    　だからこそ、武尊たけるにはそれが本心と知れた。


    　沖おき名な武尊の望み、沖名武尊の目的、沖名武尊の目指す目標。


    



    　──心しておけ、沖名武尊。


    



    　床の上に転がる剪せん刀とうが光り輝く。


    　誰かが屍し人びとの声で囁ささやく。あるはずのない黒髑どく髏ろ。


    　怪人オルタの王たるヘルヴェノム卿きよう、武尊の中に潜ひそむ絶対悪アルケマルスが告げた。


    



    　──お前は失って、失って、これからも失い続ける。


    



    　それがお前の、「選択だ」


    



    　武尊の呟つぶやきを聞き留めたらしい佐さ和わ子こがこちらを振り向いた。


    　一瞬の虚のうちに、武尊は立ち上がり、流れるように佐和子の懐へ飛び込んだ。


    　感情と理性が切り離される。


    　すべての時間が静止する。


    　武尊は自分の運命が切り替わった音を耳にした。


    



    「──佐和ちゃんの言葉が噓か本当か、俺にはわからない」


    「武尊っ」


    



    「佐和ちゃんがなにを考え【財団】に参加したのか、ミアを、ガイムーンを使ってなにを企んでいるのか、本当のところはわからない……。でも、間違いなく、今の佐和ちゃんの行動は悪だ。ガイムーンが倒そうとしている悪そのものだ」


    「ちがっ、わたっ、しはあっ、くなんか、じゃっ」


    



    「ミアの正義に、人間と怪人オルタの区別はない。泣いている誰かのためにあいつは戦う……。だからいずれミアの正義は、佐和ちゃんを……水みず町まち佐和子を殺す。怪人オルタの生命を無視し、研究サンプルとしか考えられないお前の悪意に反応して。だから俺はこうせざるを得ないっ。ガイムーンを、ミアの手をこれ以上汚させないためにっ」


    「ちっ、ちがうっ、わたしはっ、あん、たの、たっめ……」


    



    「最後に教えてやる、水町佐和子。私は平衡状態など望んでいない。私の望みはただ一つ、天羽あもうミアをガイムーンから解放することだ。そのために私は最後まで戦う。それを邪魔する者を決して許しはしない。私こそがガイムーンの唯一の敵、ヒーローという偶像を破壊する絶対悪アルケマルスなのだから……」


    「──────」


    



    　武尊たけるの手に握られた剪せん刀とうが、佐さ和わ子この胸を深々と突き刺す。


    　佐和子の服を、床を赤く染めていく。手にかかる生暖かい血の感触。肉と臓器を突き破る、命を奪った感触。血ち溜だまりとなるリノリウムの床。


    　佐和子の身体からだがまるで糸の切れたマリオネット人形のように倒れ臥ふす。


    　小さく口を開けた佐和子のまなじりから涙がこぼれる。まるで武尊の裏切りを糾弾するように。だが、もうその顔が言葉を紡つむぐことはない。


    　試合で怒鳴ることも、おせっかいを焼くことも、温かい親愛を向けることも。


    「……ヘルヴェノム卿きよう」


    　初め、それが誰の発した言葉なのかわからなかった。花か音のんが半壊した外装器官を纏まといつつ、なんとか立ち上がる。ある程度、話せる程度には回復しているようだ。


    「いまの君にならわかるはずだ。私の言葉に偽りはないことが」


    　自然と、武尊はヘルヴェノム卿の口調で答えていた。


    　生気を感じさせない、屍し人びとの声で。


    「ガイムーンへの勝利。それこそが私の望みだ。この答えでは、ついていく理由にはならないか？」


    「……い、いいえ、あなたが嘘を言っていないのはわかります。でも……」


    　花音は戸惑いながら、目の前の武尊と佐和子の骸むくろを交互に見比べる。


    「どうしてガイムーンに勝とうと……。だってガイムーンの正体の人は……あなたにとって大切な人なんじゃ……」


    「……大切だから、だ。すまないが、いまは長話をしている余裕はない」


    　そう言って、武尊は血まみれの手を、花音に差し出した。呆ぼう然ぜんとする花音はやがて武尊の手を摑つかむ。


    「動けるのなら、すこし手伝って欲しい」


    「手伝い……？　あのなにをするつもりで……？」


    　黙って武尊は床に横たわる骸を見下ろした。


    　かつて佐和子だった、物言わぬ骸を。失われた命の抜け殻を。


    　もう、引き返せない。


    　選択はなされた。ならば、行動するしかない。


    「──我が親愛なるヒーローへの宣戦布告だ」


    



    
      ＊

    


    



    　ミアが佐さ和わ子こからのメールを受け取ったのは、自宅で夕飯を平らげようとしたときだった。


    『緊急。大事な用がある、すぐ病院に来て』


    「緊急？」


    　ミアはそのメールを怪け訝げんに思う。


    　今日は定期診断の日ではない。デートの報告も兼ねて、何度も電話をかけていたのにメールにはその件について一切触れられていなかった。


    　もっともあまり深くは考えず、たまたま忘れたのだろうくらいに捉える。ミアが一人暮らししているマンションと佐和子の住居は近くにある。ここから歩いて五分ほどの距離だ。


    　ついでの手土産に、手作りの煮込みを弁当箱に詰め込み、外へと出る。


    　今日の煮込みは自信作だ。家事をしない佐和子はまたこれを肴さかなに酒を飲むのだろう。だが、今日は佐和子にたっぷり愚痴を聞いてもらうつもりだ。


    　武尊たけるに関する今日の愚痴。とにかく、この不満は早く共有してしまいたい。


    　あのタイミングで帰ってしまうなんてありえない。帰ってきてからメールも来ないし。


    「……せっかく楽しかったのに」


    　武尊はそうでもなかったのだろうか。だんだん、ミアの中で不安が大きくなる。


    『大丈夫よ、こないだ話してわかったけど、ちゃんと武尊はミアのこと、気にかけてる』


    　いつだったか佐和子はあの豪快な口調でそう励はげましてくれたことがあった。


    『絶対にあんたと武尊はうまくいく。この私が保証する。だからきっちり自信持ってぶつかってきなさい、月つき杜もり市のヒーローさん？』


    　三年前、この街に帰ってきたとき、なにも変わらない姿で最初に出迎えてくれたのは佐和子だった。ガイムーンの力を授けた父の知り合いの人──【財団】といっただろうか──から依頼されて、ガイムーンの協力者を引き受けてくれたのだ。


    　佐和子は自分にとって、師であり、姉であり、親友であり、かけがえのない存在だった。


    　彼女になら、なんだって話せる。天羽あもうミアとしての悩みも、ガイムーンとしての苦しみも。だからこうして遠慮なく、ミアは素顔の自分をさらけ出せる。


    　病院にたどり着いたミアは建物の二階を見上げた。


    　住居になっているはずの二階部分は電気が点ついていない。記憶にある限り、佐和子はあまり夜に出歩く性分ではない。


    　奇妙な胸騒ぎを覚える。


    　緊張しながら、ドアノブに手をかけた。まだこの時間は病院の開錠時間のはずだ。急患のために休診日でも、対応できるようになっている。


    「佐さ和わちゃーん、わたしだよー、いるー？」


    　そう言いながら、ミアは扉を開けた。


    　扉の向こうからこちらを引っ張るようなわずかな力を感じ違和感を覚える。続いて鼻び腔こうをつく、アルコールの匂におい。


    　扉を開けた瞬間、待合室のロビーが炎で燃えあがった。


    　床一面に敷かれた布を媒介に、吹き荒れる紅ぐ蓮れんの炎。


    　扉には糸がつけられており、床に固定された棒状ライターに結びつけられていた。扉を開けるのと同時に、敷かれたアルコール付きの布に着火する仕掛けになっていたらしい。


    　だがミアは燃えあがる待合室を前に、視界に映るものに釘づけになっていた。


    「……佐和ちゃん？」


    　待合室の天井からぶら下がる人影。ロープで首を吊られ、手足は生気を失ったように垂れ下がっているその死体は、紛まぎれもない水みず町まち佐和子その人。


    　だが佐和子の骸むくろのほかに、ミアの視線は待ち合い室の壁に向けられる。


    　壁一面にマジックインキで書かれた、悪意に満ちたメッセージに。


    



    「あ……あ……あ……ああ……」


    



    　フラッシュバックするのは遠い記憶。


    　六年前、自宅に上がったときに血まみれで倒れていた母親。


    　三年前、燃えるビルの廊下で立ちすくむ黒い髑どく髏ろ。


    



    「あああ、ああああ、あああああああああああああああああああっ！！！！」


    



    　ミアの絶叫が家じゅうにこだました。


    　悪魔からの宣戦布告を、目の当たりにしながら。


    



    



    　正義の使徒には天罰を


    　震ふるえる者よ、刮かつ目もくせよ


    　我、ここに帰還せり


    　　　　　　　　　　　　禍か嶽がく社しやリヴァイアサン総そう帥すい・ヘルヴェノム卿きよう

  


  
    



    第四章　ノーヴィラン、ノーヒーロー


    



    　──ずいぶん無茶をしたようだね、お前さん。


    



    　──ミアが……ミアが……なんで、俺、止められなくて……。


    



    　──お前さんと初めて会ったときも、こんな無茶をしていたねぇ。あのときからお前さんはなにも成長していない。ガイムーンの家族の復ふく讐しゆうのために、私のもとまでたどり着いたときからちっともね……。


    



    　──なにも通じなかった。あなたがくれた力は……このスーツも、マスクも、なにも……。あいつにはまったく届かなかった……。


    



    　──欲張りなさんな。初戦にしては上出来だよ。お前さんはガイムーンの娘と対たい峙じして生還した。それはどの怪人オルタにだってできなかった偉業だ。私でさえもね。


    



    　──慰なぐさめのつもりか……もとはといえばこの力は……！


    



    　──お前さんがどう振る舞おうと、この結末は避けられなかっただろう。罪を犯した者はいずれ罰を受ける。あの八人は死ぬべくして死んだ。おそらく今回の件で、【財団】もガイムーンの娘の力を制御しようとするはず。しばらく暴走は起こらない。


    



    　──つまり、いつかはまたミアが誰かを殺すってことだ。もっと、もっと力がないと……俺にも、ミアとおなじように、怪人オルタの力があれば……！


    



    　──言ったはずだ。お前さんは生まれつき、オルタ細胞に抗体ができている。神経移植手術をしても、拒絶反応を起こし、お前さん自身の命を危険に晒さらす。わずかな可能性なんて話じゃない。お前さんが怪人オルタになれる可能性はゼロ、なんだ。


    



    　──だったら、どうすれば……。


    



    　──入力インターフェイスたるマスク、出力装置たるスーツ、それらを総括しお前さんに『絶対悪』としての力を与えるアルケマルス・システム、通称ＡＣＭシステム。そいつらはお前さんの中にある『恐怖』を鍵に起動する。なぜなら、『恐怖』は最も原始的で、最も強い情動だからだ。


    



    　──もう何度も聞いた、その話は……。いまはそんな講義を聞いてる場合じゃ……！


    



    　──まずは己おのれの恐怖を飼い慣らせ。恐怖と対たい峙じし、自我を保て。さすれば、ＡＣＭシステムはお前さんを『ヘルヴェノム卿きようの後継者』と認定し、力を与える。私が絶対悪アルケマルスと呼ばれる所以ゆえんになった力をだ。お前さんはまだ、その力を飼い慣らしきれていない……。


    



    　──……まだ、先があるっていうのか、このスーツの力には？


    



    　──か弱き怪人オルタたちを統すべろ。この街の『悪』となれ、武尊たける。たとえなにを失おうとも、たったひとつの大事なものを守り抜きたいのであれば。お前さんがそれを望むのであれば、可能性は常に開かれている。どうする？


    



    　──……ああ、やってやる。やってやるとも。それでミアを助けられるのなら──


    



    　俺は、この街の絶対悪アルケマルスになってみせる。


    



    
      ＊

    


    



    　花か音のんは放心しながら、正座していた。


    　いま花音が連れてこられたのは、二代目ヘルヴェノム卿、沖おき名な武尊の自宅。


    　あのあと、すべての後始末を終えた武尊と花音は裏口から抜け出たのち、武尊に言われた。


    「こんな時間に寮へ戻っても、かえって怪しまれる。ひとまず家に来てくれ。君の処遇についても考えなければならない」


    　処遇。その言葉を聞き、花音はようやく自分が知りすぎてしまったことを思い知る。知ってはならない秘密。ヘルヴェノム卿の正体と目的、そして彼が犯してしまった罪。


    　結局、殺されることになるのだろうか。


    　どちらにしろ自分がもう引き返せない場所へ来てしまったのははっきりしていた。


    　花音が連れてこられたのは、飯めし江え区の高級住宅街にある一軒の和風の屋敷である。


    　出迎えたのは、やたら愛想のいい和装姿の美女だった。


    「初めまして、この家のお世話をさせてもらっています、不ふ和わ朱あけ美みです。寮には私から伝えておきましたのでご心配なく。あらあら、そんなに汚れた格好で。ほら、すぐにお風呂に入ってください。お着替えもご用意致しますから。イヤなことがあったときは、まずこざっぱりするのが一番ですよ」


    　不ふ破わ朱あけ美みの勢いに押されるまま花か音のんは風呂に入れられ、汚れていたロングワンピースも脱がされ、気がつけば浴衣ゆかたに着替えさせられていた。


    　それで楽になったわけではないが、強こわばっていた心がすこし和やわらぐのを感じた。


    　そしていま、花音は広い和室へと招かれていた。長卓に置かれたお茶。そばにいるのは車椅い子すの老婆が一人。


    「話はあの子から聞いとるよ。初めまして、武尊たけるの祖母の千ち代よです。どうぞよろしく」


    「あ、こんばんは……。桜さくら井い花音です……」


    　朱美は御茶請うけの用意のために台所に引っ込んでいた。武尊は二階の自室に上がったまま出てこない。


    　茶碗から温かそうな湯気が上る。だが花音はどうしても手に取る気になれなかった。


    　殺された水みず町まち佐さ和わ子こ。死に際ぎわの恨みが宿やどった瞳が、いまも脳裏に焼きついて離れない。無意識のうちに、花音はロザリオを握りしめていた。


    「ほほ、最近の怪人オルタは人間ネイテイブの神に祈りを捧げるのか」


    　花音が驚くと、ふんと千代は鼻を鳴らした。


    「そう驚きなさんな。言ったろ？　話は聞いていると」


    「す、すいません……あの、変ですか……。怪人オルタが神様に祈りを捧げては……」


    「ああ、そういう意味じゃない。ただ興味深くてね。すくなくとも第一種フアーストはみな、人間の宗教に興味を持とうとはしていなかったから」


    　どこか懐かしむように千代は言った。


    「彼らが信じたのは唯一つ、リヴァイアサンを統すべる怪人オルタの王、ヘルヴェノム卿きよう。この街の絶対悪アルケマルスの化身だけだったからね」


    「ヘルヴェノム卿……アルケマルス……」


    　ふと花音は午前中に紡つむ生ぎと話していたときに湧きあがった疑問を思い出す。


    「あ、あの、ご存じでしたら教えてほしいんですけど……アルケマルスっていったいどういう意味なんですか？　調べても、そんな言葉、どこにも出てこなくて」


    「……ああ、意味かい？」


    　千代はお茶を啜すすって言った。


    「そんなもんはないさ」


    「えっ？」


    「神を信じぬ怪人オルタのために、私がわざわざ創ったのさ。怪人オルタを束ねるには、新しい象徴が必要だったんだよ。ヘルヴェノム卿にふさわしい、新しい言葉が。一種のセルフプロデュースってやつさ。当時の怪人オルタたちの好みに合わせてヘルヴェノム卿なんて大層な名前を自分につけたりしてね。はは、こういうのイマドキは厨二病とでも言うのかい？」


    　絶句する花か音のんをよそに、千ち代よは呑のん気きにお茶を啜すすり続ける。


    　目の前にいるこの老婆があの伝説の存在、初代ヘルヴェノム卿きよう。


    　沖おき名な武尊たけるの『二代目』という言葉に偽りはなかったのだ。


    「ち、千代さんが初代ヘルヴェノム卿ってことは……じゃあ、あの人もやっぱり怪人オルタで……」


    「いんや。あの子は普通の人間ネイテイブさ。私のことは六年前まで存在すら知らなかったし、怪人オルタともほとんど関わりがなかった。どこにでもいるただのガキだよ、あの子は」


    「ただのガキ……」


    　ヘルヴェノム卿を名乗っていたのは、自分とほとんど年の変わらない少年だった。


    　そんな少年が一連の事件を引き起こし、花音を助けるために親しい人まで殺してみせた。


    「どうしてあの人は……私を助けてくれたんでしょうか……。だって、あの人にとって、大切な人だったんじゃ……」


    「目的の遂行のためさ」


    　こともなげに千代は言った。


    「そういう訓練を積んできたからね。ガイムーンが『悪意』を駆逐するよう仕込まれているように、あの子は目的のために情動と理性を切り離せるようトレーニングしてきた。そうでなければ絶対悪アルケマルスは務まらんよ」


    「目的って……」花音は恐る恐る言った。「ガイムーンを助けるため、ですよね」


    　あの医者は言っていた。


    　二代目ヘルヴェノム卿にとって、二代目ガイムーンは大切な人であり、守らなければならない人。ガイムーンのために、武尊はヒーローの敵になったのだと。武尊自身も認めていた。


    　しかし、同時に武尊はこうも言った。


    　怪人オルタの社会を変える。ガイムーンに勝利をもたらす。それが武尊の目的である、と。


    「教えてください……あの人はいったいなにをしようとしているんですか。私たちを、どこへ導こうとしているんですか」


    「それは私よりも、あの子に直接聞いたほうがいいんじゃないのかい？」


    　そう言って、千代は真っ白な目を天井に向けた。


    　二階にいるはずの武尊はいまだに下りてはこない。


    　花音はあのとき、武尊と医者の話をほぼすべて聞いていた。


    　あのとき、武尊が吐き出した心情は、『絶対悪』から程遠い人間としての叫びだ。


    　武尊が『痛みを感じない』人間であるとはとても思えない。


    「絶対なんてものはこの世にない。ましてや悪や正義なんて定義しようがない概念に、『絶対』の言葉を冠せないのは小学生だって知っている」


    　千代の声はまるで神への祈りのように、花音には聞こえた。


    「……それでもあの子の目的のためには必要なんだよ。絶対悪アルケマルスって幻想になることがね」


    



    
      ＊

    


    



    　ベッドに腰掛ける武尊たけるは薄暗い部屋でずっとテレビを眺めていた。


    　画面には半焼した佐さ和わ子この病院が映し出されている。


    『昨夜二〇時頃、月つき杜もり市汀てい子こ区の開業医・水みず町まち佐和子さんが殺害され、自宅が放火される事件が発生した。警察は現場に残された組織片から怪人による犯行と見て、捜査を進めており、第一発見者である近所に住む女子高生から詳しい事情を聞いているところです』


    　佐和子のニュースは大きな事件として報道されており、ネットでも拡散し続けている。


    　まだヘルヴェノム卿きようの名前は出てこない。パニックを恐れて、秘密にしているらしい。


    　だが第一発見者である『近所の女子高生』には確実に伝わったはずだ。


    　ベッドに放った手がなにか固い物に触れた。


    〝厄やく除よけうさぎ〟だ。


    　武尊のベッドの上には佐和子の家から押収した資料が山積みにされていた。ガイムーンに関するカルテ、医療薬、パソコンのＨＤＤ、盗聴器を仕込んだ〝厄除けうさぎ〟。


    　解析する時間はいくらあっても足りない。


    　武尊は〝厄除けうさぎ〟の背中を撫なでながら考える。


    　警察についてはさほど気にする必要はないだろう。発火装置により証拠は隠滅している。そしてこれみよがしに突きつけられたリヴァイアサンのメッセージに捜査も攪かく乱らんされるはずだ。


    　むしろ考えなければならない問題は三つ。


    　【財団】の出方、エコール＝桜さくら井い花か音のんの処遇、そしてガイムーンの動き。


    



    　──私たちがいるじゃない。二人でミアを守るの。


    



    　【財団】については武尊にもその実態がわからない。


    　しかし敵対勢力の存在には向こうも気づいているだろう。ミアは【財団】についてどこまで知っているのか。昨日、デートで話した限りではあまり多くを知っている様子ではなかったが。


    　ヒントはこの資料の中に隠されている。相手が動きだす前に、解析するほかない。


    



    　──私もあんたとおなじ。ミアを助けたいの。ヒーローなんかじゃない、普通の女の子として生きてほしい。願いはおなじよ。


    



    　桜井花音の処遇についてはどうするか。


    　無論、生かすべきだ。彼女には生きていてもらわないと困る。まだ武尊たけるはアラクネたちのグループから信頼されていない。そんな状況でエコールがいなくなれば、今度こそヘルヴェノム卿きようへの不信は決定的なものになる。


    　それでも花か音のんがヘルヴェノム卿の正体と目的に納得できず、すべてを仲間に話すというのなら、そのときはそのときだ。


    



    　──私はあんたにミアの敵になんてなってほしくない。二人にはいまも、これからも、ずーっと笑っていてほしいの。たとえそれがただの甘い夢なんだとしても。


    



    　そして最大の問題、ガイムーンについて。


    　ミアからの連絡はない。第一発見者のため、いまもまだ警察からの事情聴取を受けているのだろう。これだけのニュースになっている事件だ。しばらく事情聴取のために警察署に拘こう束そくされるはずだ。今頃、彼女は不安に押しつぶされているのだろうか、悲しみに打ちひしがれているのだろうか、怒りに燃え滾たぎっているのだろうか。


    　敵の不在、佐さ和わ子この死、これらの要素がどうミアに影響し、『暴走』の引き金となるかはわからない。だがある意味、いまほどガイムーンを倒せる絶好のタイミングもない。


    　いよいよガイムーンの前に敵として立ちはだかるときが来た。


    　行動は速やかに選択しなければならない。


    



    　──あんたがどんな『悪』になろうとも、ミアがどんな怪物になろうと、私だけは、あんたたちの味方よ。


    



    　思考を止めてはならない。命尽きるまで海原を泳ぎ続ける鮫さめのように。


    　ただひたすら考える。考える。考え続ける。


    　それがいま、武尊が自我を保つ唯一の方法なのだから。


    　部屋の扉がコンコンとノックされる。


    　武尊は〝厄やく除よけうさぎ〟を撫なでる手を止めて、「どうぞ」と声をかけた。


    「あの……お茶が用意できたそうですけど……どうします……？」


    　入ってきたのは花音だった。武尊は振り返らずに、ヘルヴェノム卿の声音で答える。


    「しばらく一人にしてくれないか。まだ整理したいことがある」


    「……そうですよね、あんなことがあったあとじゃ……」


    「これから事態は大きく動く。諸君にもすぐ動いてもらうぞ」


    　なぜか花音が息を呑のむ気配がした。


    　ヘルヴェノム卿として、武尊は話し続ける。


    「協力者を殺され、ガイムーンの戦力も大きく削そがれた。攻めるならいましかない。早朝、アラクネたちにも招集をかける。前回はハトルとマトルが暴走したが、今度は〝恐怖支配テルール〟で制御できるように、私も前線に出よう」


    　目に見えない悪の仮面が顔に張りつく。


    　そいつはずぶずぶと顔の内側へ、心の内側へ沈み込み、同化しようとする。


    　黒き髑どく髏ろ。憤ふん怒ぬの表情を宿した悪の髑髏。


    「舞台の候補は一三か所。警察が立ち入らず、なおかつ市民の目につきやすいところを探す必要がある。見せてやる、エコール。まもなく怪人オルタの新たな歴史が始まる。ガイムーンに勝利するのだ。そうすれば、私は悪となる。絶対の、揺るがない悪に、私は──」


    　いきなり優しい温もりが武尊たけるの背中に伝わる。絹のような黒髪が肩にかかった。


    「……もう、やめてくださいっ」


    　背中にいる花か音のんは細い声で繰り返した。


    「……ごめんなさい、私、なにも知らなかったんです……あなたが、こんなに傷ついて戦っていたなんて……わかっていなかったんです……」


    「傷ついてなどいない。ヘルヴェノム卿きようは怪人オルタを恐れさせる支配者だ。支配者が痛みなど……」


    「だったら、どうしてあなたは泣いているのですか？」


    「泣いている？」
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    　そのとき、武尊たけるはようやく気づいた。


    　自分の膝ひざがひどく濡ぬれていることに気づく。頰ほおには温かい雫しずくが伝い、ぼろぼろこぼれ落ちている。いつから流れていたのか、武尊はもう思い出せない。


    　ずっと脳裏に反響し続ける佐さ和わ子この死に顔。


    　自覚してしまった。自分の感情に、罪悪感に、人間としての弱さに。


    　素顔を見せるわけにはいかない。


    　素顔の心を晒さらすわけにはいかない。


    　仮面だ。心に仮面を、着け直さなくては。


    　いまの自分は沖おき名な武尊じゃない。


    　ガイムーンの敵、ヘルヴェノム卿きようなのだから……。


    「あなたが負ったその痛みで、私は命を救われた……。あなたの取った選択で、私はいまこうして生きている……。それだけで私には十分です……」


    　花か音のんの手が、武尊の手に触れる。


    　白く、細く、柔らかい手が、佐和子を殺した武尊の手に重ね合わされる。


    　武尊たち人間ネイテイブと変わらない、ただの綺き麗れいな手だ。


    「本当はいまだって、納得はできてないんです……。あなたがやろうとしていること、私たちを『悪』に仕立て、あなたの都合に巻き込んだこと。勝手です、あなたは本当に最低です……」


    　花音が振り絞るように言った。


    　そしてヘルヴェノム卿ではなく、ひとりの人間として語りかける。


    「だけど、私も一緒にあなたの痛みを背負います……あなたが見せてくれるといった怪人オルタの新しい未来を、ガイムーンへの勝利を見届けるまでは、リヴァイアサンの『悪』としてあなたと共に戦い続けます……！　だって、それは噓うそじゃないんですよね？」


    「……私のことを仲間に伝えれば、すぐに私は破滅する。君は『悪』とは無縁の生活に戻り、普通に暮らすことだってできる。それでも、やるというのか？」


    「私たちは共犯者です。理由はどうあれ私たちが、水みず町まち佐和子さんを殺したんです。だからもう、私は『悪』です。普通の生活には、戻れません……戻るつもりも、ありません……」


    「そうか」


    　武尊はそれだけ答えた。


    　共犯者。仲間でも、友人でもない。おなじ罪を共有する者。


    　武尊は己おのれの弱さを自覚する。花音の言葉に救われている武尊自身の弱さを自覚する。


    　後ろを振り返った。


    　すぐそばに寄っていた花音が目を真っ赤にしながら、可か憐れんな唇くちびるを開けている。ちっとも『悪』には見えない、おなじ年頃のごく普通の少女に、武尊は力なく笑いかけた。


    「……沖名武尊です、こうやって名乗るのは初めてでしたね」


    　屍し人びとではない、武尊たけるの声だ。


    　花か音のんはしばらくして、無理やり笑いかける。


    「私桜さくら井い花音です。やっと素顔のあなたに会えましたね。でも、どうして敬語？」


    「俺、年下なんですよ、桜井先輩」


    「せん、ぱい……」


    　反はん芻すうしてから、花音はぷっと吹き出した。泣き笑いの顔で答える。


    「ヘンな感じですね、あのヘルヴェノム卿きようが、私に『先輩』なんて……」


    「伝説なんて、仮面を外せばそんなものですよ」


    　武尊も、ミアも、そしてすべての怪人たちはみな仮面を着けて生きている。


    　それでも仮面を着けたままでは、誰も彼も生きてはいけない。素顔を忘れれば、きっとあらゆることを見失う。


    　だから決して、素顔を見失ってはならないのだ。


    「……明朝には紡つむ生ぎさんたちに連絡しますよ。やってほしいことがありますから」


    「……やってほしいこと？」


    　不安そうな花音に、武尊は力強く頷うなずく。


    「さっきは自じ暴ぼう自じ棄きになっていたんじゃありません。最善の手を考えていただけです」


    　武尊は言った。


    「つけてみせますよ。正義と悪の決着ってやつを──」


    



    
      ＊

    


    



    　気がつくと、応接室の窓に朝日が差し込んでいた。


    　目が覚めたミアには毛布がかけられている。いつの間にかソファで眠っていたらしい。


    　警察署の取り調べから一夜が明けた。第一発見者であり、被害者をよく知る人間として話を聞かれたミアは、警察署に泊まったのだった。


    　廊下からはバタバタと騒がしい足音が聞こえた。警官たちが怒号をあげて、駆け回っている。


    　だがそれをミアはどこか他人事のように聞きながら、自分の拳を見つめた。


    「……佐さ和わちゃんが、死んだ」


    　その事実に、まるで実感が湧かない。


    　昨夜から、ミアの脳裏にはあのメッセージばかりがこびりついていた。


    　待合室の壁に書かれた、宣戦布告とも取れるメッセージ。


    　警察の話によれば、現場からはカルテや薬品、パソコンのＨＤＤなどがいくつか持ち出されているらしい。おかげでミアがガイムーンであるという証拠は残されておらず、当然警察はガイムーンとミア、佐和子の関係にも気づいていなかった。


    　しかし、その話を聞いたとき、ミアは確信に至った。


    　佐さ和わ子こを殺したのは愉快犯でも、行きずりの怪人でもない。


    　犯人は佐和子がガイムーンの協力者であることを知っていた。だから殺したのだ。


    　だとすれば、佐和子が死んだのは紛れもないミアのせいということになる。


    　怪人に対する怒りもある。悲しみもある。


    　だがいまミアの心を大きく占めていたのは、途方もない無力感だった。


    　ガイムーンの力を得たというのに、いつだってミアはすぐそばにいる大事な人を守れない。


    　いまも、そして六年前も。


    「なにが正義の味方だ……」


    　涙すら出てこない。胸にぽっかりと穴があいた気分だ。


    「なんにも、なんにも守れてないじゃん、わたし……」


    　悪意はいつもなんの前触れもなく訪れる。そして容赦なく、ミアから大事な者を奪い取っていく。ママンも、そして佐和子も。


    　ヒーローならいまこそ立ち上がるべきだ。


    　だがミアにはその戦うべき相手が見えない。誰に向けて拳を振るえばいいのかわからない。


    「ヘルヴェノム卿きよう……」


    　ミアはあのメッセージに刻まれた名前を呟つぶやいた。


    　禍か嶽がく社しやリヴァイアサン総そう帥すい・ヘルヴェノム卿。


    　かつてこの街にいた悪の権ごん化げであり、三年前に自分が倒したガイムーンの宿敵。


    　警察は攪かく乱らん目的だと考えているようだがミアにはどうしても、あのメッセージがこちらへの宣戦布告に思えてならなかった。


    　徹底的に自分を潰つぶそうとする禍まが々まがしい意志を感じていた。


    　ミアはすがるようにスマートフォンを握りしめる。幼なじみからはなにも連絡がない。まだニュースを見ていないのか。いまはただ無性に、武尊たけるの声が聞きたかった。


    「タケちゃん……佐和ちゃんが、死んじゃったよ……。私、どうしたらいいのかな……」


    　呟いたそのとき、ミアの手の中でスマートフォンが振動する。


    　非通知の着信だった。怪け訝げんに思いながら、ミアは電話を取る。


    「……もしもし？」


    『メッセージは見てくれたか、我が親愛なるヒーロー』


    　スピーカーから聞こえる、くぐもった冷たい声音。


    　ミアは凍りついたように動けなくなった。震ふるえる声で尋ねる。


    「……あなた、誰なの？」


    　しかし返事はない。呼吸音すら聞こえない。焦じれたミアはもう一度尋ねた。


    「……答えて。水みず町まち佐和子を殺したのは、あなたなの？」


    『ニュースを見ろ。それでわかるはずだ』


    「ニュース？」


    　ミアは急いで応接間にあるテレビを点つける。月つき杜もり市のローカル局に合わせると、ちょうど当該のニュース番組が流れていた。


    　現場中継なのかレポーターが見覚えのある大通りから、緊張した顔でマイクを握っている。多くの野次馬が映る中、テレビカメラは必死にレポーターの背後にある建物を映し出そうとしていた。ビルの壁面になにかが描かれている。


    　三日月に巻きつく二匹の龍のシンボルだった。


    『えー、こちら現場です。ごらんのとおり、今朝から月杜市のビルでこのような落書きがあちこちで発見されております。専門家によれば、このマークは禍か嶽がく社しやリヴァイアサンが用いていた紋章に非常に似ており、警察では昨夜起きた汀てい子こ区での開業医殺害事件との関連を含めて捜査するとのことです……』


    　なぜ急に警察署が慌ただしくなったのか、ミアは理由を知った。


    　そしてこれが悪いた戯ずらなどではないことも。スマートフォンの向こうで相手は告げる。


    『本日午後七時、月杜ＭＡＴビルの屋上でお前を待つ。それまで想像するがいい。水みず町まち佐さ和わ子この死で泣く子供たちの姿を。我らの恐怖に戦おののく市民の姿を』


    　ミアはテレビを見ながら、黙って相手の言葉を聞いていた。


    　テレビに映る野次馬の人々はみな怯おびえている。迫り来る悪に怯えている。


    「あなた、名前は？」


    　すると相手は歌うような声で告げた。


    『……君は知っているはずだ。私は君の敵だよ、ガイムーン』


    　そこで唐突に電話は切れた。


    　ミアはスマートフォンをしまうと、大きく息を吐いた。


    　まだ悲しみも、怒りも消えていない。


    　だがどうしようもない無力感だけは消え去っていた。


    　戦うべき敵がいる。倒すべき悪がいる。


    　ならばいまこそ立つべきだ。ミアは一人、呟つぶやく。


    



    「──ガイムーン、ゴー」


    



    
      ＊

    


    



    　月杜ＭＡＴビルは竣工間近の高層ビルの名称である。


    　階層は五〇階建て、多くの大手企業・ベンチャー企業がビルにオフィスを構える予定となっており、月つき杜もり市の新たな産業拠点として根づかせる構想があるらしい。


    　もう完成間近なせいか、作業員は夕方でほとんど帰ってしまっている。


    　空にかかる満月が怖いくらい白く輝いていた。


    「本当にガイムーンと直接当たるつもりなのかよ、あの黒ドクロは」


    　レミオは目をキョロキョロと動かしながら、舌なめずりする。


    　いま月杜ＭＡＴビルの一階ロビーにはエコール、レミオ、ハトルが待機している。


    　アラクネたちは別働隊として、街のあちこちにリヴァイアサンのシンボルを残し続けていた。


    『決戦』の時間まであと一〇分。それまでには合流する手はずだった。


    「だいたい、いきなりすぎんだろ。朝っぱらに通知して、リヴァイアサンのマークを描けだなんて。オレたちはいつからイタズラ小僧になったっつーんだよ」


    「ハトルも……もっと寝てたかったのに……もうアイツ嫌い」


    　不満そうにハトルも唇くちびるを尖とがらせた。


    　そんな二人を、エコールは取りなす。


    「……信じてみましょう。少なくともあの人は、自分の目的を違たがえたりはしない。ガイムーンを倒す意志に、噓うそはない、はずですから……」


    「？　エコールねーちん、なにかあった？」


    「……いいえ、なにも」


    　エコールは薄暗い天井を見上げた。


    　遥か高層に佇たたずむ、ヘルヴェノム卿きようを想った。


    　悪の仮面を被かぶり、理不尽と対決しようとしてる、少年の姿を想った。


    　エコールは知ってしまった。温もりのある日常がどれほどもろく崩れてしまうのかを。被害者だと思っていても、いつの間にか容易に加害者の側へ回ってしまうのだと。


    　もう自分は奪う側の立場にいる。この罪から逃れることはできないのだ。


    　月は相変わらず眩まばゆく輝き続ける。正義も、悪も、等しく照らしだすように。


    　決戦の時間は、着実に近づいていた。


    



    
      ＊

    


    



    　月杜ＭＡＴビルの屋上はヘリポートになっていた。


    　巨大なＨのイニシャルが描かれた降下ポイントの中心に、武尊たけるは立ち尽くす。


    　身につけたスーツと鴉からす羽ば色のコート。だが、マスクは着けていない。


    　武尊が身に纏まとうマスクとスーツはいわば、ヘルヴェノム卿に至るための扉だ。すべての基盤となるのは武尊の意志であり、そしてアルケマルス・システム──ＡＣＭシステムである。


    　阿あ久く津つ千ち代よが開発した、次世代のヘルヴェノム卿のための王冠にして聖剣。


    　ヘルヴェノム卿きようが絶対悪たる所以ゆえんの力がこのマスクとスーツの一式にすべて実装されている。


    



    『ＡＣＭシステムは一種の自己拡張型サポートＡＩだ。ＡＩといっても安っぽいＳＦ映画みたいに意志があるわけじゃない。イメージとしてはメモリの増大だ。沖おき名な武尊たけるという脳のメモリに私の記憶や思考パターンを実装した外部ネットワークを繫つなげる、と言えば伝わるか？』


    



    　六年前。紅蓮の髪をたゆらせ、生気溢れる姿で立ちながら阿あ久く津つ千ち代よはそう言った。


    



    『お前さんがＡＣＭシステムを使えば、いずれ私と同等の力を得るだろう。だが忘れるな。お前さんがシステムを扱うとき、システムの側も常にお前さんを判定し続けている。深しん淵えんを覗のぞく者はまた深淵に覗かれている、ってね。お前さんが望みを叶かなえたいのなら、まずはこいつを使いこなしてみせるんだ。でなければ、お前さんに私は絶対に殺せない』


    



    　最初は千代を、初代ヘルヴェノム卿を殺すつもりだった。


    　ミアの母と、ミアの仇かたきを取るために。


    



    　幼少の頃に亡くなった武尊の父親は怪人オルタ捜査を担当していた刑事で、武尊の家には父の捜査メモが遺のこされていた。だからミアが去った後、メモを頼りに武尊は捜査を続け、初代ヘルヴェノム卿のもとに行き着いたのだ。


    　月つき杜もり市にある十字路。そこで武尊は初めて紅い髑髏初代ヘルヴエノム卿と接触した。


    　もちろん小学生が、絶大な力を持った怪人オルタの王に敵かなうはずもない。だが、初代ヘルヴェノム卿は武尊に強く興味を抱いた。


    　なぜなら、武尊と阿久津千代には血の繫がりがあったからだ。


    



    『私の力を受け継ぐには、私の血を受け継いだ器うつわが必要だからね』


    



    　初代ヘルヴェノム卿──阿久津千代はそう言って、武尊にあのスーツとマスク、アルケマルス・システムを与えた。


    



    『私を倒したければ、己おのれの恐怖を飼い慣らせ。それができたとき、お前さんはこの絶対悪アルケマルスを超える者となるだろう』


    



    　だが結局、初代ヘルヴェノム卿はガイムーンに敗北した。


    　武尊は夜空を見上げる。


    　真っ白に輝く月が流れる雲に隠れようとしている。スーツの上に着込んだコートが羽ばたくような音を立てて翻ひるがえる。すこし風が強くなってきたようだ。


    　ミアの仇かたきを取るつもりだった悪の力で、武尊たけるはミアに敵対しようとしている。


    　ＡＣＭシステムの扉を開ける鍵たる『恐怖の記憶』。


    　いまの武尊はその記憶には事欠かない。


    　怪人オルタに襲われ、ベッドに意識不明の重体で横たわるミア。仇を取るために家出し、街を放浪した武尊が出会った仇である三人の怪人オルタ、紅あかき髑どく髏ろの貌かおをした初代ヘルヴェノム卿きよう、帰還した二代目ガイムーンと彼女が引き起こした流星ゼミナールの悲劇、殺された生徒、燃えるビル、なにもできなかった自分。昨日、己おのれの手で刺し殺した佐さ和わ子この死に顔。リノリウムの床いっぱいに広がった佐和子の血溜り。


    　すべてはいままで失わってきたもののために。これから失われゆくもののために。


    　武尊は髑髏を象かたどったマスクを被かぶる。


    　すると装着を感知したマスクはバイザー越しに実行の宣言文を表示する。


    



    　我はアルケマルスI am Alchemuls.。


    　我は忘れぬI do not forget.。　我は許さぬI do not forgive.。　我の来るのを震えて待てExpect me.。


    



    　まるで己が何者であるか、装着者を再定義するかのように。


    　システム上の意味はない文章だが、だからこそ装着者の胸に強く楔くさびを打ち込んでくる。


    　武尊はヘリポートを歩き、そのまま縁へりのあたりで立ち止まる。


    　透過バイザー越しに見える、夜の月つき杜もり市。


    　煌きらびやかなネオンに彩られた街はいま怯おびえている。迫り来る悪の影に怯えている。


    「……早く来い、ミア」


    　武尊は夜空を見上げる。いつの間にか、月は雲に隠れていた。


    「お前の敵はここにいる。お前の戦うべき悪はここにいるぞ」


    　悪の天敵、ガイムーン。


    　あの白き兎うさぎの姿を想像しながら、武尊は考える。


    　どうしたら月を蹴けり飛ばせるのだろうか、と。


    



    
      ＊

    


    



    　天羽あもうミア──ガイムーンはビルを飛び交いながら、月杜ＭＡＴビルを目指す。


    　マスクの通信機は切っていた。いつもなら佐和子が指示を出してくれていたが、いまはサポートしてくれる人間もいない。


    　いまのミアは一人だ。本当の意味で、たった一人だ。


    　だが、これは決して復ふく讐しゆうではない。死者のために戦うのでもない。


    　正義だ。正義のために戦うのだ。


    　ガイムーンは立ち止まる。終着点である月つき杜もりＭＡＴビルが見える。


    　月杜市に聳そびえ立つ摩ま天てん楼ろうを見上げる。いまいるビルは一〇階建て。目指すべき月杜ＭＡＴビルの屋上とは四倍以上の高低差がある。


    　もともと月杜ＭＡＴビルは工事中のビルだ。まだ電気が行き交っているとは思えない。それに怪人たちが中で待ち構えている可能性もある。


    　その場でガイムーンは屈伸する。


    　月杜ＭＡＴビルの窓は一定間隔で配置されており、縁がかけられている。


    　大きく深呼吸。


    　そのままガイムーンは、月杜ＭＡＴビルめがけて跳躍した。


    　重力を振り切り、身を投げ出したガイムーンは月杜ＭＡＴビルの壁へ到達。窓にできたわずかな出っ張りに指を引っかかる。すぐに身体からだを持ち上げ、足をその出っ張りに乗せた。


    　絶妙なバランス間隔で、難なくガイムーンは直立を保つ。


    　そしてまた次のアクションへ移行。フェンスを、手すりを、あるいは水道管のパイプを足がかりに、ガイムーンは軽々と高層ビルをよじ登っていく。


    　ガイムーンの目に真っ白い月が映る。月が流れる雲に隠れようとしているのを見ながら、ガイムーンはヘリポートの縁へりに手をかけた。


    　この先に、敵がいる。倒すべき、悪がいる。


    　ガイムーンは身体をぶらぶらと揺らすと、勢いよく壁を蹴けった。


    　手を基点にしてぐるりと回転するガイムーン。そのまま手を離したガイムーンは空中へ打ち上げられ、体操選手のように放物線の軌道を描く。月の兎うさぎのような、自由な跳躍。


    　そのままガイムーンの身体は屋上へと上がり、ヘリポートの中心に降り立った。


    　ヘリポートの縁に一人の男が座り込んでいた。


    　鴉からす羽ば色のコートを羽織っている。こちらに背中を向けたまま、振り返ろうともしない。


    　ガイムーンは問いかける。


    「……わたしを呼び出したのはお前だな？」


    　すると、鴉羽色のコートを羽は織おった男が立ち上がる。


    　その瞬間、ガイムーンは世界の悲鳴を耳にした。


    　目には見えない。男の姿が変わったわけではない。


    　だがガイムーンの神経が目の前の男の異常さを感じ取る。


    　鋭い刃のような敵意を。身の毛もよだつような悪意を。


    　まるで男を中心に獰どう猛もうな恐怖の磁場が発せられているかのようだ。


    「我々は一種の共生関係にあるとは思わないか？」


    　男が問いかける。


    　熱情のない、屍し人びとのような声で。


    「私も君も、戦う相手がいなければ生きられない。互いに憎み合い、戦い合い、依存し合うことでこの世界に存在していられる。それが私と君の関係の正体だ。この宿命を、果たして君はどう考える？」


    　この男の言葉に怒りはない。悲しみもない。


    　まるでこの世の者ではない、幽ゆう鬼きのような存在。


    　ひと筋の風が吹く。


    　しばしの静寂の後、ガイムーンは静かに答えた。


    「わたしはお前に依存なんてしていない。わたしとお前では在あり方が違う。──だから、」


    　雲がゆっくり流れていく。


    　欠けたることのない月が顔を覗のぞかせる。


    「いまここで、お前を止める」


    　男は振り返る。初めて、ガイムーンは男の貌かおを見る。


    　それは記憶の中とおなじ、虚無の髑どく髏ろだった。


    　あの紅い髑髏とは違う、漆黒の髑髏だった。


    「こんばんは、ガイムーン。ずっと待っていたよ、我が親愛なる正義のヒーロー」


    　黒髑髏が呼びかける。


    　だからガイムーンも黒髑髏の名前を、呼びかけた。


    「こんばんは、ヘルヴェノム卿きよう。ずっと捜していた、わたしの倒すべき悪の根源」


    　ヘルヴェノム卿。


    　かつてガイムーンが滅ぼした怪人たちの秘密結社、禍か嶽がく社しやリヴァイアサンの総そう帥すい。


    　三年前に倒した者とおなじなのか、別人なのかはわからない。


    　だが確かにこの黒髑髏は、ヘルヴェノム卿の名に値する禍まが々まがしい存在──絶対悪アルケマルスだ。


    　ヘルヴェノム卿は仰々しく手を広げる。


    　まるで敵であるガイムーンを歓迎するかのように。


    「さぁ、共に行こうか、ガイムーン。正義きみと悪わたしの、あるべき結末に向けて」


    　すると、空を突き破るような音が轟とどろく。


    　持ち上がるように下から姿を見せる複数のヘリコプター。


    　ヘリの照らす逆光に紛れ、ヘルヴェノム卿の身体からだが一瞬かき消される。


    　どの機体にも描えがかれているテレビ局のマーク。報道ヘリだ。


    「……お前がたれ込んだのか？」


    「先日、君が行ったバスジャックでの戦いの視聴率を知っているか。怪人オルタと君との戦いは市民にとって最高のショーなのだ。観客は多いほうがいいだろ？　あそこを見てみろ」


    　ヘルヴェノム卿きようは向かいのビルを指し示す。


    　ライブイベントが催されるのか、観客らしき人間が大勢いる。


    「この戦いがショーだと、お前は言うのか？」


    「ああ」


    「一連の事件も、そのショーの一環だと？」


    「もちろんだ」


    「……水みず町まち佐さ和わ子こを殺したのは誰だ？」


    　ヘルヴェノム卿は仰々しく胸に手を当てた。


    「無論、この私だ」


    「……そう」


    　ここへ来るまで聞きたいことは山ほどあった。


    　だがそれらの疑問もいまはどうでもよい。


    　やるべきことは、もう決まっている。


    「──お前だけはっ、いまっ、ここで……」


    　ガイムーンは拳を握りしめる。


    　体中の細胞から解き放たれる電撃、収しゆう斂れんする筋肉、凝縮される力。


    　ヘルヴェノム卿までの距離は約六ｍ。充分に射程圏内。


    　ガイムーンは拳に願いを込める。祈りを込める。


    　目の前にいる悪を倒すために、


    「──討ち果たすっ！」


    　拳を解き放った。


    　その勢いで、電磁的に加速された〝雷弾〟の群れが拳から撃ちだされる。


    　オルタ細胞で創られた、計一二発の生体弾丸、視認するのは不可能だ。


    　弾丸のスピードは大気圏を突破する速度、どんなに強固な怪人もひとたまりもない。それに加えて、襲いかかる電磁ショック。二重の攻撃にいままで耐えきった怪人は皆無だ。


    　それでもガイムーンは油断しない。


    　撃ちだしながら、もう次のモーションへ移っている。


    　最大のチャンスは生体弾丸を避けた、敵の体勢だ。伏せるか、横へ飛び退のくか。どちらにしろ回避の瞬間、大きな隙すきが生じる。そこへ渾こん身しんの力をこめたキックを叩たたきこむ。


    　余計な雑念は無用だ。


    　いま、ここで、ヘルヴェノム卿を、確実に、仕留め──


    　次の瞬間、ガイムーンの頰ほおを鋭いものが切り裂いた。


    　それが打ち返された生体弾丸だと気づくのに、一拍遅れた。


    「君の弾丸が、見切れないとでも思ったかね？」


    　いつの間にかヘルヴェノム卿きようの両手が棒状の武器を構えている。


    　一見するとトンファーに似ているが、異様に複雑な機構を備えていた。トンファーというより、黒い牙にも見える。


    　床には煙を発する生体弾丸が転がっている。まさか、とガイムーンは驚きよう愕がくする。


    　あのトンファーですべて弾かれたというのか。


    　ガイムーンに生まれた思考の逸脱、その隙すきに。


    　ヘルヴェノム卿が眼前に迫っていた。


    　ガイムーンは咄とつ嗟さに防御態勢を取った。


    　胸を両腕でクロスした直後、爆発するような衝撃がガイムーンに襲いかかった。容赦なく後方へ吹き飛ばされる。脚力を発揮する間もなかった。為なす術すべもなく床を転がされる。


    　ガイムーンは息を切らし、貌かおを持ち上げる。まとわりつくようなプレッシャーで思うように身体からだが動かせない。相手のリズムに乗せられている。


    　双つの黒き牙を構えるヘルヴェノム卿。


    　まさに、月つき杜もりの街を飲み込まんとする巨大な龍に見えた。


    「──我が姿に震ふるえよ、月杜市の市民たちよっ」


    　ヘルヴェノム卿は叫ぶ。屍し人びとの声で、まるで怨えん嗟さを込めるように。


    　それに気づいてか、向かいのビルにいた観客たちはＭＡＴビルに視線を向け始める。


    「我が名はヘルヴェノム卿、この街に君臨せし、禍か嶽がく社しやリヴァイアサンの総そう帥すいなり！」


    　報道ヘリがライトを照らしながら、対たい峙じする両者を映し出す。


    　衝撃から立ち直ったガイムーンはゆっくりと立ち上がる。


    「この街の正義を……侮あなどるな、ヘルヴェノム卿ッ！」


    　そしてガイムーンは駆け出す。


    　悪を討つために。仇かたきを討つために。自らの暴力に身を焦こがしながら。


    



    
      ＊

    


    



    　ガイムーンとヘルヴェノム卿の戦闘が始まった頃。


    　月杜ＭＡＴビルのロビーに突入するアサルトスーツを着た警官たちの姿があった。


    　彼らは月杜市警察本部・特殊警察機動隊の戦闘チームである。


    　自動拳銃を握り、小型防弾楯を構え、慎重にフロアを進攻する。


    「第一班、屋内避難階段クリア」「第二班、屋外避難階段クリア」「第三班、特別避難階段クリア」


    　非常階段の扉を開け、次々と階段を駆け上がる隊員たち。


    　このビルの避難階段は計三箇所。一班につき一〇名で編成されたチームはそれぞれ三班に分かれ、それぞれの場所から最上階を目指す。


    　突入から一〇分後。


    　屋内避難階段を上っていた第一班が足を止めた。


    「なんだ……これは……？」


    　階段の先が糸で編まれた巨大な蜘く蛛もの巣で塞ふさがれていた。


    　彼らのあいだに警戒が走る。蜘蛛の糸を武器とする怪人は過去にも幾つか例があった。


    　間違いなく、これは敵の仕掛けたトラップだ。


    「第一班より、各班へ伝達。敵のトラップと思おぼしき蜘蛛の糸を発見。これよりトラップの解除に移る。各班も警戒に当たられたし」


    　班の小隊長が無線で他班に伝達する。だが応答は返ってこない。


    「どうした。各班、誰か応答せよ」


    「応答はしませんよ、っと」


    　いきなり後ろからかけられた声に、彼らはぎょっと振り返る。


    　そこにいたのはイカ怪人、イカルガだった。


    「ずーっと後ろからついてきてたのに気づかなかったのかぁ？」


    「各員、発砲！」


    「そいつはよしなぁ」イカルガが笑う。「頭上注意、ってね」


    　その言葉につられて、隊員たちは頭上を見上げた。


    　直後、耳をつんざくような超音波が隊員たちを襲いかかった。


    　天井に張りついていたエコールが翼を広げて舞い降りる。イカルガは触手を伸ばし、七名の隊員たちを縛りあげていく。


    　エコールは持っていた無線で仲間たちに告げた。


    「エコールとイカルガ、屋内避難階段を制圧。ほかの状況は？」


    「レミオとハトル、屋外避難階段を制圧。万事異状なしっ」


    「マトルとアラクネ、特別避難階段を制圧。全員無力化」


    　隊員たちを捨て置き、イカルガは獲物を眺めるように視線を巡らせる。それを見み咎とがめたエコールがすかさず言った。


    「彼らの命を奪わない、という指令のはずです。いまは拘こう束そくを、イカルガさん」


    「……へいへい。指令、指令ねぇ。自分はおいしい獲物かっさらって、厄介な人払いをこっちに任せるとは、人使いが荒いもんだよ、黒ヴェノム様は」


    「私たちが束になっても敵かなわないのは、もう実証済みではないですか」


    「束になって敵わないものが、黒ヴェノム様だけでどうにかなると？　大層な自信だねぇ。面倒だし、とっとと俺たちでガイムーンに奇襲をかけちまったほうが早いんじゃねーのかい？」


    「ダメです。ここの防衛が私たちの任務ですから」


    「嬢ちゃん、ずいぶんやる気だねぇ。なにか思うところでも？」


    「……そんなじゃありません」


    　エコールは首を振った。そして隊員たちの襟えりを摑つかむ。


    「……早くみんなと合流しましょう。ガイムーンとヘルヴェノム卿きようの戦い、誰にも邪魔させるわけにはいきませんから」
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    　ヘルヴェノム卿の耳に報道ヘリに混ざって、別のヘリのローター音が聞こえた。


    　おそらく警察ヘリだろう。狙撃班を乗せ、こちらを狙ねらっているのか。もともと月つき杜もりＭＡＴビルはこの周辺で最も高い建築物だ。高度を確保するためには、ヘリを使うよりほかない。


    　だが報道ヘリがひしめき合っているせいで、警察ヘリもこちらに接近できないはずだ。退去命令を出しても聞き入れられることはない。彼らもまた〝恐怖支配テルール〟の支配下にある。


    　正義と悪の舞台を映うつす大事な目撃者を退かせはしない。


    　この闘争の舞台に部外者を立ち入らせるつもりはない。


    　ここはいまや、ヘルヴェノム卿とガイムーンの二人だけの舞台なのだから。
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    「──ハァッ！」


    　一拍の声と共に、ガイムーンが懐ふところに潜り込む。


    　放たれたガイムーンの拳を右手のマルス・インパクターで防御、衝撃によって弾く。相手の


    体勢が崩れた。ヘルヴェノム卿きようは返す手でガイムーンの胴を一いつ閃せん。


    　だがマルス・インパクターは空から振ぶる。ガイムーンはふたたび間合いを開けていた。ヒット・アンド・アウェイ戦法、先ほどからガイムーンはこの攻撃パターンを繰り返している。


    「逃げ回ってばかりでは、私を討つことはできないぞ、ガイムーン」


    　挑発してみるが、ガイムーンは反応しない。


    　身を屈かがめたまま、冷静に、慎重にこちらの出方を窺うかがっている。それは裏返してみれば、こちらに怯おびえているともいえる。感情が機能しているということだ。


    〝恐怖支配テルール〟には耐え切っているようだが、動きのペースが落ちている。感情がある限り、〝恐怖支配テルール〟から逃れることはできない。


    　三年前とは違う。ガイムーンも、そしてヘルヴェノム卿も。


    　武尊たけるの脳裏には、あのときの記憶が刻み込まれている。アルケマルス・システム──ＡＣＭシステムにも当時のガイムーンとの戦闘データが記録されている。


    　いま武尊の意識はＡＣＭシステムと同調していた。


    　ＡＣＭシステムは過去から現在に至るまでの膨大な戦闘データから最適な行動・戦略を算出し、それらをスーツの機能へ反映して、武尊をサポートしてくれる。


    　武尊は千代のように後天的に怪人オルタにはなれない。


    　ＡＣＭシステムにより調整アジヤストされたスーツのインナーマッスル、マスク経由で脳に送り込まれる情報を駆使し、ようやく武尊はガイムーンと渡り合える。ガイムーンの敵となれる。


    　ヘルヴェノム卿は両手でマルス・インパクターを構え、両拳を繰り出した。運動エネルギーを得たマルス・インパクターの先端から衝撃波が迸る。


    　屈んでいるガイムーンは右腕に生体シールドをすぐさま形成。生体シールドの表面がたわんだ、かと思うと、あっというまにシールドが破壊された。


    　ガイムーンの上体がのけぞった瞬間、ヘルヴェノム卿は跳躍。


    　スーツのインナーマッスルによって増大された脚力が一気に間合いを詰める。


    　躊ちゆう躇ちよなく右手のマルス・インパクターをガイムーンの腹めがけて振り下ろした。


    　だが、その前にガイムーンの体たい軀くが左向きに捻ひねられる。


    　マルス・インパクターを回避しながら、蹴けりで右手首を狙った。回避されるもののさらに続けて、電光の火花を放つ足がヘルヴェノム卿の胸元を突いた。


    　衝撃を感知したスーツが即座に耐衝撃ジェルを生成、ガイムーンのキックの威力を殺す。それでもダメージがないわけではない。


    　後ずさりしたヘルヴェノム卿は呻うめくのを堪こらえる。ダメージを悟られないよう、パンパンと余裕ぶって胸元を手で払ってみせた。


    　そのとき、激しい銃撃音がビルの階下から響いた。


    　続けてこだまする窓ガラスの破裂音。警察ヘリか、突入班か。いまビルの中でもエコールたちの抗争が繰り広げられている。


    「仲間の心配をしなくてもいいのか、ヘルヴェノム卿きよう」


    　ガイムーンが確かめるように問いかける。


    　ヘルヴェノム卿は痛みをこらえながら、わざとらしく腕を広げた。


    「数あま多たの怪人オルタを殺してきた君がそれを言うのか？」


    「わたしは誰かを殺すために戦っているのではない」


    　迷いなく、ガイムーンは言い切った。


    「悲しみを振り払うために、戦っている。それがガイムーンの正義だ」


    　そこにヘルヴェノム卿は、武尊たけるはマスクの奥の天羽あもうミアを幻視する。


    　だから武尊は意識した。


    　仮面に隠したミアの心を。感情を想像しながら、ヘルヴェノム卿として言葉を紡つむぐ。


    「つまり、それが君の正義の限界というわけだ、ガイムーン」


    「──どういう意味だ？」


    　互いに言葉を交わしながら、戦闘の態勢は崩さない。


    　睨にらみ合ったまま、問答は続く。


    「君の正義は、他者に依存した正義だ。他者の怒りに寄生した正義だ。君は自分の感情のままに戦うことができない」


    「……正義は、悪に脅おびやかされる誰かを救う力だ。わたしは決して、自分の怒りに身を委ゆだねたりしない。怒りで目を曇らせたりしない」


    「他人に自分の意志を任せる者に、どんな正義が貫けると？　君は他人を言い訳に戦う口実が欲しいだけだ。他人を言い訳に、怪人オルタに復ふく讐しゆうしたいだけだ」


    　ガイムーンの腕がびくりと震ふるえる。


    　もっと、もっとだ。ヘルヴェノム卿はさらに奥へと切り込んだ。


    「いや、そもそも復讐という行為を君は選択できない。たとえ親しい家族を殺されても、仲間を殺されても、君は敵に対して拳ひとつ振るえない」


    「……ちがう」


    「怒りに身を委ねたりしない？　笑わせるな。君は他者の弱さに共感などしていないではないか。ただ自分の中の怪物から目を逸そらしたいだけだ」


    「ちがうっ」


    「君の正義はなにも救えない。リヴァイアサンを壊し、多くの怪人オルタの希望を奪い、そして君自身の大切な人をも守れない。ただ、壊しているだけだ。私と君は、なにも変わらない」


    「ちがうと言ってるだろっ！」


    　ガイムーンが吼ほえながら、駆け出す。


    　完全に冷静さを欠いている。ならば、相手にするのはたやすい。


    　ガイムーンから繰り出される直情的な拳をあっさり払う。


    　ＡＣＭシステムに頼るまでもない。ヘルヴェノム卿きようはガイムーンの肩をマルス・インパクターで突いた。先端の打突と放たれた衝撃波でガイムーンは呻うめき声をあげる。


    「どうした、ガイムーン。君の仇かたきはここにいるぞ？」


    　声にならない咆ほう哮こうがこだまする。


    　ガイムーンは闇やみ雲くもにヘルヴェノム卿の腹を蹴けろうとするがすかさずヘルヴェノム卿は交差した腕で防御。そのまま捉えた足を摑つかみ、ガイムーンを薙なぎ払う。


    　床に倒れながらもガイムーンはさらに右拳を突きだした。ほとばしる電光。これ見よがしに示される〝雷弾〟発射の構え。ヘルヴェノム卿との距離はごくわずか、回避はできない。だが、


    「あの生体弾丸の生成には限りがある。それに気づかぬ私とでも思ったか？」


    〝雷弾〟発射はブラフ。本命は左手刀による右脇腹への攻撃。


    　それを読んでいたヘルヴェノム卿は自身の右脇腹をマルス・インパクターで防御する。


    　振動する牙がガイムーンの左手刀を弾き飛ばした。本命の攻撃を防がれたガイムーンの腹に、さらにヘルヴェノム卿は二連打。呻うめいたガイムーンは床で息を喘あえがせる。


    「ああ……うわあああああああっ！」


    　いくら正義の仮面を被かぶっても、中身は天羽あもうミアだ。本当は泣き虫で、内気な、天羽ミアだ。佐さ和わ子こを殺された怒りと悲しみは、確実にミアから、ガイムーンとしての力を奪っている。


    　だからこそ、いまがガイムーンを倒す好機なのだ。


    　天羽ミアからガイムーンの仮面を引き剝はがす好機なのだ。


    



    「ガイムーン、こんな話を知っているか？」


    



    　ヘルヴェノム卿は問いかけながら、起き上がろうとするガイムーンの肩に一撃を浴びせる。


    　幼なじみを打ちつける感触が手に残る。


    



    「オルタ細胞による変身は、変身者の意志によって行われる。オルタ細胞が形成する外装器官の姿は己おのれの願望の象徴であり、トラウマの具現化。つまりオルタ細胞の姿は我々の精神と分かち難く結びついているというわけだ」


    



    　ガイムーンはついにヘリポートから地上へ落ちる瀬戸際まで追いつめられる。


    　さらに向かってくるガイムーンの胸にマルス・インパクターの打突。ガイムーンの白い身体からだが仰向けに倒れ、肩までの部位が空中へ投げ出される。


    



    「つまり外装器官とは、剝むき出しになった精神そのものと呼ぶことができる。外装器官の破壊はすなわち、その者の意志を折ることにほかならない。さて、ここで質問だが、もしもこの外装器官を纏まとった状態で、他者に敗れ、意志を挫くじかれたとき……いったいなにが起こると思う？」


    　ヘルヴェノム卿きようは倒れるガイムーンに近づいて言った。


    



    「──変身能力の喪失だよ」


    



    　武尊たけるはかつての初代ヘルヴェノム卿、阿あ久く津つ千ち代よの姿を思い返した。


    　絶対悪アルケマルス神話の象徴であった彼女もいまは変身能力を喪うしない、ただの人間になっている。


    　すべてはガイムーンに敗北し、悪としての意志を砕かれたから。


    



    「外装器官と精神は深く結びついている。その外装器官を纏った状態で敗北し、意志を挫かれた者は以後、怪人オルタに変身できなくなる。これは私の推測ではない。過去に幾つもおなじような事例がある。それは君の被害者たちも含まれている」


    



    　だから沖おき名な武尊は決めたのだ。


    　自分がヘルヴェノム卿となり、悪となり、ガイムーンの敵となる。


    　この街からほかの悪を一掃し、ガイムーンの倒すべき敵を自分一人に定めさせる。


    　そして正義のヒーロー、ガイムーンをこの手で討ち倒すと。


    　ほかの怪人オルタたちに手出しを許さなかったのもそのため。


    　ガイムーンの心に決定的な敗北感を与えるには、決闘という形こそふさわしい。


    　悪に完かん膚ぷなきまでに敗北したヒーローはその存在意義を失う。


    



    「私は君の敵だ、ガイムーン。君が倒さなくてはならない『絶対悪アルケマルス』であり、君の存在理由そのものだ。悪に敗れるヒーローに価値などない。私に敗北したとき、君は己おのれのアイデンティティーを失くし、その力を喪うだろう」


    



    　佐さ和わ子こは勘違いしていた。武尊は倒されるために悪を担っているのではない。


    　緩ゆるやかな平へい衡こう状態も、優しい日常もありえない。


    　武尊が望むのは、この街の希望ガイムーンの破壊。


    　この街が寄ってたかって天羽あもうミアに被かぶせた正義の仮面を破壊することなのだから。


    



    　ガイムーンは仰向けに倒れたまま、動かない。


    　外装器官にも傷が走っていた。もうミアの意志は折れかかっている。


    



    「さらばだ、ガイムーン。これが君の纏まとった正義の仮面の終しゆう焉えんだ」


    



    　迷いはなかった。躊ちゆう躇ちよはなかった。


    　この街の正義の呪じゆ縛ばくから、ミアを解き放つために。


    　ヘルヴェノム卿きようはガイムーンのマスクめがけて、マルス・インパクターを振り下ろし──


    



    「……痛いよ、タケちゃん」


    



    
      ＊

    


    



    　声が聞こえる。


    　祈りにも、声援にも似た声が。


    



    「くっそ……連中、完全にこっち狙ねらいに来てやがんなぁ……」


    　四〇階のフロア。柱に身を潜ひそめながら、レミオがごちた。


    　窓ガラスが破られ、壁には幾つもの弾だん痕こんが刻み込まれている。警察は非常に強力な特殊弾丸を用意しているらしい。いくら怪人オルタの外装器官でも無事ではすまない可能性がある。


    　柱に身を潜めるのはレミオとエコール。


    　一方、アラクネとマトルは外から死角になる天井に張りついている。アラクネは蜘く蛛もの糸でひっつき、マトルのほうは器用に両脚の爪を天井に引っかけている。手にはライフル銃が構えられていた。


    　タイミングが悪かった、としか言いようがない。


    　人質の処遇を話し合うためにこのフロアで落ち合った直後、旋回していた警察ヘリに発見され、銃撃を受けてしまった。


    　おかげでエコールたちは身動きが取れないでいる。


    「つーか、なんであのヘリ、さっきからオレらを狙ってんだよ！　屋上の黒ドクロが目標じゃなかったのかよ！」


    「たぶん報道ヘリがひしめいているから、近づけないのよ。衝突の危険もあるしね。最初は闘いの模様を実況中継させるなんてって思ったけど……これも見込んでの作戦としたら、ほんと見事というほかないわ……」


    「感心してる場合か、アラクネ！　おかげでオレたち大ピンチじゃねーか！　一階を見張ってるイカルガのおっさんたちをここへ呼ぶわけにはいかねーし……」


    「ボクがやる」


    　天井にいるマトルが言い切った。抱かかえているライフル銃の安全装置を外す。


    「……なに言ってんだ、マトル。ライフルをいきなりぶっぱなしてもヘリに当てられるかよ。逆に的になるのがオチだぞっ」


    「いや、牽けん制せいにはなるかもしれないわ。最初から当てる必要なんてないのだし……。ライフルも向こうが弾丸の準備しているあいだに撃てば、的にならずにすむ……」


    「だから、その準備のタイミングをどうやって計るんだよ！」


    「エコールの耳で向こうの様子も探れるはずよ。どう、エコール、できる？」


    「は、はい、できなくは、ないですけど……」


    　力のないエコールの返事に、隣にいたレミオが心配げに顔を覗のぞく。


    「どうした、どっか具合悪いのか？」


    「そ、そういうのではないんですけど……あの聞こえませんか？　ヘリの音に紛れてですが……外から、誰かの声が、だんだん大きくなって……」


    「あん？　待てよ、言われてみると確かに……」


    　懸命にエコールは外に耳を澄ます。


    　誰かの、それも複数の人間がなにかを呼びかけている。


    　必死に願いを込めるように。祈りを込めるように。ヘリのロータリー音に紛まぎれてよく聞こえないがもうすぐその正体に手が届きかける。エコールは柱からそっと顔を出した。


    　瞬間、警察ヘリから第二射が放たれる。


    　凄すさまじい風圧と共に襲いかかる銃弾。


    　エコールの耳に銃弾が掠かすった。衝撃と共に外装器官の右耳が弾き飛ばされる。


    「エコール！」


    　アラクネが吐いた蜘く蛛もの糸により、エコールは無理やり上体を起こされた。


    　痛みが全身に走る。音を確認するどころではない。


    「ご、ごめんなさい……大丈夫、大丈夫ですから……」


    　実際、弾き飛ばされた右耳は外装器官だ。すぐにまた再生する。中身の生体にまでダメージは及んでいないため、これは軽傷といえた。


    　しかしエコールの耳が弾かれたことがショックだったのか。


    　マトルは発作的に天井から跳躍し、しっかりと警察ヘリに向け、三発を発射した。


    　ガラスの破れた窓を抜ける銃弾、それは当たるはずのない威い嚇かくのための発射だった。


    　床に着地したマトルの持つライフルの銃口からは硝しよう煙えんが立ち上る。


    「……どうしよう」


    　マトルが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。まるで自分のしでかした結果を恐れるように。


    「当たっちゃった……」


    　エコール、レミオ、アラクネは息を呑のんだ。


    　警察ヘリの操縦席の窓ガラスには穿うがたれた弾だん痕こん。パイロットが右腕を押さえて呻うめいている。


    　そのまま警察ヘリは制御を失い、離れていく。


    　先ほどの祈りを込めた声が悲鳴へと変わっている。


    　すぐにエコールは窓際まで走り、絶句した。


    　制御を失い、向かいのビルの屋上に衝突しようとしている警察ヘリ。


    　その先にはまだその場を離れていなかった観客たちの姿があった。
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    　外装器官ごしに打ちつけられる暴力の嵐。


    　ガイムーンは立ち上がろうとする。抗あらがおうとする。


    　だけどどうやって闘えばいいのかがわからない。思考が全然まとまらない。


    　薄れゆく意識の中で、天羽あもうミアは自問する。


    



    　なんでわたし、ヒーローになったんだっけ？


    　ママンを殺されたから？　お父さんから託されたから？　怪人が憎いから？


    　……違う。もっと大事な想いが、わたしにはあった気がする。


    　もっと大事な、想いが。


    



    　──まーた、ここで泣いてたのか、ミア。


    



    　……ああ、そうだ。そうだった。


    　あれはまだ汀てい子こＦＣに入る前。


    　蒼い目を持つわたしはクラスから浮いていて、それでよくいじめられていた。仲間外れにされ、上履きを隠され、そのたびにあの懐かしい、うさぎ神社の境けい内だいで泣いていたっけ。


    　そんなとき、いつも駆けつけてきてくれたのがタケちゃんだった。


    



    　──ほら、おばさんも心配してるから。早く帰るぞ。


    



    　なんでもない顔で、タケちゃんはいつも手を伸ばしてくれたね。


    　泥だらけで、傷だらけになった手を。


    　わたし、嬉うれしかったよ。いつもわたしがいじめられるたびに、タケちゃんが身体からだを張っていじめてた子に立ち向かい続けてくれていたことを。


    　タケちゃんだってやり返されてたのにいつも強がって、わたしの前では涙なんて見せなくて。


    　そうやって、いつもわたしの悲しみに寄り添って、護まもって、闘ってくれたよね。


    



    　だからわたし、思ったんだ。


    　わたしもああいうふうに、誰かの悲しみに寄り添える人になりたいって。


    　心の悲しみを拭ぬぐって、誰かのために闘える人になりたいって。


    　だって、それを教えてくれたのは、タケちゃんなんだから。


    　昨日のデートのときは、恥ずかしくなって最後まで言えなかったけどね。


    



    　ガイムーンの身体からだが激しく打ちつけられる。


    　視界に映る黒髑どく髏ろ。いま、ガイムーンが倒すべき敵。佐さ和わ子この仇かたき。


    　それなのに、ガイムーンの身体は動かない。


    



    　痛い思いはたくさんしてきた。怖い思いもたくさんしてきた。


    　だけどそんな思いは全部マスクの下に隠し、わたしは闘った。闘って、闘って、闘い抜いた。


    　あの頃、タケちゃんにいっぱい助けてもらった恩を、今度はほかの人に返していかなきゃいけないって思ったの。それでね、どうにかうまくやってこれたと思ったんだ。


    



    　……けどさ、ダメだったよ。


    　わたし、佐和ちゃんを守れなかった。一緒に戦ってくれた大事な人を助けられなかった。


    　わたしのせいだ。わたしがガイムーンだったから、佐和ちゃんは死んだ。


    　わたしは、大事なものをなんにも護れなかった。


    



    　ヘルヴェノム卿きようが手にしたトンファー。


    　いま、黒き牙がマスクへと振り下ろされる。


    



    　……痛い、痛いよ。


    　もうこんなマスクは外したい。正義のヒーローでなんていたくない……！


    　ただ普通に笑いたかった。佐和ちゃんと、タケちゃんと、笑ってケンカして仲直りして、当たり前の高校生でいたかった……！


    　助けてよ、タケちゃん。わたしはここだよ、ここにいるよ。


    　もう誰かを痛くしないよ、もう痛い思いはしたくないよ。


    　わたし……わたし……。


    



    「……痛いよ、タケちゃん」


    



    　いつまでたってもくるはずの衝撃が、ない。


    　ミアは薄れる意識の中で、ぼんやりと見つめる。


    　振り下ろされたはずのトンファーが、ガイムーンの眼前で止まっていた。


    　こちらを見下ろすヘルヴェノム卿きようの黒い髑どく髏ろが、震ふるえている。


    　まるでなにかを躊躇ためらうように。


    　ヘルヴェノム卿の行動を、ミアが怪け訝げんに思った、そのときだ。


    



    「頑張れ、ガイムーン！」


    



    　初めは幻聴かと思った。だがヘルヴェノム卿も反応している。


    　頭をめぐらせたガイムーンは、気づいた。向かいのビルの屋上にいる観客たちが、ガイムーンのほうを見つめ、声を張り上げていた。


    



    「ゆけ！　ガイムーン！　そいつをぶっ飛ばせ！」「負けるな！　ガイムーン！」「月つき杜もりの平和を守ってくれ！」「俺たちもついてるぜ！」「もうあなたしかいないの！」「この街を怪人の好きにさせるな！」「あなたがこの街の希望なんだ！」「ガイムーン、みんなあなたを信じてる！」「だから、行け、ガイムーン！」「ガイムーンッ！」「ガイムーンッ！」「ガイムーンッ！」「ガイムーンッ！」「ガイムーンッ！」「ガイムーンッ！」


    



    　ミアは呆ぼう然ぜんとしていた。


    　温かく、揺るぎない、希望の声援が、ミアの中に流れ込んでくる。


    



    　──ベンチからの声援もしっかり送れよ。


    　──そういう地味なのがあとで効いてきたりすんだから。


    



    　ああ、ホントだ。そのとおりだ。


    　わかったよ、タケちゃん。佐さ和わちゃん。


    　これがわたしの運命なんだ。受け入れるべき宿命なんだ。だったら──！


    



    「きゃああああああああああああ!!」


    



    　いきなり悲鳴が轟とどろく。ミアはマスク越しにそれを目撃した。


    　報道ヘリとは違う。恐らく警察ヘリがビルの中層を飛行している。


    　だが、様子がおかしい。


    　まるで制御を失ったように、観客たちのいるビルの屋上へぶつかろうとしている。


    　──ダメ、やめて。


    　ミアの鼓動が大きくなる。


    　──動いて、動いてよ、この身体からだ……！


    　感情が冷え込む。すべての感覚がクリアになる。


    　──なんで、こんな……誰がこんなことを……！


    　ミアの意識とは別の領域で、心の歯車がカチッとはまる。


    　──もう誰も死なせない、絶対に死なせない！


    　ちりちりと頭を襲う疼とう痛つうと共に、冷たい囁ささやきがミアの心に問いかける。


    



    　悪を滅ぼせ、悪を滅ぼせ、悲しみを振り払うために、悪を滅ぼせ。


    



    　──わたしは受け入れる、全部受け入れる、だから！


    　無我夢中でなにもわからないまま、ミアは肯定した。


    　己おのれの奥深くに潜ひそむ、マインドセットを肯定した。


    



    　──あの人たちを救いだせ、ガイムーン！


    



    　瞬間、体じゅうの拘こう束そくが解き放たれた。


    　天羽あもうミアの意識が『絶対』の正義に呑のみ込まれた。


    



    　……現在の状況を把握。


    　……救助者と脅威者の判定、クリア。


    　……これより正義を実行する。


    



    「……これはっ……この光はっ」


    　ヘルヴェノム卿きようが動きを止める。


    「……あのときと、おなじっ」


    　相手の言葉が終わるより早く、『それ』は黒い胸元めがけて、掌しよう底ていを放った。


    　先ほどとは比較にならない威力。


    　のしかかっていたヘルヴェノム卿はまるでゴムまりのように吹き飛ばされる。


    　だが、『それ』は特に感慨を覚えない。


    　感慨を覚える感情がないから。


    　単に障害を排除しただけのことだから。


    「……待てっ、待てっ」


    　倒れ臥したヘルヴェノム卿障害が呼びかけるが、『それ』は一いつ顧こだにしない。


    　いまはほかに優先すべき事項がある。


    　屋上のビルの人々の救出。そして事態を引き起こした原因の排除。


    　最適の思考、最速の行動、最善の選択。


    　弱き人々の心を守るために。『悪』を討つために。


    『それ』は紅く光る身体を翻して、その場から跳躍した。
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    　迫り来る警察ヘリに人々が悲鳴をあげる。どうにか姿勢を保とうとするが衝突は不可避だ。


    「……どうしよう……こんなつもりじゃ……」


    　己おのれの所業に戦おののくマトルに、エコールは寄り添う。こちらからの手出しは不可能だ。いまさら動いても間に合わない。たとえガイムーンでも。


    　アラクネも、レミオも、なにを言えばいいのかわからなくなっている。


    　そのときだ。


    　視界に『それ』の姿が映ったのは。


    「……んだよ、あれ？」


    　レミオが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。マトルも、天井から降りたアラクネも息を呑のんだ。


    　ビルの屋上へ、一筋の紅い流星が舞い降りる。


    　速く、ヘリよりも速く、屋上の縁へりに着地した紅く発光する何者か。


    　直後、横倒しになった警察ヘリが紅い影を飲み込む。そのまま制御を失った機体が紅い影と人々を巻き添えにする、はずだった。


    「おいおい……マジかよ……」


    　それはありえない光景だった。


    　横倒しになるはずだったヘリが空中で静止していた。やがてヘリはまるで何者かに持ち運ばれるように姿勢を水平に保ち、ゆっくりと人々がどいたスペースへと置き直される。


    　呆然とする人々はしばし沈黙した後、割れんばかりの大歓声をあげた。


    「ガイムーンッ！」「ガイムーンッ！」「ガイムーンッ！」「ガイムーンッ！」「ガイムーンッ！」


    　人々の歓声に包まれて、紅く光る何者かの姿がようやく見える。


    　純白の表皮に走る血管のような紅い線条。


    　兎うさぎにも似た、月光を司つかさどる正義のヒーロー。


    「ガイムーン、なの？」


    　紛まぎれもない、ガイムーンだ。姿が変わっているが、あれはガイムーンだ。


    「……おい、なんで光ってんだ？　なんで光ってんだ、アレッ」


    「わからないわよ……！　あんな姿、見たことないし……」


    「あの人たち、助かった、の……？」


    　マトルはどこか安あん堵どした表情になるが、エコールはひどい寒気を覚えた。


    　あのホテル火災でも感じた、言葉にしづらい違和感。人を救うガイムーンの行為はとても尊とうといもののはずなのに、どうしてかエコールの目にはそれが禍まが々まがしく見えてしまう。


    　そこで気づいた。


    　ガイムーンの双そう眸ぼうがこちらを見返していることに。


    　そのまま右の拳を引き、その場で届くはずのない正拳を放つ。


    　次の瞬間。


    　ガイムーンの右腕から火球が発射された。


    「へっ？」


    　なにが起きたのか理解できなかった。


    　空中を高速で飛来する、砲弾サイズの火球。呆ぼう然ぜんとするエコールたちをよそに、眩まばゆく発光する火球はすべてを飲み込まんと四〇階のフロアに接近し、そして──。


    　バチィィッ!!


    　火球がシャボン玉のように弾け飛んだ。


    　散らされる火花、拡散する熱と焦こげた匂においを感じ取り、エコールたちはようやく自分たちに迫っていた危機を実感する。全身からどっと汗が噴き出た。


    「大丈夫かっ」


    　ワイヤーを伝って誰かが降りてくる。ヘルヴェノム卿きようだ。


    　ヘルヴェノム卿は窓の縁へりに足をかけ、そのままフロアへ入る。コートはあちこちが裂け、マスクも表面に傷が走っている。マトルが泣きそうな顔で言った。


    「あ、あの、ボク……あんなこと、するつもりじゃ……」


    「諸君は撤退しろ。ここは私が食い止める」


    「食い止める……？」


    「ああ、この、」


    　言うや否いなや、ヘルヴェノム卿は振り向き様にトンファーを抜いた。


    「──『正義の機械』をだ」


    　刃のかち合うような鋭い反響音。


    　ガイムーンの手刀が、トンファーが交錯し、拮きつ抗こうする。


    　向こうのビルにいたはずの、紅いガイムーンがヘルヴェノム卿の背後にまで迫っていた。


    　いつから？　いつの間に？


    　エコールは怖おぞ気けを覚える。


    　ヘルヴェノム卿きようはすぐさまガイムーンの胴にもう片方のトンファーを叩たたきこもうとする。予備動作のないモーションにガイムーンの対応は遅れたかに見えた。


    　だが、次の瞬間。


    　ヘルヴェノム卿が横薙なぎに吹き飛ばされた。


    　遅れて、巻き上がってくる風。


    　ガイムーンの体勢に変化はない。だが、その左足まわりの床には円上の擦さつ過か跡あとがある。そこからエコールはなにが起こったのかを察する。


    　左足を軸とした回転蹴げり。


    　ヘルヴェノム卿を吹き飛ばすほどのキックを、いまの一瞬で放ったのだ。


    　エコールたち怪人オルタの感覚を以もつてしても把握できない速度の必殺キックを。


    　これまでもガイムーンは様々な規格外の能力、強さを見せてきた。だが、いまエコールたちが目の当たりにしているのは、それとは別次元の力だった。


    　ガイムーンは蹴り飛ばしたヘルヴェノム卿を一いつ顧こだにしない。黄金色の双そう眸ぼうをまっすぐエコールたちに向ける。


    　マトルがその場にへこたれる。レミオも、アラクネも、身動きが取れない。


    　エコールたちはいま、頭でなく、心から、実感させられたのだ。


    　悪の天敵、ガイムーンの真の恐ろしさを。


    「……なにをよそ見している。君の敵は、私だ」


    　いきなり、エコールの身体からだにとてつもない重力がかかる。強制的に頭を搔かき回す恐怖。


    　ガイムーンの動きが止まり、視線を横に振った。


    　柱にもたれかかるヘルヴェノム卿が手を広げ、右腕を突きだしている。


    　間違いない、この感覚。ヘルヴェノム卿の〝恐怖支配テルール〟だ。


    「感じるだろう、この怪人オルタたちの震ふるえを。彼らの意志は私のものだ。私が統すべているのだ。元凶を祓はらうのなら、まずは私から仕留めたまえ」


    　ガイムーンは胸元を指先でなぞる。


    　無言のまま、身体の向きを変えて、ヘルヴェノム卿のほうへ歩み寄った。〝恐怖支配テルール〟が通用しないのか、ガイムーンの足取りに乱れはない。


    　マスクを着けたヘルヴェノム卿に表情はない。だが、その腕が震えている。


    　痛みをこらえるように。吼ほえるように、ヘルヴェノム卿は叫んだ。


    「使えぬ道具は去れ！　我が闘争の領域に、入ることは許さぬ！」


    　言こと霊だまに鞭むち打うたれるように、エコールたちの足が動きだす。〝恐怖支配テルール〟を発動させたヘルヴェノム卿の言葉は絶対だ。拒絶はできない。


    「な、なんだ、これ、なんで、足が勝手に……！」


    「ヘルヴェノム卿きようの〝恐怖支配テルール〟……まさか行動まで支配できるの……！」


    「あの人……ボクたちを逃がすために……！」


    　エコールは振り返れなかった。いまこの身体からだは〝恐怖支配テルール〟の影響で全力疾走している。振り返ることすらもままならず、フロアを出る。


    　なにもできない。立ち入ることもできない。だからエコールは泣きながら祈った。


    　悪を担う少年の無事を。神話に挑もうとする少年の平穏を。


    



    
      ＊

    


    



    　おなじだ。


    　武尊たけるはいまの状況に既視感デジヤブを覚える。


    　三年前、ガイムーンが暴走し、武尊がヘルヴェノム卿になったあの日を再現しているかのようだった。


    



    　バイザーの画面にモザイク状のノイズが走る。


    　スーツ、マスク、共に機能の七〇％近くが破損。マルス・インパクターの衝撃波も先ほどのプラズマ火球を打ち消すのに最大出力で放出したため、エネルギーはほとんど残っていなかった。それぞれ一発分が限界か。うかつには振るえない。


    　痛みで、意識がかすれそうだった。


    　脳に埋め込んだチップで麻ま痺ひさせていた感覚が蘇よみがえりつつある。武尊をヘルヴェノム卿たらしめているマスクの力が消えかかっている。


    　正常に機能しているのは〝恐怖支配テルール〟のみ。


    　それもいまのガイムーンには一切通じない。


    　いまのガイムーンには恐怖する感情がない。


    　天羽あもうミアの意識は消失してしまった。


    　目の前にいるのは仕込まれたマインドセットに忠実に従う、〝正義の怪物〟である。


    　エコールたちが撤退したのを確認し、〝恐怖支配テルール〟をオフにする。通用しない機能をオンにしても、体力とバッテリーを消費するだけだからだ。


    　ガイムーンは全身に張り巡らせた紅い線条を脈動させる。


    　三年前とおなじ、ガイムーンの暴走した姿──いや、拘こう束そく具ぐから解放された真の姿だ。


    「……ずいぶん呆あつ気けなく、外れる拘束具もあったものだな」


    　ヘルヴェノム卿は呟つぶやく。


    　拘束が解放された原因は無論、警察ヘリの墜落だ。


    　だが、それに応じてあっさり拘こう束そく具ぐが解除されるのはあまりに都合がよすぎる。


    　今のガイムーンの姿は、初めから想定されたものだったのだ。


    　あの拘束具は初めからなんらかの条件を満たすとすぐに解除される仕組みになっていた。


    【財団】にとってガイムーンの暴走は初めから設計された仕様なのだ。おそらく佐さ和わ子こは、そのことを知らなかったのだろう。


    　ガイムーンは進化する正義である。ミアの意識がないいま、ガイムーンはなんの葛かつ藤とうも躊ちゆう躇ちよもなく、人々を脅おびやかす悪を駆逐する。拘束から解放されたガイムーンに限界などない。


    　三年前はお互いに、お互いの力に溺おぼれ、オーバーヒートし、相討ちとなった。


    　今回は、おそらくそうはならない。いまのガイムーンは三年前の頃よりも安定している。相討ちに持ち込むには、力の差がありすぎる。


    　状況は限りなく絶望的だ。救援は来ない。勝ち目もない。


    　こんなことなら、エコールたちを使い捨てにして総力戦で当たるべきだったのかもしれない。


    　状況が変わってもなお、一対一で挑もうとしたのは、エコールたちを守るためか。


    　自らの手でガイムーンの正義の仮面を破壊することにこだわりたいからなのか。


    　どちらにしろ、ちっとも合理的ではない。屋上でも、肝心なところで手が止まり、トドメを刺し損ねてしまった。絶対悪アルケマルスが聞いて呆あきれる。


    　それでも、だ。


    「……私を止めてみろ、ガイムーン。君が己おのれの正義を確信するなら」


    　ヘルヴェノム卿きようのマスクだけは外さない。


    　この身が朽くちる瞬間まで、武尊たけるはガイムーンの敵であり続ける。


    　その矜きよう持じだけは絶対に譲るわけにはいかない。


    　ガイムーンは拳を握りしめたまま、ゆっくり歩を踏みしめる。威圧的なその姿に迷いはない、躊躇ためらいはない。完璧なまでに、感情と情動が切り離されている。


    　黄金の双そう眸ぼうが見据えるのはただ、排除すべき悪の姿だけだ。守るべき者、守らざる者、それらを正確に計測し、最適な手段で正義を実行する。


    　人間ネイテイブや怪人オルタの区別なく、すべてが滅びるまで正義の裁きを続けるのだ。


    　いきなりガイムーンの姿がかき消える。視認できない動き。


    　ヘルヴェノム卿は視線を巡らす。右、左、どこにもガイムーンの姿はない。


    　ならば残る箇所は一つ──真上だ。


    　ほぼ直感でヘルヴェノム卿は横に飛び退のいた。直後、天井からガイムーンが急降下。拳を床に突き立てる。コンクリートの破片が飛散し、床に巨大な亀裂が走る。


    　決死で回避したのも束の間、拳を引き抜いたガイムーンが床を蹴ける。


    　マルス・インパクターの構えも間に合わない。


    　ヘルヴェノム卿はまだ生きているスーツの右大だい腿たい部のインナーマッスルを強化。


    　狙ねらいをつけず、ヘルヴェノム卿きようはキックを振るった。


    　同時に起こる衝撃。


    　正義と悪のハイキックが交錯し、ガイムーンとヘルヴェノム卿は静止する。ヘルヴェノム卿のハイキックは正義のマスクを割り、ガイムーンのハイキックは悪のマスクにめり込む。


    　ヘルヴェノム卿のマスクのバイザーが割れ、左の視界が潰つぶされた。


    　だがガイムーンのマスクにもまた亀裂が走る。キックの反動でスーツの強化機能がオーバーヒートし、火傷やけどしそうな熱が襲いかかる。


    　ガイムーンが体勢を維持したまま、拳を引いた。反射的に武尊たけるも身体からだを引く。


    　胸元に突きだされた拳、心臓が止まりそうな衝撃が襲いかかる。


    　一瞬、意識を消失しかけたが、身体を寸前で引いていたおかげでどうにかこらえる。


    　ガイムーンはゆっくり脚と拳を戻し、歩き出す。先ほどのような超スピードの動きは見せない。先ほど見せた火球も、ビルからビルへ渡った原理もわからない高速移動も。


    　わざと焦じらして、心理的重圧をかけている？　いや、いまのガイムーンはそんな無駄な行動を取ったりはしない。


    　ぽたぽたとガイムーンのマスクの亀裂から血が垂れる。


    　天羽あもうミアの肉体はとうに限界に達しているのだ。だがガイムーンは止まらない。ミアの意志を無視し、正義を執行しようとする。まさに正義のプログラムを実行する機械だ。


    　武尊は考える。考え続ける。ガイムーンの暴走を止める方法を。


    　だが考えるほど、この状況の絶望さが浮うき彫ぼりになる。


    　迫り来るガイムーンに、腕が震ふるえている。


    　武尊は湧き上がる感情を自覚し、苦笑した。


    　これは、恐怖だ。迫り来る正義のヒーローに、悪の権ごん化げが恐怖しているのだ。


    「……それが君の正義だというつもりか」


    　ヘルヴェノム卿は言った。恐怖を振り払うように。


    　必死に悪の仮面を心に嵌はめながら、叫んだ。


    「正義とは本来、感情と理性、その両方を合わせて発揮されるものだ。感情のみの正義など無力だ。理性のみの正義など害悪だ。他者への共感なき正義が最も邪悪なのだ」


    　このまま暴走が止まらなかったら、ミアはもう二度と人間として戻れなくなる。


    　だからヘルヴェノム卿は叫び続ける。


    　ガイムーンの中に眠るミアの意識に呼びかけるように。


    「君の意志はどうしたっ、ガイムーン。君が言う、『悪の天敵』とはそんなつまらないものなのか。そんなつまらないものになるために、君は家族を亡くし、仲間を亡くしたというのか。答えよ、ガイムーンッ！」


    　ガイムーンはなにも答えない。


    　悪あがきのような叫びをやめ、うなだれたヘルヴェノム卿きようはそこで気づく。


    



    　紅いガイムーンが指先で胸元をなぞっていた。


    　まるで過去の傷跡が無意識のうちに疼うずくかのように。


    



    　ヘルヴェノム卿の震ふるえが止まる。


    　亀裂が走り始めたマルス・インパクターを構える。


    　勝算と呼べるかはわからない。だが為すべきことを見つける。


    　武尊たけるはマスクの下で息を整える。ある意味、これから武尊が行おうとしているのは、どんな暴力よりもおぞましく、許されざる行為である。


    　それでも、やるしかない。


    　ガイムーンとの距離まであとわずか。マルス・インパクターを警戒している様子はない。先ほど攻撃を受けて、警戒するほどのものではないと認識したらしい。


    　ヘルヴェノム卿は半分に割れた視界で目を凝らす。


    　恐怖を飼い慣らせ。理性と情動を切り離せ。思考を止めるな。確実に目的を遂行せよ。


    　いままで失われてきたもののために。これから失われゆくもののために。


    



    　たったひとつの大切なものを失わないために。


    



    　ガイムーンの身体からだが深く沈み込む。拳か、キックか。予想はつかない。


    　攻撃をさせる前に、ヘルヴェノム卿は一歩踏み込む。


    　両手に構えたマルス・インパクターを振るおうとする。が、相手の腕も同調して動いたことに気づく。ガイムーンの防御の構え。このままでは両手のマルス・インパクターは確実に跳ね除けられる。


    　咄とつ嗟さに行動を切り替え、片方のマルス・インパクターを脇に投げ捨てた。


    　ガイムーンの視線が投げ捨てられたほうを向く。わずかに生しようじた、一瞬の隙すき。


    　ヘルヴェノム卿は懐へ飛び込むと、マルス・インパクターの先端をガイムーンの胸元へ突き立てた。


    　かつてミアが怪人オルタに刺された古傷の場所へ。


    　マルス・インパクターによる正拳突きを、ガイムーンは意にも介さない。その脚をふたたび振るわせようと大だい腿たい部を躍動させる。


    　そのタイミングで、ヘルヴェノム卿はある曲を口ずさんだ。シンプルな呼びかけるような素朴なリズム、まるで鎮魂歌にも似たノスタルジックなメロディ。


    『スタンド・バイ・ミー』のイントロだ。


    　ガイムーンの脚が止まる。動きが止まる。


    　ヘルヴェノム卿きようは『スタンド・バイ・ミー』を口ずさみ続ける。


    



    　──その怪人が刺しながら口ずさんでいた曲がずーっと耳から離れなくてさ。


    



    　以前、ミアは昼休みに流れてきた『スタンド・バイ・ミー』に異様に反応していた。


    　あのとき、武尊たけるは察したのだ。ミアの心に悪夢となってリフレインし続けるメロディの正体を。この曲がミアの恐怖と深く結びついてしまっていることを。


    　武尊でさえずっと引きずっているあの日の痛みを、当事者であるミアの傷が癒いえるはずがない。あの日の痛みはいまでも、ミアの心の深いところに刺さっている。


    



    　ガイムーンの古傷に突き立てられたトンファー、流れる『スタンド・バイ・ミー』の旋せん律りつ。天羽あもうミアの心から拭ぬぐえない、根源的な恐怖の記憶が再現される。


    　それは最もえげつない暴力だった。トラウマに土足で踏み込んで、眠っているミアの意識をたたき起こす荒療治、精神への暴力であった。


    「……やだっ、やだっ」


    　ガイムーンの紅い発光が陰かげりだす。


    　それでもヘルヴェノム卿は待った。最も劇的な効果を狙ねらえるタイミングを図はかるために。


    　ガイムーンが頭を押さえる。白い指がマスクに食い込む。身体からだが震ふるえ出す。やがてガイムーンはいまにも泣き出しそうな声で言った。


    「……殺さないでっ！」


    　ミアの意識が垣間見えた瞬間、ヘルヴェノム卿は発動した。


    〝恐怖支配テルール〟と、マルス・インパクターの衝撃波を。


    



    『ACM-SYSTEM TERREUR MODE ON』


    



    「ああああああああああああああああああああああああああああっ！！！」


    　胸元で炸さく裂れつする衝撃波が、ミアから正常な思考能力を奪う。


    　目覚めかけたミアの意識に叩たたきこまれる、恐怖の感情。


    　ガイムーンは吹き飛ばされながら、獣じみた咆ほう哮こうをあげた。


    　怒りとも哀しみともつかぬ声音がフロアじゅうに反響する。頭を押さえながらのたうち回り、涙を流し、怒りに震える。


    　恐怖は人間が持つ、最も根源的な感情だ。〝恐怖支配テルール〟によって強制的に刺激された恐怖の感情は、ミアのトラウマを呼び起こし、あらゆる感情を爆発させる。


    　そして戻された感情は、ミアの意識は、暴走のブレーキとなるのだ。


    　ガイムーンの身体からだから紅い光が消失する。


    『共感なき正義』は瓦が解かいした。ガイムーンの暴走は停止したのだ。


    　ヘルヴェノム卿きようはのたうち回るガイムーンを見下ろしながら、さっき投げ捨てたもう一基のマルス・インパクターを拾う。


    　まだ衝撃波はあと一発分、残っている。


    　散々、ミアの心を踏みにじったのだ。いまさら躊躇ためらう理由はない。


    　正義と悪のあるべき結末を迎えるために、ヘルヴェノム卿は最後の鉄てつ槌ついを与えようとする。


    　すべての決着をつけるために。


    「……ヒーローの条件、それは、」


    　ヘルヴェノム卿は急いで貌かおを上げた。


    　よろめきながら、ミアが、ガイムーンが起き上がろうとしていた。


    「絶対に、諦あきらめない人のこと……！」


    　もう紅い発光は消えている。傷だらけの肉体を引きずり、それでも彼女は立つ。


    　黄金色の双そう眸ぼうは輝きを放つ。


    　正義のヒーロー、ガイムーンはいまだに倒れてはいない。


    



    　あれ？　わたし、いつからここにいるんだっけ……ダメだ、全然思い出せない……。


    　頭がガンガンする……身体も寒い……怖い……痛い……苦しい……。


    　……でも……絶対に、逃げたくない……！


    　だって、この街には守りたい人たちがいる。助けたい人たちがいる。


    　まだわたしは戦える、だから……！


    



    　ミア、お前はバカだ。大バカ野郎だ。


    　怖いんだろう。痛いんだろう。


    　……なのに、なぜ逃げてくれないんだ。


    　この街に守る価値なんてない。助ける価値なんてない。


    　もう俺は、戦いたくなんてないのに。


    



    　ねえ、タケちゃん。


    　正義の味方なんて辛いことばかりだよ。


    　いろんな友達を遠ざけて、たくさん怖い想いをして、なのにちっとも報われない。


    　でもね、わたしは自分がガイムーンであること、誇りに思ってるんだ。


    　この力がわたしに授かったのにはきっと意味がある。


    



    　なあ、ミア。


    　悪の総そう帥すいってのはずいぶん孤独なもんだ。


    　仲間からの信頼を得るために、すべてを騙だまし、そしてなにも信頼できなくなる。


    　ヘルヴェノム卿きようであることをきっと俺は永遠に忌いまわしく思うだろう。


    　それでも俺はこのマスクを手放すわけにはいかないんだ。


    



    　ゴメンね、タケちゃん。


    　わたし、佐さ和わちゃんを守れなかったよ。助けられなかったよ。


    　わたしの力はちっぽけかもしれない。わたしの信じる正義なんて、ただのエゴかもしれない。


    　けど、わたしにしかできないことがいま目の前にある。


    



    　ミア、本当にごめん。


    　俺、佐和ちゃんを殺しちゃったよ。許されないことしちゃったよ。


    　お前のこともたくさん傷つけた。身も心も、たくさんたくさん傷つけた。


    　それでも俺は逃げない。逃げるわけにはいかない。


    



    　ガイムーンは拳を握り、毅き然ぜんと立ち上がる。


    　悪の根源、ヘルヴェノム卿を倒すために。


    



    　わたしはこの運命を受け入れる。大好きな人を守りたいから。


    



    　ヘルヴェノム卿は己おのれの牙きばを手に、悠然と構える。


    　正義のヒーロー、ガイムーンを倒すために。


    



    　俺はこの運命に抗あらがう。大好きな子を助けたいから。


    



    　──だから。


    



    「心が悲しみで濡ぬれたとき、正義を照らす白き月光ッ」


    　ガイムーンは、天羽あもうミアは高々と天井を指差した。


    　自分自身が何者かを宣言するように。


    　白きマスクにすべての意志を込め、叫んだ。


    「悪の天敵ガイムーン、ここに見参ッ！」


    



    「我が名は禍か嶽がく社しやリヴァイアサン総そう帥すい、ヘルヴェノム卿きよう」


    　ヘルヴェノム卿は、沖おき名な武尊たけるは屍し人びとの声で告げる。


    　己おのれが何者かを再定義するために。


    　黒きマスクにすべての決意を込め、宣言した。


    「我は忘れぬI do not forget.。　我は許さぬI do not forgive.。　我の来るのを震えて待てExpect me.」


    



    　名乗りを終えた二人は睨にらみ合う。


    　一瞬の静寂の後。


    　両者は魂たましいを剝むき出しにし、激突した。


    



    　正義と悪が互いに互いを傷つけ合う。貪むさぼり合う。


    　もはや力など残っていない満まん身しん創そう痍いの肉体を躍動させる。


    　交わされるは嵐のような暴力の応おう酬しゆう。


    　仮面と素顔の境界がなくなり、互いに互いを滅ぼす激しき闘争が繰り広げられる。


    



    　ガイムーンは何度もヘルヴェノム卿の胴にキックを叩たたきこむ。ヘルヴェノム卿はよろめいているが、トンファーによる攻撃の手を緩めない。身体からだに響くような打突がガイムーンの内部を搔かき回す。


    



    　ヘルヴェノム卿は何度もガイムーンの身体に両手のマルス・インパクターを打ち据える。残っている衝撃波は一発分のみ。チャンスは一度だけ。ガイムーンの蹴けりが身体に重く響く。意識が霞かすみ、痛覚が頭から消えそうになる。


    



    「ヘルヴェノム卿ォォォォォォォォォオッ!!」


    「ガイムゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥウゥンッ!!」


    



    　二人は同時に拳を叩きこんだ。


    　マスクの破片が床に飛び散る。互いの拳の衝撃で、二人は後ろによろめく。


    　どちらもギリギリ原型は崩れない。素顔は隠されたままだ。


    　だがもはや両者とも限界が近いのは明らかだ。


    　武尊ヘルヴエノム卿も、ミアガイムーンも、互いに睨み合ったまま、悟る。


    　決着がつくのは、次の瞬間。


    



    「ぬあああああああああああああああああああああああああああああっ!!」


    



    　ヘルヴェノム卿きようはマルス・インパクターを振るった。


    　目前の正義を打ち砕くために。


    



    　ガイムーンは跳躍した。


    　目前の邪悪を討ち倒すために。


    



    　ミサイルの如ごとく繰り出されるガイムーンの右足ジャンプキック。


    　ヘルヴェノム卿の胸元めがけて飛び込む片足キックを、マルス・インパクターで迎え撃つ。


    　ガイムーンの攻撃の基軸はそのキックだ。立ち上がる脚を封じれば、もうガイムーンは戦えない。ガイムーンの敗北は決定する。


    　ヘルヴェノム卿はマルス・インパクターの衝撃波を最大出力で放った。


    　爆発するガイムーンの右足。外装器官が剝はがれ、技が封じられる。はずだった。


    「まだだっ!!」


    　ガイムーンは空中でぐるりと身体からだを捻ひねった。


    



    　ヘルヴェノム卿の放った爆発するトンファーで右足キックが封じられた。


    　だがミアは諦あきらめない。最後まで勝利を諦めない。


    　もうほとんど力の籠こもらない右足をトンファーの先端に乗せて、空中スピン。


    　ヘルヴェノム卿のトンファーをかいくぐり、左足のキックが相手の胸元に炸さく裂れつする。


    　だが、ヘルヴェノム卿はのけぞる程度。彼を倒すほどの威力はない。


    「さよなら、ヒーロー」


    　攻撃を凌しのいだヘルヴェノム卿のトンファーが迫る。もう相手のトンファーにも亀裂が走っていた。あの爆発を放てるとは思えない。それでも襲いかかる両の牙は充分に脅威だ。


    　だからもう一度、ガイムーンは挑む。


    「……勝利とはっ」


    　左足の膝ひざを曲げる。ヘルヴェノム卿の胸元に脚を乗せたまま、もう一度だけ力を蓄たくわえる。


    　赤熱する左足。強化された肉という肉が収しゆう斂れんし、力が凝縮されていく。


    　そこに込めるは正義の意志。そこに込めるは人々の希望。


    「思考と行動を諦めない者にこそ訪れるっ！」


    　左足が解き放たれ、凝縮されたエネルギーが、ヘルヴェノム卿の身体からだに叩たたきこまれた。


    　ヘルヴェノムの黒髑どく髏ろを模したマスクがひび割れる。


    　走った亀裂がついに悪のマスクを壊し、顎あごの部分が割れた。


    



    　すべての一瞬がスローモーションのように流れる


    　露あらわになったヘルヴェノム卿きようの唇くちびるがにやりと笑った。嘲ちよう笑しようするように。


    「我は決して滅びぬ。君がいる限り、何度でも、何度でも蘇よみがえる」


    　敗北する者の遺言ではない。


    　それは予言だ。この街すべてに下された、悪の予言だ。


    「また会おう、ガイムーン……我が親愛なるヒーローよ！」


    



    　すべては夢ゆめ現うつつとつかない一瞬の出来事。


    　ガイムーンの必殺キックを叩たたき込まれたヘルヴェノム卿は後方へ吹き飛ばされ、窓を突き破り、ビルの外へ放り出される。


    　だがヘルヴェノム卿は笑う。笑い続ける。


    　街じゅうに響かせるような哄こう笑しようを残し、ヘルヴェノム卿の身体からだから閃せん光こうが発せられる。


    　空中で爆発。


    　大音響と炎を撒まき散らし、ヘルヴェノム卿の姿は搔かき消える。それでもしばらく哄笑が残響となってビルの付近にいる人々を戦せん慄りつさせた。

  


  [image: ]


  
    　キックを放ちへたり込んでいたガイムーンはやがてゆっくり立ち上がった。動かない、ボロボロの左足を引きずり、突き破られた窓のほうへ。


    　どこにもヘルヴェノム卿きようの姿は見えない。のしかかるような重圧は消えている。


    　勝った。


    　勝ったのだ、ミアは、ガイムーンは。


    「ありがとう、ガイムーン！」


    　子供の声がこだまする。あのビルの屋上に、まだ人々が残っていた。


    　警官が退去させようとする中、人々は声援を送り続ける。


    「ガイムーンッ！」「ガイムーンッ！」「ガイムーンッ！」「ガイムーンッ！」「ガイムーンッ！」


    　ミアは唇くちびるを嚙かみ締める。街の人々の声援が、いつまでも身体からだに響く。


    



    　聞こえてる、佐さ和わちゃん。


    　わたし、やったよ。あいつを倒したよ。


    　でもたぶん、これで終わりじゃない。きっとまた、そう遠くない先に、私はあいつと戦う。これでヘルヴェノム卿が死んだとは思えない。


    　だからさ、これからは一人でこの街を守ってみせるよ。


    　父さんから託された街、佐和ちゃんと過ごした街、タケちゃんが暮らしている街。


    　もうわたしは諦あきらめない。最後まで戦って、みんなを守ってみせる。


    　だってわたしは、月つき杜もり市を守る正義のヒーロー、ガイムーンなんだから。


    



    　ガイムーンは右足を引きずり、身を翻ひるがえした。


    　仮面のない、素顔の日常へ帰るため。


    　正義のヒーローは家路を急いだ。


    



    
      ＊

    


    



    　地下の下水道にまで声援が響いてくる。


    　ヘルヴェノム卿は壁に身をよりかかりながら、這はうように進んでいった。


    　スーツに残されていた緊急脱出プログラム。


    　放出した閃せん光こう弾で爆発の光を放ち、その隙に本体は光学迷彩で姿を消して、逃亡する。光学迷彩はほとんど機能していないが、暗闇の中で紛まぎれるには充分だった。


    　落下した際、瞬時にワイヤーでビルの壁面に捕まり、下降。マンホールを使って、地下に潜り、どうにかいまに至っている。


    　マルス・インパクターは使えない。スーツはほとんどが焼き切れている。マスクのバイザーには情報がなにも表示されない。もうバッテリーが切れているようだ。


    　それでも武尊たけるは諦あきらめない。ここで倒れるわけにはいかない。


    「ひどいザマだなぁ、黒ヴェノム卿きよう」


    　ヘルヴェノム卿は立ち止まる。霞かすむ視界に映るのは、怪人オルタたちの姿。


    　エコール、レミオ、アラクネ、ハトル、マトル、イカルガ。


    　恐怖で従わせた異形たちがヘルヴェノム卿の前に立ちはだかる。


    「いやいや大した勝利だよ。あのガイムーンに挑み、あげくの果てがあのド派手な敗北。おかげでガイムーンの最強伝説に箔はくがついたってもんよぉ」


    　イカルガがにじり寄る。


    　誰も彼を止めようとしない。事情を知るエコールですらも黙ったままだ。


    〝恐怖支配テルール〟は使えない。戦う術すべは残されていない。


    　ヘルヴェノム卿は息を凝らし、状況を見極める。


    「しかもその顔、もしかしてお前、怪人オルタじゃねーのかい？　はは、こんな奴に振り回されていたとはねぇ。最初からガイムーン相手に総攻撃でリンチかけてればよかったのにさぁ。まったく、どう責任を取るつもりだい？　ここはちょっくら、落とし前つけてもらわんと気が収まらんよなぁ？」


    　イカルガの触手が迫る。


    　武尊は考える。考え続ける。この状況を切り抜ける方法を。


    　しかし策は見つからないまま、イカルガの触手が振るわれた。


    「……って、俺たち世代ならなるんだがね」


    　イカルガの触手は武尊、ではなく、足下の床を叩たたいた。


    　わざと攻撃を外したらしい。ヘルヴェノム卿は二度、三度瞬まばたきする。攻撃がやってこない、そう思った途端、身体からだの力が抜け、壁によりかかりながらずるずると倒れそうになった。


    「おっと」


    　いきなり肩を摑つかまれた。まずは左肩をレミオが、続いて右肩をハトルが。


    　困惑するヘルヴェノム卿の肩を担ぎながら、レミオは言った。


    「……オレを使えねー道具呼ばわりしやがって。いまに見てろ。てめーが仕留められなかったガイムーンを、オレが倒してやる。だから、それまではもうちょい働いてもらうかんな、大将」


    「ごめんなさい、こないだはジャマして。それにありがと、マトルのこと、助けてくれて……」


    　殊勝な口調で言うハトルは担ぎ直すと、すぐにハイテンションな口調になる。


    「だから、まー、あれよ、過去は水に流して、これからは仲良くやろうよ、ヘルヴェノムにーちん！　ってか、本当に人間ネイテイブ？　その顎あごのライン……もしかして素顔はイケメンさん？」


    「だ、ダメだよ、ボクらのリーダーさんなんだから、そんな態度は……」


    　マトル、ハトルが騒ぐのを、ヘルヴェノム卿は幻まぼろしでも見ているかのような気持ちで眺める。


    　やれやれとイカルガは肩を竦すくめた。


    「まったく、次種ネクストってやつはどうしてこう甘ちゃん揃ぞろいなんだか」


    「あら、いいじゃないですか。新たなリヴァイアサンの方針ってことで」


    　アラクネがおかしそうに言った。


    「少なくとも、あのガイムーンの力に最も肉薄したのは事実。それを認めているから、イカルガさんも、制裁しないのでしょ？」


    　イカルガは肩を竦すくめて、答えない。


    　ヘルヴェノム卿きようは大きく息を吐いた。


    　まったく、イカルガの言うとおりだ。


    　この怪人オルタたちは悪事にちっとも向いていない。


    「見せてくれるんですよね、怪人オルタの新しい未来を」


    　エコールの言葉に、ヘルヴェノム卿は顔を上げる。


    　外装器官で形成された貌かおの目に、人間らしい涙を湛たたえながら。


    「……生きていれば、また戦えます。何度だって、戦えますよ」


    「……ああ、そのとおりだ」


    　ヘルヴェノム卿は息を吐き出す。


    　まだ生きている。まだこの心臓は動いている。


    



    　ヒーローの条件とはなにか。


    　それは勝利を続ける人のこと。戦って、戦って、戦って、勝利を積み重ねていく。


    　だからヒーローには戦う相手が必要だ。戦うべき悪が必要なのだ。


    



    　ならばヘルヴェノム卿は、幾度敗北しようとそのたびに立ち上がらなければならない。


    　勝利を重ねる天羽あもうミアを倒し、彼女をヒーローの宿命から解放するまで。


    　ヘルヴェノム卿はガイムーンの敵でなければならないのだから。


    



    「さぁ、急ごう、諸君」


    　傷だらけの武尊たけるは、ヘルヴェノム卿のマスクを被かぶりながら言った。


    「我らの良き闘争のために。我らの良き未来のために」

  


  
    



    エピローグ


    



    　六月。


    　ケガも回復し、ようやく登校した天羽あもうミアは放課後の図書室に久しぶりに顔を出した。


    　だがそこに武尊たけるの姿はなかった。


    



    「……沖おき名なくんがケガ？」


    「はい。なんか交通事故に遭ったらしくて。もうほんとに危なっかしいですよね。こないだもぶっ倒れて、天羽先輩に介抱されてましたし……。それよりも！　天羽先輩のほうこそ大丈夫だったんですか!?　そちらもケガされたとか、警察が来たとか、それで一週間休んでたって聞いたんですけど……」


    「あ、うん。平気、平気。ちょっとごたついてたけど、もうよくなったから」


    「そう、ですか」


    　どこか不安そうに顔を曇らせてから、希のぞ美みは頰ほおを搔かいた。


    「いやぁ、それならいいんです。ほら、このところ、変な事件多かったじゃないですか。それで敏感になっちゃって。いやぁ、ほんとに、何事もないのが一番ですよね」


    　苦笑する希美はぼそりと、ついでのように呟つぶやいた。


    「ほんと、いつもの明日がいつもどおり来てくれるなんて保証、ありませんから」


    



    　武尊を捜していたのは、佐さ和わ子この墓参りに誘うためだった。


    　この一週間、ミアは父の友人──【財団】の取り計らいにより、病院に入院しており、そのあいだに、佐和子の葬式も、納骨もすべて済まされのだという。


    　いま、佐和子は月つき杜もり市内のお墓で眠っている。葬式は汀てい子こＦＣの親や近所の人たちが執り行ってくれたらしい。


    　だから退院したミアは真っ先に、佐和子のお墓へ行こうと思い立った。


    　喪主を務めてくれた人の話によれば、武尊は葬式に顔を見せなかったらしい。電話をかけてもつながらなかった。


    　交通事故に遭ったというが、いまは入院しているのだろうか。お見舞いに行くべきなのだろうが、しかし、いったい武尊となにを話せばいいのかがわからなかった。


    　学校から下校するミアはそのまま一人で、佐和子の墓へ向かう。


    　夏が近づいているせいか、空はまだ青みを残している。よく、晴れた空だ。


    　電車を乗り継ぎ、降りた駅の近くでお供そなえの花束を買った。


    　佐和子が好きだった、鮮やかな彩りの紫陽花あじさい。


    　花束を抱かかえたミアは墓地の入り口で桶おけと柄ひ杓しやくを借り、佐さ和わ子この墓へ進む。


    　線香の匂においがする墓地を進み、教えてもらった場所にたどり着いたミアは足を止めた。


    　佐和子の墓には先客がいた。


    　武尊たけるだった。


    「……タケちゃん？」


    　ミアの声に、墓の前で手を合わせていた幼なじみは意外そうな顔で振り返った。


    　相変わらず、武尊は野暮ったい眼鏡めがねをかけたままの私服姿だ。この季節に長袖のシャツを着ているのが気になったが、どこもケガをしている様子はない。


    「大丈夫なの？　ケガで休んでいるって聞いたけど」


    「ああ、ちょっと捻ひねっただけだから。それより、そっちこそ……」


    「わたしは、大丈夫」


    　ミアは精一杯の力を振り絞って答えた。


    「……大丈夫、だから」


    「そっか」


    　なんでもない武尊の言葉が、ひどく優しく聞こえた。


    　お墓にはすでに花が添えられていた。鮮やかな色の紫陽花あじさいだ。


    「……花、被かぶっちゃったね」


    「そうだな」


    「佐和ちゃんに、『こんなにいらねーよ！』って怒られるかな？」


    「『もっとセンスひねろよ』くらいは言いそう」


    「あはは、確かに！　言いそう、言いそう！　ほんっとに、もうっ、タケちゃんったら、おかしなこと言わないでよ」


    　ミアは笑う。あんまりおかしくて、涙まで溢あふれてくる。


    　参ったなー、泣かないって決めたのに。


    　でも、これは笑い泣きだからきっとセーフだ。


    「哀しくなくても涙って出るんだね……はは……ほんっと、まいったまいった……いやいや……っていうか、溢れすぎだよね……はは、ははっ」


    　次から次へと、頰ほおを伝う熱い雫しずく。


    　涙の勢いは激しくなる。嗚お咽えつがこみあげてくる。


    「……なんで止まんないのっ、なんでっ、なんでっ……もうっ、泣かないって、決めたのにっ」


    　もう泣くわけにはいかない。これからは一人で戦っていく。


    　その覚悟を報告するための墓参りだったのに。こんなんじゃ合わせる顔がない──


    



    「ミア」


    



    　懐かしい声に、懐かしい名前で、呼びかけられた。


    　武尊たけるがハンカチを差し出す。真っ白いハンカチには湿った跡があった。


    「泣いたっていい。俺や佐さ和わちゃんの前でまで、カッコつける必要はないだろ」


    　ぶっきらぼうに、昔と変わらない口調で、武尊は言った。


    「お前はミアなんだ。昔となんにも変わらない、泣き虫の天羽あもうミアなんだから」


    「タケちゃん……！」


    　ミアはしゃくりあげながら、ハンカチに手を伸ばした。


    　素顔の自分を受け止めてくれる温もりを。


    　いまこのひとときだけ、ヒーローとしての仮面を外すために。


    



    　──我は決して滅びぬ。君がいる限り、何度でも、何度でも蘇よみがえる。


    



    　ミアはハンカチに伸ばす手を止めた。


    　感傷を凍てつかせる屍し人びとの声が心の中で反響する。


    



    　──また会おう、ガイムーン……我が親愛なるヒーローよ！


    



    「……ありがとう、でも、もう平気だから」


    　ミアは伸ばした手を引っ込める。無理やり涙を拭ぬぐい取ると、笑ってみせる。


    「わたしはもう、昔のわたしじゃない。だから、心配いらないって」


    　近づいてはいけない。さらけ出してはいけない。


    　あの『絶対悪アルケマルス』にもうなにも奪わせるわけにはいかない。


    「タケちゃんも、そういう気遣いはカノジョさんにしてあげなよ。私みたいな幼なじみにじゃなくてさ。じゃないとモテないよ？　……わたしのことは、もういいからさ」


    　だから、この想いは断ち切る。


    　大切な人をあの闘争から遠ざけるために。愛いとしき人の平穏を守るために。


    「……わかった」


    　武尊は静かにハンカチを引っ込めると鞄かばんを持った。


    「……もう帰るの？」


    「このあと、用事があるから。だから、ミア」


    　もう一度、武尊は呼びかける。どこかぶっきらぼうに、でも優しさを込めて。


    「また明日な」


    　ミアは喉のどを詰まらせる。


    　また明日。何度、ミアはいつもの明日を失ってきただろう。


    　いつもどおりの明日が来る保証なんてどこにもない。どこにもないから、守らないといけない。だって、それを守るために、ミアはヒーローに、ガイムーンになったのだから。


    　だからミアは答える。自らの覚悟と決意をそこに込めて。


    「うん、また明日ね」


    



    　──大好きな、タケちゃん。


    



    
      ＊

    


    



    　武尊たけるは歩く。


    　私服の内側に装着した薄型のアシストスーツが骨折した手足を駆動させる。


    　ミアはすこしも疑っていなかった。この分なら明日から普通に登校はできそうだ。


    　今日の出会いは佐さ和わ子この導き、あるいは呪のろいだろうか。


    　しかし、佐和子怪人オルタに向けた悪意をミアが永遠に知ることはないだろう。


    　もう選択はなされた。


    　佐和子を殺したときに、武尊は本当に幸せになる資格を失ってしまったのだから。


    　武尊のタブレット端末にＳＮＳの通知が入る。エコール──桜さくら井い花か音のんからだ。


    『みんなの準備が完了しました。いつでもいけます』


    　すぐに返事を打つ。


    『了解した。作戦開始は予定どおりに。私はここから指示を出す』


    　今日もまた、月つき杜もり市には悪が蠢うごめく。怪人たちが蠢く。


    　武尊の鼻頭にぽつりと水滴が降った。


    　さっきまで晴れていた空がいつの間にか灰色の雲に覆おおわれている。


    　ハンカチは受け取ってもらえなかった。もうミアはヒーローとして生きる道を受け入れたのだろう。これから先、ミアと武尊の道が交錯することはありえない。


    　敵として交わる以外にはありえないのだ。


    　それを実感した途端、武尊の胸は張り裂けそうなほど痛くなった。


    　もう、昔には帰れない。


    　この感傷は捨てなければならない。この想いは失なくさなければならない。


    　だから、武尊は唱えた。


    　自らの存在を再定義するために。


    



    　我は禍か嶽がく社しやリヴァイアサン総そう帥すい・ヘルヴェノム卿きよう。そして、

  


  
    　我は恐怖、我は畏い怖ふ、我は影。


    



    　──我がヒーローのための絶対悪アルケマルス、なり。
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    あとがき


    



    　ガガガ文庫では初めまして。


    『正義を行なうヒーローのために悪を演じる主人公』という案はもともと別シリーズの一キャラとして考えていたものでした。それがいろいろ考えていくうちに構想が膨ふくらみ、担当氏に没を食らいながらも、こねくり回しているあいだに、本作の形に変わっていった感じです。最初はコメディのはずだったのですが、気がつけばバリバリのハード路線に。


    　そんな変へん遷せんを辿った本作ですが、できあがってみれば、自分が好きなものをストレートに出せた作品である気がします。そういう意味で作家としてこの作品を書けて非常に満足しています。ちなみに作中に出てくる『ガイムーンのうた』は三番まで作詞済みです。


    　最後になりましたが、担当の江え橋ばし様、イラスト担当のおぐち様、ガガガ文庫編集部様、本作に携たずさわってくださったすべての方へ、ありがとうございます。売れ筋とは言えないこの作品を世に出す機会、ブレーキどころかむしろアクセルを踏み込むよう背中を押してくれたこと、本当に感謝しています。


    　それではまた、皆様にお会いできることを祈りつつ。


    



    　リアルタイムで初めて見たヒーローは『グリッドマン』の、大おお泉いずみ貴たかし
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